大 菩薩 峠 

みちり やの 巻 


中 里 介 山 


武州沢 井の 机 竜 之 助の 道場に、 おばけが 出る という 

うわさ 

噂 は、 かなり 遠い ところまで 響いて おりました。 

えんざん 

ここ は 塩 山 を 去る こと 三 里、 大 菩薩 峠の ふもとなる 

さけ いし  うん ぽ うじ 

裂 石の 雲 峰 寺で も その 噂であります。 

その 言う ところに よると、 この間、 一 人の 武者修行 

の 者が あって、 武 州から 大 菩薩 を 越え、 この 裂 石の 雲 

峰 寺へ 一 泊 を 求めた 時に、 雲衲が 集まっての 炉辺の 物 

せ 口  

き 口 

音に 聞え た 音 無の 名残り を 見ん とて、 沢 井の 道場 を 


しない  わら  つち 

尋ねて みたが、 竹刀の 音 はなく して、 藁 を 打つ 男の 槌 

の 音が あった。 

昔な つかし さに、 その 道場に 一夜 を 明かして みたと 

ころが、 鼠のお ばけが 出た という こと。 木刀 を 取り直 

うま づ ら 

して 打とうと した 途端、 その 鼠の 顔が、 不意に、 馬面 

のように 大きくな つたと いう こと。 

そこで、 ィャな 思い をして、 翌日 は 早々、 御岳山に 

登リ、 御岳の 裏山から 氷 川へ 出で、 小 河内で 一泊。 小 

河内から 小菅ま で 三 里、 小菅 から また 三 里 余の 大 菩薩 

かやと 

峠を越え て、 あの 美しい 萱 戸の 長 尾 を 通って、 姫の 井 

というと ころに かかる と、 そこで また、 右の 武者修行 


が、 ゾッ とする もの を 一 つ 見た という ことであります- 

古 土 佐の 大和絵に でも あるよう な、 あの 美しい ス 

口 ー プの道 を 半ばまで 来た 時分。 俗に その 辺 は 姫の 井 

といって、 路傍に は 美しい 清水が 滾々 と 湧いて いる。 

朝 は 小 河内 を 早立ちだった ものです から、 足の 達者 

な 上に、 気 を 負う 武者修行の ことで、 ここ を 通りかかつ 

た 時分が 日盛りで、 ことに その 日 は 天気 晴朗、 高山の 

上に ありがち な 水蒸気 の 邪魔物と いうの がふき とった 

ように、 白 根、 赤 石の 連山まで が 手に 取る ように 輝き 

渡って 見えた という ことです。 それで、 その、 青天 白 

日の 六 千 尺の 大屛 風の 上 を 件 の 武者修行の 先生が、 


意気 楊々 として、 大手 を 振って 通る と、 例の 姫の 井の 

ところで、 ふいにで つく わした の は、 蛇の目の 傘 を さ 

した、 透きと おる ほどの 美人であった という ことです 

うんのう  かたず 

から、 聞いて いた 雲衲も 固唾をのみました。 

どぎ ち 

武者修行 も、 実は、 そこで 度胆を抜かれ たという こ 

とであります。 

第一、 前に もい つた 通りの 青天白日の 下に、 蛇の目 

の 傘 を さして 来る という ことが 意表であります のに、 

ゆうゆうかんかん 

どこ を 見ても 連れら しい 者 は 一人 もな く、 悠々 閑々 と 

かやと 

して、 六 千 尺の 高原の 萱 戸の 中 を、 女が 一 人 歩きして 

来る のです から、 これ は、 山賊、 猛獣、 毒蛇の 出現よ 


リは、 武者修行に とって は、 意表 外だった というの も 

聞えないで はありません。 

また、 どうしても、 細い 萱 戸の 路で、 摺れ ちがわな 

ければ 通れません。 

ところが 右の 蛇の目の 美人 は、 あえて 武者修行 のた 

めに 道 を 譲ろうと もせずに、 にっこりと 笑って、 自分 

を 流し目に 見た ものです から、 武者修行が 再び ゾッと 

しました。 

こいつ、 妖怪，， 変化！ と 心得た ものの、 やにわに 斬つ 

て 捨てる の も、 うろたえ たようで 大人げない。 一番、 

ものずき 

正体 を 見届けて、 その上で、 という 余裕から 来る 好奇 


も 手伝った と 見えて、 その 武者修行が、 

「どちらから おいでにな リ ましたな」 

と 女に 向って ものやわらかに 尋ねて みた ものです。 そ 

うする と 女 は、 臆する 色 もな く、 

「東 山 梨の 八幡 村から 参りました」 

ハキ ハキと 答えた そうです。 

「はは あ …… そうして、 どちら へ おいでになります か」 

再び 押 返して 尋ねる と、 女 は、 

「武 州の 沢 井まで 参ります」 

「沢 井へ おいでな のです か」 

武者修行 は、 わが 刃，. を 以て、 わが 胸 を 刺される よう 


な 気持が したそう です。 

「はい」 

女 は 非常に 淋しい 笑い 方 をして、 じっと 自分の 懐ろ 

を 見入った ので、 武者修行 は、 

「拙者 も その 沢 井から 出て 参り ましたが、 あなた は そ 

の 沢 井の、 どちらへ お越しです」 

ゆくえ 

三た び、 その 行方 を 尋ねました。 

「沢 井の、 机 竜 之 助の 道場へ 参ります」 

「え？」 

どうも 一句 毎に 機先 を 制せられる ようになって、 武 

者 修行 は、 しどろ もどろ の 体と なり ましたが、 


「あなた も、 沢 井の 机の 道場に おいでに なります ので 

すか …… 実は 拙者 も、 昨日 あの 道場から 出て 参り まし 

た」 

「おや、 あなた も 沢 井から おいでにな つたので すか。 

いかがで ございました、 あの 道場に は、 べつだん 変つ 

たこと も ございま せんでした か」 

「ィ ャ、 べつだん 変った こと も …… 」 

「わたし も 久しく 御無沙汰 をし ましたから、 これから 

出かけて みるつ もりで ございます、 皆様に よろしく… 

…」 

といって、 女 は 蛇の目の 傘 を さすと いうより はかぶつ 


かやと 

て、 また 悠々 閑々 として、 萱 戸の 路を 行き かかります 

くだん  ぼうぜん 

から、 暫く は 件 の 武者修行 も、 呆然と して その 行く あ 

と を 見送って いたと いう ことです。 しかし、 やがて 気 

がつ いて、 後ろから 呼び留めて 言いました、 

「もし …… 」 

けれども、 蛇の目に 姿 を 隠した 女 は、 再び 振 返って 

かお 

その 面 を 見せようと はしないで、 

「はい …… 」 

返事 だけが、 やはり 透き とおるよ うな 声であります。 

「あなた は、 お 一人で、 その 八幡 村から、 これへ おい 

でに なった のです か」 


「はい …… 」 

「して、 またお 一 人で、 これから 武州沢 井までお 越し 

になる のです か」 

「はい …… 」 

武者修行 は、 そこでもう 追いす がる 勇気 も、 正体 を 

見届けく れんの 物好き も、 すっかり 忘れて しまって い 

たそうです。 

その 時、 青天白日、 どこ を 見ても 妖雲ら しい ものの 

ない、 空中が クラ クラと 鉛の ような ものに 捲 かれて、 

何 か 知らん が 圧迫 を 感じた のが、 自分ながら 歯痒い と 

言いました。 


はん 

そのうちに、 右の 女 は 榛の木の 蔭に 隠れて 見えな く 

なって しまい、 自分 は 早く も 長兵衛 小屋の 下にた たず 

ん でいた と 言います。 

ろへん  うんのう 

雲 峰 寺の 炉辺で、 雲衲 たちに、 武者修行が この 物語 

をす ると、 雲衲 たち も 興に 乗って、 なお、 その 女の 年 

頃 や、 着物 や、 髪 かたちな ど を、 念 を 押してみ たけれ 

ども、 本来、 衣裳 物の 目き きな どに は ざっぱくな 武者 

修行の ことで あり、 いちいち 分解的に 説明して みろ と 

いわれて、 甚だ 困惑の 体であります。 ただ 一 言、 透き 

とおるよ うな 美人、 という 形容の ほかに は 持ち合せな 

いのが、 かえって 一同の 想像の 範囲 を 大きく し、 それ 


としま 

は 年増の 奥様 風の 美人で あ つたろうと いうよう にも 見 

たり、 また 妙齢の 処女 だろうと 見立てる もの もあった 

あけぼの いろ  おぼろ ぞめ 

り、 その 衣裳 もまた、 曙 色の、 朧染 の、 黒い 帯の、 

糯 子の、 しゅ ちんのと、 人 さまざまの 頭の 中で、 絵 を 

描いて みるより ほか はない ので ありました。 

ほどなく、 この 炉辺の 会話に は、 真と、 偽と、 事実 

と、 想像との、 差別が つか なくなりました。 仏 を 信ず 

やす 

る もの は 往々、 魔 を 信じ 易く、 真 を 語る に は 仮 を 捨て 

難く、 事実の 裏から 想像 を ひきは なすこと は、 人生に 

おいてな し 得る ところではな いと 見えます。 

いとぐち 

右の 武者修行の 現に 見た 物語 を 緒 として、 それ か 


ら 炉辺で 語り 出される おのおのの 物語 は、 主として 甲 

州 裏 街道に 連なる、 奇怪に して、 荒 唐に して、 空疎に 

もうた ん 

して、 妄誕 なる 伝説と、 事実との 数々 であり ましたが、 

この 人た ち は 皆 それ を 実在と して、 極めて まじめな 態 

度 を 以て 取扱つ ている のであります。 

あなど 

これ は あながち 笑う ベ きこと でも、 侮るべき こと 

でもありません。 つい 近代までの 学者 は、 精 苦して 八 

十 幾つの 元素 を 万有の 中から 抽き 出して みたが、 電子 

という ものが 出て みると、 その 八十 幾つの 元素が こと 

ごとくお ばけと な つ てし まいました。 

しかも その 電子の、 過去と、 未来と は、 白昼の 夢の 


わからない 如く、 わからない のであります。 

次に その 夜の 物語。 大 菩薩 峠 伝説のう ちの 一 つ I - 

富士の 山と、 八ケ 岳と が、 大昔、 競争 を はじめた こ 

とが ある。 

富士 は、 八ケ 岳よりも 高い と 言い、 八ケ岳 は、 富士 

に 食 (けない と言う。 

きょう、 富士が 一 尺 伸びる と、 あす は八ケ 岳が 一 尺 

伸びて いる。 


この 両個は 毎日、 頭から 湯気 を 出して —— これ は 形 

容 ではない、 文字通り、 その 時 は 湯気 を 出して いたの 

でしよう —— 高さに おいての 競争で 際限がない。 

そうして、 下界の 人に 向って、 両者 は 同じように 言 

、つ、 

「どう だ、 おれの 方が 高かろう」 

けれども、 当時の 下界の 人に は、 どちらが どの くら 

い 高 いのかわ からない。 わからせよう としても、 その 

日 その 日に 伸びて ゆく 背丈の 問題 だから、 手の つけよ 

う 力な レ 

そこで、 下界の 人 は、 両者の、 無制限の 競争 を 見て 


笑い出した。 

「毎日 毎日、 あんなに 伸びて いって、 しまいに はどう 

する つもりだろう」 

ちからこぶ 

富士 も、 八ケ岳 も、 その 競争に 力瘤を入れながら、 

同時に、 無制限が 無意味 を 意味す る こと を 悟り かけて 

いる。 さりと て、 競争の 中止 は、 まず 中止した 者に 劣 

きた 

敗の 名が 来る 怖れから、 かれら は 無意味と 悟り、 愚劣 

と 知りながら、 その 無制限の 競争 をつ づけて いる。 

じんちよう もろもろ  じょう  い 

ある 時の こと、 毎日 晨朝 諸々 の定に 入リ、 六道に 

ゆう *7  だ ヽ， ま-さ つ 

遊 化する という 大 菩薩が、 この 峰 —— 今で いう 大 菩薩 

の 峰 —— の 上に 一 休みした ことがある。 


もろ ごえ 

その 姿 を 見かける と、 富士 と、 八ケ 岳と が、 諸 声で 

大 菩薩に 呼びかけて 言う ことに は、 

「のう 大 菩薩、 下界の 人に はわから ない が、 あなたに 

はお わかりでしょう、 見て 下さい、 わたしたちの 身の 

おぼしめ 

丈 を …… どちらが 高い と 思 召す」 

かれら は、 その 日の 力で、 有らん限りの 背の び をし 

て、 大 菩薩の 方へ 向いた。 

「おお、 お前た ち、 何 をむ くむく と 動いて いるの だ。 

何、 背 くらべ をして いる！」 

こんとん 

大 菩薩 は 半 空に 腰 を かがめて、 まだ 半ば 混沌た る 地 

上の 雲 を搔き 分ける と、 二 ッの山 は 躍起と なって、 


「見て 下さい、 わたしたちの 身の 丈 を …… どちらが 高 

いと 思 召す」 

「左様 —— 」 

ち き あ ふ  かんじ 

大 菩薩 は、 稚気 溢れた る両 山の 競争 を 見て、 莞爾と 

して 笑った。 

「わたしの 方が 高いで しょう、 少なくとも 首から 上 は 

…：- J 

八ケ 岳が 言う。 

ごじょう だん 

「御 冗談でしょう —— わたしの 姿 は 東海の 海に うつる 

が、 八ケ 岳なん て、 どこに も 影がない じ やない か」 

富士が 言う。 


「よしよ し」 

大 菩薩 は、 事実の 証明に よっての ほか、 かれらの 稚 

気満々 たる 競争 を、 思い止まらせる 手段 はない と 考え 

た。 

そこで、 拄杖を 取って、 両者の 頭の 上に かけ 渡して 

言う、 

「さあ、 お前た ち、 じっとして おれ」 

そこで 東海の 水 を 取って、 拄 杖の 上に 注ぐ と、 水 は 

するすると 拄杖を 走って、 富 土の 頭に 落ちた。 

「富 士、 お前の 頭 はつめ たいだろう」 

「ええ、 それが どうした のです」 


「日 は 冷やか なるべく、 月 は 熱 かるべく とも、 水 は 上 

へ 向って は 流れない」 

「それで は、 わたしが 負けた のです か、 八ケ 岳よりも、 

わたしの 背が低いので すか」 

「その 通り」 

大 菩薩 は そのまま 雲に 乗って、 天上の 世界へ 向けて 

お立ちになる。 

その後ろ 姿 を 見送って、 富士は 歯が み をした が 及ば 

ない。 八ケ 岳が 勝ち誇って 乱舞して いるの を 見る と、 

カツと しての ぼせ 上り、 

「コン 畜生！」 


といって、 足 を あげて 八ケ 岳の 頭 を 蹴飛ばす と、 不意 

を 喰った 八ケ 岳の、 首から 上が ケシ 飛んで しまった。 

「占めた！ これで おれが 日本一！」 

その 時から、 富 士と覇 を 争う 山が なくなつ たという 

舌。 

一一 一一 口 

しかし、 この 炉辺 閑話の 仲間のう ちに 一人、 机 竜 之 

助の 幼少 時代 を 知つ ている ものが あると いう ことで、 

ほた び 

また 搰 火が あかく 燃え 出しました。 

それ は 雲衲の 一 人。 年頃 も 机 竜 之 助と 同じ ほどのお 

だ やかな 人品。 竜 之 助と は郷を 同じう して、 おさなな 

じみであった とのこと。 


武者修行が、 そのいと ぐち を 聞いて 勇み をな し、 膝 

を 進ませて、 それ を 引き出し にか かると、 雲衲は 

諄 々 と 語り 出で ました、 

「あの人のお 父さんが エラかった のです ね、 弾 正 様と 

言いました。 どうして、 なかなかの 人物で、 まあ、 あ 

のく らいの 人物 は、 ちょっと 出まい といわれ たもので 

からだ  き  やす 

すが、 惜しい ことに、 病気で 身体が 利きませんで、 寝 

んで ばかりお いでに なりました。 そのうちに 竜 之 助 さ 

んが悪 剣に な つ てし ま つたと、 こう 言われて いますよ _ 

お父さん さえ 丈夫なら ば、 どうして、 どうして、 竜 之 

助さん は、 あんなに はならなかった ろうと、 誰もそう 


言わない ものはありません」 

「はは あ、 お父さん という 人が、 そんな エラ 物だった 

ん です 力」 

「まあ、 身体 さえお たっしゃなら、 日本で も 幾人と い 

う 人に なって、 後の世に 名 を 残す 人だった に 相違ない 

との 評判で ございました」 

「なるほど」 

「そのお 父さんに 仕込まれたん だから、 竜 之 助さん も 

子供のう ち はよう ござんした」 

「なるほど」 

「頭 も 違って いました し、 剣術 はたし かに 天性でした 


ね」 

「うむ、 うむ」 

じ い 

「もっとも 剣術 はお 父さんと いう 人 も、 そのお 祖父 さ 

んも、 なかなか 出来た ので、 代々 道場 を 持って、 弟子 

も あり、 武者修行の 方 も、 三人 や 五 人 遊んで いない こ 

とはありませんでした。 そのうちに は 江戸で 指折りの 

先生 も、 ずいぶん お見えになって いたので すから、 本 

当の 修行が できた に 違いありません。 お父さん は 剣術 

も 出来た が、 槍が よかった と 言います、 宝蔵 院の 槍が 

…：- J 

「なるほど I 


「ですから、 竜 之 助さん も、 ^刀の 中で 育った もので、 

十二 三の 時に、 大抵の 武者修行が、 竜 之 助さん にかな 

うわて 

いません でした。 そうして もし、 自分より 上手の 者が 

来る と、 幾日も、 幾日も、 その 人 を 泊めて おいて、 そ 

の 人 を 相手に なっても らい、 その 人より 上に ならな け 

れば 帰さない という やり方で すから、 ぐんぐん 上達す 

るば かりでした」 

「なるほど」 

「竜 之 助さん の 修行 半ば 頃から、 お父さんが 病気に か 

かって、 起き 臥しが 自由になら なかった もので、 あの 

人の 剣法が 音 無しの 構えと 言われる ようにな つたの は、 


それから 後の こと だと 聞きました」 

「なるほど、 なるほど」 

「その 時分に は、 もう、 名 ある 剣客で、 竜 之 助さん の 

前に 立つ 者 は 一 人 もなかった といわれます」 

「うむ、 うむ」 

「けれども、 あのお 父さんば かリは 許さなかった そう 

です よ —— お父さん という 人 は、 甲 源 一 刀 流の 出で は 

やぎゅう 

あります が、 柳 生、 心 蔭と い つたよう な 各 流儀に わた つ 

ており、 それぞれの 名人た ちの 道場 を も 踏んで 来た 人 

です けれども、 竜 之 助さん の 剣術と いう もの は、 ちょ つ 

とも 自分の 道場の 外で 鍛えた 剣術で はない と 言います。 


それ だのに、 腕 はお 父さんよりも すぐれて いると いう 

ことです から、 眼中に 人の な いのも 慢心とば かリ はい 

えますまい、 人 も 許し、 われ も 許して いたので すが、 

お父さん ばかり は、 最後まで 許さなかった と 申します」 

「なるほど」 

「そのうちに、 あの人が 実地に 人 を 斬る こと を 覚える 

ようになりました …… 今に なれば、 それが 思い当る こ 

とば かりです が、 その 時分、 そんな こと を 知った 者 は 

一 人 だって あり やしません」 

うんのう  もえさし 

雲衲は 伏目に なって、 燼 の 火 を 見ながら 語り つづ 

ける。 


「そこで、 わたし は、 今でも 思い出して ゾッ とする の 

です が、 竜 之 助さん が 九ッの 時でした、 その 時分 はよ 

いくさ 

く 子供ら が 集まって、 多摩川の 河原で 軍 ごっこ をし 

たもので すが、 ある 時、 あだ 名 を トビ 巿 といった 十三 

になる 悪たれ 小僧が、 それが どうした ことか、 竜 之 助 

さんの 言う こと を 聞かなかった ものです から、 竜 之 助 

さんが 手に 持って いた 木刀で、 物 を もい わず、 トビ 巿 

の 眉間 を 打つ と、 トビ 巿 がそれ つきり になって しまい 

ました …… 子供ら は みんな 青くな つて、 河原に 倒れた 

トビ 巿を どうしょうと いう 気 もなくて いると ころへ、 

漁師が 来て お 医者のと ころへ かつぎ 込み ましたが、 と 


うとう 生き返りませんでした …… それでも 後 は 無事に 

済む に は 済みました、 が、 その 時から、 子供た ち も、 

竜 之 助さん の 傍へ は 近寄らない ようになりました。 そ 

の 後、 御岳山の 試合で、 宇津木 文之丞 という 人 を 打ち 

殺した の も あの 手 だと 思う と、 やはり 子供の 時分から 

争われない ものです。 あの 時 だって、 あなた、 トビ 巿 

を 打ち殺し ておいて、 あとで 人相が ちっとも 変り ませ 

ん でした もの …… 御岳山の 時 は、 わたしども は、 あつ 

ちに はおりませんでした。 こちらへ 修行に 来て しまい 

うわさ 

ましたから …… その後の 噂 は、 大 菩薩 峠を越え る 人 

毎に、 何かと わたしたちの 耳に 伝えて くれます。 いい 


話じゃありません が、 おさななじみの わたしどもに 

と つ てみ ると、 どうも ひとごとと は 思われない 気がし 

ます」 

雲衲の 一 人 は、 しめ やかに 昔 を 追懐して、 道 を 誤つ 

た 幼き 友の ために、 代って その 罪 を 謝する かの ような 

調子です。 

「なるほど、 なるほど」 

しゃぜん 

武者修行の 武士 は、 洒 然として それ を 聞き流し、 

「宇津木な にがし を 殺した ことから 以後 は、 ほぼ われ 

われ も 聞いて いる、 それ 以前が 知りたかった の だ。 つ 

まり、 机 竜 之 助と いう ものが ああな つたの は、 宇津木 


を 殺した 時から 始まる のか、 或いは それ 以前に 原因が 

きた 

あつたの か、 その 来る ところ を、 もう 少し 立 入って 知 

りたかった のが、 貴僧の 話で、 どうやら 要領 を 得た よ 

うな 感じが する  」 

もえさし 

その 時に、 以前の 雲衲の 一 人 は、 長い 火箸で 燼 の 

火 を あやしながら、 

「左様で ございま すよ、 天性 あの人 は ああい う 人で あ 

リ ました。 宇津木 文之丞 さんとの 試合 以前、 つまり、 

トビ 巿を 殺してから 後の 壮年 時代に も、 いま 考えて み 

れば、 山 遊びに 行く といって、 幾日も 帰らない ことが 

ありました。 その 前後、 よく 街道 筋に 辻 斬の 噂 なぞが 


ぁリ ましたが、 いま 思い合わせて みると、 あの 山 遊び 

は、 つまり 辻 斬 をし に 行った のではなかった でしよう 

か …… ですから、 あの人の 一 番 最初の 不幸 は、 お 父 さ 

んの 病気でありまして、 次に ガラリ と 変った の は 御岳 

山の 試合の 前後 …… あれ は 文之丞 さんが 相手で はあり 

ません、 あれ を ああ させた 裏に は、 悪い 女が ありまし 

た」 

「うむ …… 」 

「お聞きに なりました でしよう な。 あれ だけ は 今以て、 

わたしたち にも 不思議で なりません。 本来、 竜 之 助 さ 

お ま 

ん という 人 は、 女に 溺れる 人ではなかった のです、 剣 


術より 以外に は 振 向いて 見る もの もなかつ たのに、 あ 

の 女が 来て、 それから あんな ことにな りました。 どつ 

がてん 

ちが 先に、 どう 落ちた のか、 その 辺が いっこう 合点が 

参りません が ：：： いい 女でした。 それ はたし かに、 

知ってい ますよ。 和 田へ 行く 時 も、 このお 寺の 門前 を 

馬で、 大 菩薩 峠 越え をした ものです、 そのと きふり か 

おもかげ 

えった 面影が、 いまだに 眼に 残って おります よ、 妙に 

あだつ ぼい、 そうして キリリと したと ころの ある、 あ 

れ では 男が 迷います」 

「なるほど」 

と 一句、 壮士が 深く 沈黙した 時分、 雲 峰 寺の 夜 もい と 


ど 深き を 覚えました。 

一方、 沢 井の 机の 道場 を、 右の 武者修行が 立 去って 

数日の 後、 雨が 降りました ものです から、 お 松 は 蛇の 

目の 傘 を さして、 川沿いの 道 を、 対岸の 和 田へ 行き ま 

した。 

お 松が 和 田へ 行く の は、 今に 始まった ことで はない 

が、 このごろ は、 ほぼ 一日お きのよう に 和 田へ 行かな 

ければ なりません。 


というの は、 和 田の 宇津木の 道場が、 机の 道場と 同 

じょうに 廃物に なって いるの を、 お 松が 新しく 開いて、 

机の 道場と 同じように、 学校 を はじめた からで ありま 

そこへ、 多くの 娘た ちが あつまって、 お 松 をお 師匠 

さんと して、 裁縫 を 学ぶべき もの は 学び、 作法 を 習う 

べき もの は 習うよう に、 一 種の 講習会 を 開いた のが 縁 

で、 その 娘た ちのうち の 有志の 者が 力 を 合わせて、 別 

に また 子供 相手の 寺子屋 を はじめました。 

で、 お 松 は、 このごろ は 沢 井の 方と 一日お きに 往来 

する ものです から、 雨の 降る 日 は 傘 を さし、 足駄が け 


で、 一 里 余の 道 を 歩く こと は 珍しく はありません。 

おそらく、 過日の 武者修行が、 裂 石の 雲 峰 寺で、 

炉辺の 物語の 種と したの は、 途中、 このお 松の 蛇の目 

姿に であって、 それに 潤色と、 誇張と を 加えた のか も 

知れません。 

しかし、 お 松の は、 そういつ たような 夢幻 的の 蛇の 

目の 傘で はなく、 また、 お 松 自身 も不 美人で はない が、 

透き とおるよ うな 美人と いうより は、 もっと 現実的な 

娘で、 雨の 日、 途中で 足駄の 緒 をき つた 時な ど は、 足 

駄を 片手に さげて、 はだしで さっさと 歩いて 帰る こと 

も あるく らいです から、 白昼、 蛇の目の 傘 を 開いて、 


秋草の 乱る る 高原 を、 悠々 閑々 と 歩む ような 気取り 方 

を しないに きまつ ています。 

ただ、 お 松の 行く ところに は、 いつも ムク 犬が つい 

あい やま 

て 行く こと、 その 昔の 間の 山の 歌 をうた う 娘の 主従と 

変る ことがあ りません。 

それにお 松 は、 子供の 時分から、 旅の 苦労 を 嘗めて 

やまあい 

足が 慣らされて いますから、 この 多摩川 沿いの 山間 や、 

沢 伝いの かくし 道 を 平気で 歩いて、 思いがけな いとこ 

ろで 出逢す 人 を 驚かす こと も ぁリ、 この辺 は 古来、 狼 

の 名所と されて いると ころで、 今 はそんな こと はない 

にしても、 人の かなりお それる 山道 も、 ムク がつ いて 


いる 限り 安心です から、 お 松 はかなり 無理 をして まで、 

山々 の 炭 焼 小屋まで おとずれ、 そこに 住む 子供た ちに、 

お 手本 を 書いて 与えて 来る ことな ども あるので す。 

それです から、 いよいよ 過ぐ る 日の 武者修行 も、 思 

わざる 所で、 ひょっこり とお 松の 出現に 驚き、 それ を 

大 菩薩 峠の 上に 移して、 話に 花 を 咲かせた と 見れば 見 

られな いこと もありません。 

そういった 場合、 お 松 自身に は、 そんなき ど リ方は 

ない としても、 こういった 山里で、 ひとたび は 京の 水 

にもし み、 ひとたび は 御殿 づ とめ もした 覚えの ある 妙 

齢の 娘が、 不意に、 木の間、 谷間から 現われ出 でた 時 


は、 少なからぬ 驚異 を 誘う の も 無理の ない ことで ぁリ 

ま ^9 

そんなと ころから お 松の 生活 を 見れば、 詩に もな り 

絵に もな りましょう が、 お 松 自身に とって は、 この頃 

ほど 自分の 現在と いう ものに、 喜び を 感じて いる こと 

はありません。 

人の 現在 を 喜ぶ の は、 多くの場合、 過去の 経験 を 忘 

れ、 未来の 希望 を 捨てた 瞬間の 陶酔に 過ぎない 浅薄な 

やす 

喜びに なり 易い が、 お 松の は、 たしかに そうでな く、 

もはや、 自分の 立つ 地盤の 上に、 この 上の ゆらぎ は 来 

な いだろうと 思われる ほど、 自分ながら 堅実 を 感ずる 


の 喜びで ありました。 

人生、 喜び を 感じない 人 は あるまい が、 また その 喜 

びの 裏に、 不安 を 感じない という 人 もあります まい。 

喜びが 大きければ 大きい ほど、 後の 不安が 予想され 

る 喜びに 住みた く はない ものです。 

お 松 は、 自分の 生涯が、 もうこれ で 定まった とも 感 

じません。 これより 後の 前途 は、 平々 淡々 なりと も 安 

んじ てはいな いが、 少なく ともこの 道路に、 これより 

以上の 陥没 はない、 これより は 地 を 踏みし めて 行く だ 

けが、 自分の 仕事で ある —— というよ うな 心強 さは、 

ひしと 感じて います。 


夜になる と、 お 松 は 夜 ふくる まで 針仕事 をして いる 

ことがあります。 

わら  る る 

道場の 方で 藁 を 打つ 音。 それと 共に 縷々 として 糸 を 

引く ような、 文句 は 聞き取れな いながら 断続した 音律。 

お 松 は 針 先 を 髪の毛で しめしながら、 

「また、 与 八さん がお 経 を はじめた」 

与 八が 東 妙 和尚から お経 を 教えられて、 しきりに そ 

れを 誦して いるの は、 今に 始まった ことで はあり ませ 

ん。 

それ は 何のお 経 だか、 与 八 自身 も 知らない はずです。 


或る時、 東 妙 和尚に 尋ねて みたら、 和尚の いう ことに 

は、 

「お経 はわから ないで 読んで こそ 有難 味が ある、 ただ、 

有難い という 有難 さ を みんな 集めた のが、 このお 経 だ 

と 思って 読み さえ すれば よい、 お経が わかる と、 有難 

味が わからなくなる」 

そう 言われた から 与 八 は、 言われた 通りに 信じて、 

わからな いなりに 誦して いる こと を、 お 松 はよ く 知つ 

ています。 

けれども、 お 松 はこの ごろに なって、 特に、 その わ 

からない なりで 誦して いる 与 八のお 経の 声 を 聞く と、 


妙に 引き入れられて、 われ を 忘れる の を 不思議な りと 

してお リ ました。 

どきよ う 

今 も、 その 与 八の、 わからない 読経の 声 を 聞いて い 

るう ちに、 何ともい えない 心 持で 悲しくな りました。 

悲しい といっても、 その 悲し いのは、 やる 瀬ない、 

たよりの ない、 息苦しい 悲しみ、 悶えの 心で はなく、 

身心 そのまま を、 限りなき 広い 世界へ うつされて 行く 

ような、 甘い、 楽しい、 やわらかな 色 を 包む の 悲しみ 

であります。 

ああ、 わたし はこの 心 持が 好きだ、 この 悲しい 心 持 

が 何ともい われない と、 お 松 は それ を 喜びます。 昼の 


うち は、 現実の 働きに、 お 松と して は、 ほとんど 余暇 

のない 今日 ， J の 頃、 そ の 働く ， ^ とに 充分の 喜び を 以て 

たるみの ない 生活 を 楽しむ ことができ るのに、 夜に な 

ると、 全く 別な 世界に 置かれた ような 気持で、 この 悲 

しみに 浸る ことので きる 幸い を、 感謝せ ずに はおられ 

ません。 

お 松 はこうして、 与 八の わからない お経 を 聞く こと 

の 快感に ひたされながら、 つい ぞ与 八に 向って、 これ 

を 感謝した こ ともなく、 また それ を、 どうぞ やめない 

で 続けて 下さい、 とた のんだ こと もありません。 わか 

ら ないで 読む お経 を、 わからないで 聞いて こそ、 それ 


で 有難 味が 一層 深い。 それ を 口に 出して いうの が、 な 

ん だか 惜しい ような 気持が してな りません。 

なんにしても、 このごろのお 松の 心で は、 犠牲が 感 

謝で あり、 奉仕が よろこび であり、 忍 辱が 滅罪 である 

ことの 安立が、 それと はなしに 積まれて いるよう であ 

り ま 

与 八と しても、 ほぼお 松と 同様で、 平淡なる ほど 自 

分の 立場の 堅実 を、 感ぜずに はおられな いと 見えます。 

人が 自分の 立場の 堅実 を 感ずる の は、 必ずしも 財産 

が 出来た から、 名誉が 高くな つたから、 というの では 

ありません。 自分 を 打 込んで、 他の ために 尽し 得る と 


いう 自信が 立ち、 その 道が 開けた 時に、 はじめて 起る 

のであります。 

おのれ を放捨 して、 絶対 愛 他の 生活に 一歩 進み 入る 

時に、 人 は 一歩 だけ その 立場の 堅実 を 感ぜずに はおら 

れ ますまい。 言葉 を 換えて いえば、 我 慾 を 増長せ しめ 

た 瞬間に こそ、 人 は 自己の 立場に 不安 を 感じ、 報謝の 

志 を 起した 時に、 はじめて 自己の 立場の 堅実 を 悟る と 

いう ことが、 逆に 似て、 順なる 人生の 妙味であります。 

えとく 

お 松 も、 与 八 も、 期せず して、 その 妙理を 会得 せん 

とする の は 祝すべき ことであります が、 一生の 事は必 

ずし も、 そう 単純に は 参らない。 大捂 十八 遍、 小捂そ 


の 数 を 知らず と、 東 妙 和尚 もよ くいう ことであります 

が、 今のところ は、 ほとんど 逆転の 憂いがない と 見な 

ければ なりません。 

されば こそ 与 八の わからない お経 も、 ようやく 妙 境 

に 入って、 聞く 人 をして おのずから、 神 心 を悦嘉 せし 

むる のか も 知れません。 

しかしながら、 こんな 悦楽が、 人間 世界の 夜の 全部 

を 占領す るの は、 悪魔の 世界の ねたみ を 受ける に は 十 

たち ま 

分で あると 見え、 暫くして、 この 悦楽の 世界が、 忽ち 

にして かきみだされた の は 是非 もな いこと でしよう。 

「与 八さん、 ェ、 与 八さん、 エラ ク御 精が 出る じ やね 


え か、 いいかげんに しなよ、 いいかげん にして 寝な よ、 

からだ 

身体 も 身の うちだ、 そう ひどく 使う もんじ やねえ よ. 

ちっと は、 身体に も 保養と いう もの を させて やらな け 

り や 毒に なら あな、 いいかげんに しなよ、 え、 ョッパ 

さんたら、 ョ ツバさん」 

経文 を 誦しながら 藁 を 打って いる 与 八の 境涯 を かき 

乱した 声が、 お 松のと ころまで 手に 取る ように 聞え た 

ものです から、 お 松 も ハツと して 苦い 心 持に なり まし 

た。 

「いいかげんに しなよ、 いいかげん にして、 一べ え 飲 

んで 寝な よ …… 」 


しっこく 与 八の そばへ すりよって、 とろん とした 眼 

を 据えて いる 酔い どれの 姿 を、 ありあり と 見る 気持。 

ま ね 

「だが、 与 八さん、 おめえ は 感心 だよ、 おめえ の 真似 

はでき ねえ …… まあ、 早い話が おめえ は 聖人 だね、 支 

さ ゆ * つ 

那の 丘と いう 人と 同格なん だね、 聖人 …… 大した も 

ま 

ん だよ、 だが、 聖人に しちや あおめ え、 少し 間が 抜け 

てら あ  」 

「な あに」 

与 八 は 相手に ならないで、 藁 をす ぐって いるら しい。 

「だが、 おめえ、 聖人なん て 商売 は、 聞いて 極楽、 見 

て 地獄 さ」 


与 八が 相手に ならないで いると、 一方 は、 いよいよ 

し つ y  J く、 

「こち とら、 やくざ だから、 聖人なん ざ あ 有難く ねえ」 

といって 暫く 休み、 いやに 猫撫 声で、 

「ョ ツバさん、 おめえ 済まね えが、 いくらか 持って い 

たら 貸して くんね え か …… 」 

お 松 は それ を 聞いて、 また はじまつ たと 思いました 

梅 屋敷の 谷と いう 船頭が、 い つも、 こんな こと を 言つ 

て 与 八 をば かにしながら、 いくらか せびりに 来る。 そ 

いもむし 

の 度 毎に 与 八が、 ダニに 食いつ かれた 芋虫の ように 

さんさ ゅラ 

窘窮 する の を、 ダニが いよいよ 面白半分に なぶる。 


今 も、 いい 気になって 管 を まき 出した の を、 にがに 

がしい 思いで 聞いて いると、 ダニ はいよ いよ 乗り気に 

なって、 聞かれ 果てない こと をし や ベリ 出しました。 

どこと かの 後家さん を なぐさんで やつ て、 このごろで 

は毎晚 のように 通って いるが、 はじめは 口惜しが つて、 

ひっか  あま 

おれの つら を 引搔き やが つたが、 今では 阿 魔め、 おれ 

の 行く の を 待 遠し がって いやがる、 そうな つてみ ると、 

やきす ぎ  みょうり 

焼 杉の 下駄の 一 足 も 買って やらな きゃあ 冥利が 悪い か 

ら、 いくらか 貸して くんな、 おめえ が 持って いなけり や 

お 嬢 様に おねげ えして、 いくらか 貸して くんな と、 

声高になる。 


何 だ い ベ ら ぼうめ、 女 を こしらえ ちゃ 悪い のかい、 

女 を こしらえ ねえよう な 奴 は、 人間の 屑 だい …… とい 

うような 悪口 も 聞え 出す。 

浄土の 連想 も、 経文の 柔軟 も、 あった もので はない、 

ダニと いわれた 船頭の 悪口で、 すっかり かきまわされ 

る。 

お 松 は、 どうしても 自分が 出なければ ならない と 思 

いました。 こういう 際の 取扱い は、 いつもお 松が 当る 

ことにな つていて、 与 八で はどうしても 納まりの つか 

ない のが 例であります。 

縫物 を押片 づけた お 松 は、 そのまま 道場の 方へ と 歩 


んで 行きました。 

「谷 蔵さん、 今晩は …… 」 

「これ はこれ は、 お 嬢 様」 

お 松の こと を、 誰い うとな くお 嬢 様で 通って いる。 

きほう  にぶ 

お 松が 現われる と、 すっかり 谷 蔵の 機鋒が 鈍って しま 

うのが 不思議で あります。 

「与 八さん、 そんな 悪い 奴 は、 かまわな いから、 つか 

み 出して おしまいなさい」 

お 松が そう 言って おどす と、 ダニが 顔の 色 を かえて 

あわてふためいて 逃げ出しました。 力の あり 余る 与 八 

を 恐れないで、 力の ない お 松 を 恐れる こと も 不思議で 


あります。 

こんな ひょうきん 者 も あるに は ある けれど、 お 松の 

仕事 は、 次から 次と 根 を 張り、 枝 をのば して ゆく こと 

は、 自分 たちさえ も 目 ざまし いほ どで ありました。 

つまり、 一 つの 村から 一 つの 村へ と、 お 松の はじめ 

た 教育ぶ りが 伝染して 行く のであります。 それ は 大抵、 

お 松 を 中心として、 仕事 を 習う 娘た ちの 同意から 始 

まって、 甲の 村で も、 乙の 部落で も、 然るべき 家 を 借 

受けて、 第二、 第三の 講習会が 起り、 つづいて、 子供 

たちのた めに 寺子屋が 起り、 遊び どころ が 見つかって 

ゆく と いう わけであります。 


これが ために、 お 松の 事業 は、 またたくまに 発展し 

て、 村々 を廻リ きれない ほどに なりました。 その 苦労 

は、 少しもお 松の 厭う ところではありません。 

毎日、 朝早く 沢 井 を 出で て は、 夜お そく 帰る こと も 

あります。 

多摩川 を 中に さしはさんでの 上下へ、 水の 浸透す る 

ように、 お 松の 事業が 進んで 行く のであります。 今 は 

秩父 境まで も、 お 松 を 中心とす るの 講習会が 入り込ん 

で 行きました。 

お ぼっか 

そこでお 松 は、 もうこれ 以上、 自分の 足で は 覚束な 

いという 時に なって、 与 八が お 松の ために 馬 を 提供し 


ました。 

お 松 は 毎日、 馬に 乗って 村里め ぐリを やり 出し まし 

たが、 最初のう ち は、 与 八が 馬の 口 を 取った のです け 

れど、 それで は 労力の 不経済 だから、 後に はお 松 自身 

で 手綱 を 取って、 与 八 は 家に 残って 働く ようになり ま 

した。 

ただ、 例の ムク 犬が 始終、 お 松の 行く ところへ 行 を 

共に して、 その 護衛の 任に 当る こと だけ は、 いつも 変 

リ ません。 

ほっき 

そのうちに、 誰が 発起した ともなく、 月の 二十 三日 

を 地蔵 講 として、 この 日に は、 お 地蔵 様 を 祭って、 楽 


しく 遊ぼう ではない か、 という 議が持 上りました。 

つまり、 お 松の 教え子た ちが 発起で、 月の 二十 三日 

こぞ  たち ま 

を、 挙っての 祭日に きめよう という 計画が、 忽ちの 間 

に 成立って、 まず 最初の 記念祭 を、 この 二十 三日に、 

お 松の 発祥地で 開き、 それから 至る ところに 及ぼし、 

二十 三日に は、 それぞれ お祝い をしょう ではない か、 

という ことが、 娘た ちの 間に、 少なからぬ 熱心 を 以て 

提唱され るよう にな つたので す。 

地蔵 中心の 二十 三日のお 祭、 お 松 も、 与 八 も、 それ 

はよ い 思いつきの、 よい くわだて だと 思いました。 与 

八 は、 それまでに 間に合わせる といって、 木 をえ らん 


で、 一 丈余り の 地蔵尊 をき ざむ ことに とりかかる。 

その 地蔵尊が 出来 上る と、 従来のお 堂 を とりひろげ 

かんじょう  とうろう 

て 勧 請し、 多摩川の 岸まで ズッと 燈籠を 立てました。 

娘た ち は 乗り気に なって、 それぞれの もの を 寄附す 

さん 

る。 燈 籠の 絵 も、 讃も、 大抵 は その 娘た ちゃ、 教え子 

たちの 筆に 成る ものが 多い のです から、 期せず して こ 

れは、 地蔵 を 中心としての 共進会で あり、 展覧会で あ 

るよう な ことにな リ ます。 

お 祭の 前に は、 その 娘た ちが、 それぞれ ひま を 見て 

は、 やって来て、 お 祭の 準備の 手伝い をす る。 

そこで、 また 一 方、 お 松 は 若衆 たちに 向って 後援 を 


依頼した ものです から、 若衆 もい い 気持に なって、 よ 

ひとはだ 

しょし、 一 肌ぬ ごうと いう 気になりました。 

そうすると、 何 か 世話を焼きたがる 老人た ち も 出て 

来て、 何かと 口伝 を 教える ものです から、 お 祭の 景気 

は 予想外に 大きな ものに なりそう です。 

せきはん 

赤飯 を こしらえて 配ろうと いう もの も あるし、 お ま 

ん じゅう を 供養して、 子供た ちに 分けよう という もの 

も 出て 来る。 

きも い リ 

老人た ちが 肝 煎で 若衆た ちの 一 団が、 古風な 獅子舞 

を 催して、 その 一日 は、 踊って 踊りぬ いてみ ようとの 

意気 組み を、 お 松 も 喜んで 頂戴し ました。 


お 祭の 日が 進む につれ て、 お 松 は 毎晚、 徹夜の よう 

につと めて おります。 それ は、 娘た ちの 出品 や、 教え 

子た ちの 製作 物の 調べ、 自分 もまた、 いくつかの 燈籠 

を受 持って、 それに 歌 を 書かねば ならない し、 すべて 

持 込まれる 相談 は、 大小と なく、 お 松 一人が それ を 引 

受けて、 あずかり 聞く という 役目であります。 

しかし、 何とい つても、 こういう 事の 骨折り は、 人 

間 を 疲労させる より は、 かえって 元気 を 与える もので 

あります。 

どこから、 どう 伝え聞いて 来た もの か、 その 当日の 

景気 は 盛んな もので、 多摩川の 河原から、 地蔵 堂 附近 


へ かけての 人出 は 夥 しい ものである。 

向う 岸の 人 は 渡し場 を 渡る と、 そこから、 かけ はじ 

めら れた燈 籠が、 おのずから 地蔵 堂の 前へ 人 を 導き、 

沿道に は 早く も 縁日商人 連が 近在から 出て 来て、 店 を 

張ろうと いう 景気です。 

地蔵 堂に 参拝す ると、 また 燈 籠に 導かれて、 机の 家 

の 屋敷へ 上る ように 仕組まれて あります。 道場から 

母屋 は、 娘た ちと 教え子た ちの 成績 品で いっぱいで、 

それ を、 昨晩から 夜 どお しで、 お 松と、 娘た ちとが、 

漸 く 陳列 を 終りました。 

最初 は、 ほんのう ちわのお 祭の つもりで かかった の 


に、 その 規模と、 景気が、 予想外の 人気に なった の を、 

陳列 を 終って ホッと 息をつい たお 松が、 地蔵 堂まで 下 

りて 行って 見て、 はじめて 驚いた ほどで ありました。 

しかし、 この 人気 は 悪くない。 平和と、 勤労と を 愛 

こうぜん 

する 人た ちが、 ここに 浩然たる 元気の やり 場 を 求めて、 

思いき リ 楽しもう とする 人気 そのものに、 少しも 害悪 

のない の を 認め、 働く 人た ちの 嬉々 として 晴れ渡った 

顔 を 見る と、 お 松 はこのお 祭の 前途 を 祝福して、 よい 

心 持に ならずに はおられません。 

ばんそう 

その 日、 東 妙 和尚が 伴僧 を 連れて来て、 地蔵 様の 前 

で 地蔵 経 を 読んでくれ ました。 特に その 日 は、 和訓 を 


読んでくれ たもので すから、 お経 はわから ない もの だ 

と 思って いるお 松の 耳に、 意外に も ありあ リと 字句の 

要領が わかりました。 

供養が 終る と 広 庭で、 若衆た ちの 獅子舞が はじま 

りました。 

この 獅子舞が また 目 ざまし く 盛んな もので、 多数の 

牡 獅子と、 牝 獅子と、 小 獅子と が、 おのおの 羯鼓を 打 

ちながら、 繚乱と して 狂い 踊る と、 笛と、 ささらと、 

歌と が、 それ を 盛んに 歌いつ、 はやしつつ、 カーば い 

に 踊る が、 それ は 粗野で はない。 花やかに はやす が、 

それ は 古雅の 調べ を 失わない。 人 をして 壮快に 感ぜし 


めながら、 野卑の 態な くして、 妙に 酔わし むる リズム 

が ある。 

え やす 

お 松 はこの 古風な 獅子舞 を、 また 得 易から ぬ もの だ 

と 思い ましたが、 年寄に 聞いて みても、 ただ 古くから 

伝えられて いるとば かりで、 いつの 頃、 誰に よって、 

この 地方へ 持ち 来たされ たもの だか、 それ はわ かりま 

せんでした。 

わかいし ゆ 

その 古風な 舞いぶ リを、 今の 若衆た ちが 老人の 後 

見で、 伝えられた 通り を 大事に 保存しながら、 威勢よ 

ちんちょう 

く 舞って いるら しいの が、 お 松 をして、 いっそう 珍重 

の 念 を 起させた ようであります。 


お 松 は 上方に ある 時、 ある 舞と 踊りの 老師 匠の 口 か 

ら、 次のように 聞かされた ことがあります。 

今の 世 は、 踊りの 振りと いう もの も、 舞の 手と いう 

もの も、 みんなき まる だけ はき まって しまった。 新作 

とはいう けれど、 そのき まった 形 を、 前後に くりかえ 

したり、 左右に 焼き直した りする だけの もの だから、 

いくつ 見ても、 要するに 同じような もので、 多く 見れ 

ば 見る ほど、 倦厭と、 疲労と を 催す に過ぎない。 これ 

らんじゅく 

は 形が 爛熟して、 精神が 消えて しまったの だ。 舞踊 

の 起った 最初の 歓喜の 心 を 忘れて、 末の 形に 走る よう 

になった から、 今、 都の 踊りに、 見られた 踊り は 一 つ 


もない。 そこへ ゆく と、 古来 伝わった 郷土 郷土の 踊り 

を、 生気の 溢れた そぼくな 若い 人た ちが 器量 一 ぱいに 

踊る と、 はじめて、 人間の 歓喜、 勇躍の 精髄が、 かく 

もあろう かと おもわれて、 手に 汗 をに ぎる ことがある 

都の 舞踊 を 改革す るなら ば、 郷土の 舞踊の 精気 を 取 入 

れ なければ ならぬ。 そうでなければ 踊り は 死んで しま 

う。 いや、 今の 都の 踊り はすべ て 死んで いるの だ I 

こう 言って その 老師 匠 は、 ひま さえ あれば いなか 廻り 

をして、 古来 伝えられた 民謡と 舞踊と を、 調べて 歩く 

の を 楽しみに していた。 それ をお 松 は、 この 場に 思い 

合わせて、 人間に は 教える ことのほかに、 楽しむ こと 


の大 なる 意味 を 見出し、 趣味の 方面に、 また 一 つの 窓 

が 開かれた ように 覚えました。 

獅子舞が 済んだ 時分に、 与 八が、 ブラ リ として この 

地蔵の 庭へ やって来ました。 

それ を 早く も 見つけた 子供た ちが、 

「与 八さん が 来たよ」 

「お 人よ しの 与 八さん が 来たよ」 

腰から 下に、 子供た ちが 群がった ところ を 見る と、 

きょく  うん さい  そび 

与 八の 巨軀 が、 雲 際 はるかに 聳えて いるものの ようで 

「お 人よ しなんて 言う の をよ せ やい、 ねえ、 与 八さん」 


ある もの は、 与 八の 帯に 飛びつ く。 

「与 八さん、 今日は 一 人な の？」 

女の子 は、 やさしく 言う。 

与 八が 一人で、 ブラ リと 出て 来る こと は 珍しい こと 

であります。 大抵の 場合に は、 その 背中に 子供 を 負う 

て、 左右に は 何 か を 携えて いる。 それが 今日に 限って、 

背中に も 子供が いないし、 左右 も 手 ブラです から、 そ 

れが 子供の 目 にもつい たらしい。 

たもと 

「与 八さん、 いい 着物 を 着て 来たね、 抉が あるの ね」 

これ もまた 珍しい ことです。 与 八が よそゆきの 着物 

を 着 出す こと も 滅多にない ことで あるし、 しかも その 


着物に 抉まで ついた 仕 立お ろしと 来て いるから、 子供 

たちの 驚異の 的と なる の も 無理 はあります まい。 

あいじま 

藍 縞の、 仕 立お ろしの、 抉の ついた 着物 を 着た 与 八 

は、 恥 かしそう に、 その 巨大なる 身体 を ゆるがせつつ 

動き 出す と、 無数の 子供が 身動きの できない ほど、 そ 

の 前後左右に 取りつ いてし まいました。 

「与 八さん、 何 かして 遊ぼう よ」 

これ は、 単に 子供た ちの 注意 を ひくの みならず、 

ひとなみ はず 

人並 外れた 巨大な 男が、 子供の 海の 中 を、 の そりの そ 

りと ほほえみながら 歩いて いる 有様 は、 誰が 見ても 一 

種の 奇観で あると 見えて、 歩み をと どめて、 手 を 額 に 


して、 その 奇観 を 仰ぎ見ない 大人 もありません。 

「与 八さん、 『河原の 石』 をして 遊ぼう ね、 いい かい、 

みんな、 ここで 『河原の 石』 をして 遊 ぶんだ ぞ」 

与 八 は、 早く も 子供 たちのた めに、 杉の 木の 下の 芝 

生の 上へ 押し 据えられて しまいました。 

与 八 を、 杉の 木の 下の 芝生の 上へ 押し 据えて しまつ 

た 子供た ち は、 あたりの 小石 を 拾い はじめ、 それで 足 

りな いのは、 わざわざ 河原まで 下りて 行って 小石 を 拾 

い 集め、 それ を 与 八の 坐った 膝のと ころから 積み はじ 

め、 肩の 上に 及びました。 

「動い ちゃい けない よ、 これから 頭 だよ」 


膝と、 肩の 上へ、 積める だけ 積み上げた 子供ら は、 

踏 台 を こしらえて、 与 八の 頭の 上まで 石 を 積みに かか 

りました。 

「頭の 上 はよ せ やい、 与 八さん だって、 頭が痛い だろ 

う」 

「いいねえ、 与 八さん、 いいだろう、 お前の 頭の 上へ 

いちじゅう 

石 を 積んだ つて、 かま やしないね、 一重 組んで は 父の 

ため、 二重 組んで は 母の ため …… なんだから」 

与 八 は、 だまって すわった まま、 相 変らず ほほえん 

で いるば かりであります。 

「三重 組んで は …… あ、 いけね え」 


頭の 上 は、 膝の 上よりも、 肩の 上よりも、 いっそう、 

石の 安定が むずかし いと 見えて、 せっかく 積んだ 石が 

崩れる。 

崩れた 石が、 下に 積み上げた 膝の 上 を また 崩す。 子 

供た ち は それ を また 下から 積み直す。 

見て いると ころ、 入り かわ リ立 ちかわり、 石 を 高く 

積んだ もの ほど 手柄に 見える。 

人の 積んだ 石の 上へ、 自分の 石 を 積み そこねた もの 

は、 自分の あやまちの みならず、 人の 積んだ 石 を 崩す 

の 罰まで、 一 一重に 受けねば ならぬ ことにな つ てい るら 

しい。 


そこで 子供ら は、 いよいよ 高く 石 を 積んで、 いよい 

よその 手柄 を 現わそう とする が、 積み 得て 喜ぶ 後ろに、 

崩れて 悲しむ の 時が 待って いる。 

積んで は 崩し、 崩して は 積んで 興がる 子供た ち は、 

与 八の 存在と いう こと を 忘れて しまって いる。 然れど 

も、 この 男に あって は、 遊ぶ ことと、 遊ばせる ことと 

が 同一で、 子供ら がわれ を 道具に して 遊ぶ 間 は、 その 

楽しみ を 妨げない ことが、 また 自分の 遊びで あるら し 

く 思われる のであります。 

ことに、 与 八 はこの 「河原の 石」 という 遊び を 妨げ 

ないた めに、 子供ら に 向って、 自分の 義務と いう もの 


の存 する こと を 悟つ て いるら しい。 

それ は、 以前、 子供ら が 「穴 一」 という 遊び を 盛ん 

に 流行らせ ている 時分に、 与 八が それ を やめさせて、 

身 を 以て 彼等の 遊び道具に 提供し、 この 「河原の 石」 

を 始めさせ たという 履歴 を 持つ ている ものです から、 

ここへ 子供 を 導いて、 かりそめにも 一重 組んで は 父の 

ため、 二重 組んで は 母の ため ：：： という 言葉が、 子供 

たちの 口から 唄われる という こと を 悪く は 思えない の 

です。 

そのうちに、 与 八が 一 つ クシ ャミ をし ました。 ク 

シャミ をした ことによって、 頭の 石が 落ちる と、 はじ 


めて 与 八が 生きて いたと いう こと を、 子供た ちが 悟つ 

たもの のよう です。 

「あ、 与 八さん、 動い ちゃい けない よ」 

と 言った けれども、 生きて いるもの を、 いつまでも 動 

かせないで おくと いう こと は 無理で ある、 圧制で ある、 

と いう ことが、 さすがに 子供ら にも 気兼ね を させた と 

見えて、 

「与 八さん、 窮屈だろう、 もう 少し 辛抱して おいで、 

ね …… 」 

しおら しく も、 慰めの 言葉 を 以て、 その 労 をね ぎら 

おうとす る 者 も ある。 


見物人 は —— 見物のう ちの 大人です —— 皆、 その 事 

の 化 を 見て 失笑し ない もの はない が、 なかには 見兼ね 

て、 

「みんな、 いいかげん にしな、 与 八さん だって 苦しい 

よ」 

てんぜんし 

そこで、 この 恬然 子 は 解放され る ことにな りました。 

その 時分、 ちょうど、 河原で 花火が 揚リ 出した もの 

ですから、 子供ら は、 与 八の 周囲に 積んだ 石 を 取 払い、 

今まで 下積みに したお 礼 心で も あるまい が、 大勢して、 

与 八 を 胴上げに して 河原まで 連れて行つ て 上げようと 

言い出し、 与 八の 身 * にっか まって、 それ を 持ち上げ 


ようとした けれど、 彼等の 力で は、 どうしても 与 八 を 

担ぎ上げる ことが 不可能 だと あきらめ たものと 見え、 

ヮッシ ョヮッ ショと 与 八の ずうたい を 後ろから、 ひた 

押しに 押して、 河原の 方へ 押し出して 行きました。 

子供ら のな すが ままに まかせて、 自分から 河原へ 押 

し 出して 行く 与 八。 渡し場の ところへ 来て、 土俵に 腰 

を かけて いると、 

「与 八さん、 これ を 上げる から、 お食べ」 

五十 か 百 もら つ て 来たお ぎ 遣のう ちから 団子 を 買い、 

その 二 串 を 分けて 与 八の 前に 捧げた 子供が ありました。 

それ を 見る と、 ほかの 子供が 負けない 気になって、 


物 売店へ 行って、 三角に 切って、 煮し めて、 串に さし 

たこんに やく を 買って 来て、 与 八の 前へ 持ち出し、 

「与 八さん、 これ をお 食べ …… 」 

自分が 一本 食いつつ、 一本 を 与 八に わかとう という 

のであります。 

そうすると、 ある 者 は 氷砂糖 を 買って 来て、 それ を 

ふき 

藤の 葉に 並べて 与 八に 供養し、 ある 者 は 紙に 包んだ 赤 

飯 を ふところから 取り出して、 

「与 八さん、 お食べ …… 」 

子供た ち は 与 八の 膝の 上と、 あたりの 石の 上と、 土 

俵の 上に、 その おのおのの 供養の 品 を 並べ立てました。 


与 八 は、 実に 有難 迷惑そう な 顔 をして、 これ はこれ は 

と 言った なり、 どれに 手 を 下して いいかわ かりません _ 

そうすると 一 人の子 供が、 お 団子の 一 串 を 目よりも 高 

く 差し上げ、 

「与 八さん、 遠慮し ないで お食べ、 わたしが 一番 先に 

上げたん だから、 あたしの あげたお 団子から 先にお 食 

ベ …… 」 

とすす める と、 一 人が、 

「どれから 先に 食べた つてい いじ やない か、 ねえ、 与 

八さん、 与 八さん の 好きな のから 先にお 食べ、 お 団子 

でも、 てんぷら でも、 お 赤飯で も、 かまわな いから、 


遠慮し ないで たくさん お食べ …… 」 

与 八 も、 この 御馳走に は 痛み入った ようです。 

「どれでも いいから、 与 八さん の 好きな のから 先に 食 

ベ させる ことにし ようじ やねえ か」 

と、 一 人が 言います。 

「そり やそう さ、 先に 出した から、 先に 食べな くって 

はなら ねえと きまった わけ じ やねえ、 与 八さん、 お前 

の 好きな のから 先にお 食べ …… 」 

本人の 趣味 を 無視して、 御馳走 を 食べる ことの 前後 

にまで 干渉す るの はよ くない、 と 主張す る 者 も ありま 


よん どころ なく、 与 八 は 串に さした お 団子 を 取って 

食べました。 

「そうら 見ろ、 おいらの 出した のから 先に 食べた。 与 

八さん、 うまいだろう」 

「うん」 

「そうら 見ろ、 うんと 言った。 うまけ り や 遠慮な しに 

モットお 食べ …… 」 

子供た ち は、 なけなしの 小 遣で 買った 団子の すべて 

を 提供して、 悔いない ような 有様です。 

するめ 

「与 八さん、 この 鰯 も 食べて ごらんよ、 お 団子ば かリ 

食べない でさ …… 」 


「いけね え やい、 今度 は、 おいらの あげた てんぷら を 

食 うんだ ぞ、 てんぷら を  -」 

「静かに しろよ、 与 八さん の 好きな のから 先に 食べさ 

せ るんだ と い つ てるじ やねえ か」 

「与 八さん、 モットお 団子 をお 食べ。 まだ 三 串 あるよ 

…：- J 

「与 八さん、 お 団子 を 食べて しまったら、 あたいのお 

強飯 を 食べ て 頂戴な …… 」 

ふところから、 破れて ハミ 出した 赤飯の 紙 包 を 持ち 

出した の は、 五 ッ六ッ になる お河童 さんの 女の子で あ 

リ ま 


「いけね え やい」 

むざん 

十二 三の 悪太郎が、 無惨に も、 そのお 河童さん を 

いっかつ 

一 暍 して、 

「いけね えよ …… おめえ のお 強飯 は 食べ残しなん だろ 

う、 自分の 食べ残し を、 人に 食べさせる なんて ことが 

よつ ま 

あるかい、 人に あげる に は、 ちゃんとお 初穂 を あげる 

もんだ よ、 お 初穂 を —— 食べ残し を 与 八さん に 食べさ 

せよう なんた つて、 そうはい かねえ …… 」 

悪太郎から 一 暍を 食って、 無惨に もお 河童さん は 泣 

き 出しそう になる と、 同じ年 頃の 善太郎 が、 それ を か 

ば つ て 言う Y  J とに は、 


「いいんだ よ、 与 八さん は、 残り物で もなんでも 悪い 

顔し ないで 食べ るよ」 

そこで 与 八の 顔 を 見上げて、 

「ねえ、 与 八さん、 残り物で もなんでも いいんだ ね、 

志 だからね、 与 八さん に 志 を 食べ て もら うんだ から、 

残り物で もなんでも かまわな いよ、 ねえ、 与 八さん」 

ませた こと を 言い出す と、 悪太郎が 引取って、 

「こ ころ ざし つ て 何 だ い、 ， ころ ざしなん て 食べ られ 

るかい、 へ へんだ、 こころざしより 団子の 串 ざしの 方 

が、 よつ ぼどうめ え や、 ねえ、 与 八さん」 

しかし、 それから まもなく 与 八 は、 お 初穂であろう 


とも、 残り物であろう とも、 かまわずに 取って 食べて 

しまったから、 この 議論 はおの ずから 消滅して、 皆々、 

くちもと 

一心にな つて、 与 八の 口許 を ながめて いるば かりで あ 

ります。 そのうち 誰かが、 

「犬え からな あ！」 

と つくづく 驚嘆の 声 を 放っと、 一 同が 残らず 共鳴して 

しまいました。 

「犬え からな あ！」 

実際、 与 八の 身体の 巨大なる 如く、 その 胃の 腑も無 

限大に 大きい と 見えて、 あらゆる 御馳走 を 片っぱ しか 

ら 摂取して 捨てざる、 その 口許の 大きさ は、 心なき 児 


童た ち を も 驚嘆 させずに はおかなかった ものと 見え ま 

その後、 子供た ち は 遂に 与 八さん を、 小舟に 乗せて 

遊ぼう じ やない かと 言い出しました。 

「ああ、 それが いいや、 先に 与 八さん に 石 を 積んで 大 

勢して 遊んだ から、 今度 は 与 八さん 一 人 を 舟に 乗せて 

やろう」 

たち ま 

忽ちに 気が 揃って、 与 八 ひとりが 舟に 乗せられ、 素 

早く 裸にな つ た 子供た ち は、 ざん ぶ ざ ん ぶと 川へ 飛び 

込んで、 その 舟 を 前から 綱で 引き、 両舷と 後部から、 

ェン ヤエ ンャと 押し出して、 多摩川の 中流に 浮べ まし 


た。 

従来、 与 八 は、 馬鹿の 標本と して 見られて ぉリ まし 

た。 今日 とても その 通り。 ただ 馬鹿 は 馬鹿 だが、 始末 

の いい 馬鹿と いうに とどまる のが 与 八の 身上で ありま 

こうか つ 

狡猾な の は、 この 馬鹿の 力 を 利用して、 コキ 使い、 

米の 飯 を 食わせる といって、 食わせないで 済ます こと 

あざむ 

が、 子供の 時分から 多い のであります が、 与 八 は 欺か 

れた とても、 あんまり 腹 を 立てない こと は 今日 も 変る 

ことがありません。 

欺かる る ものに 罰な し。 それ をい いこと にして、 ば 


ちょうろう 

かにし、 利用し、 嘲弄して いる 者が、 暫くあって、 な 

ん だか 変 だと 思いました。 

欺かる る 者に 平和が あり、 微笑が あるのに、 欺いた 

自分た ちに 幸いがない。 与 八 を 追 抜いた つもりで、 さ 

て 振 返って 見る と、 後ろに は 与 八が いないで、 ずん と 

先に 立って いるの を 見て、 ハ テナ、 と 首 を 傾けた 者が 

一人 や 二人ではありませんでした。 このごろ では、 

「与 八 を だます と、 ばちが 当る」 

誰い うとな く、 そんな 評判が 立つ ようになりました。 

というの は、 与 八 を だまして 利用した 者の、 最後の 

よかった もの は 一 つもない からであります。 


与 八が、 ばかにされ 通しで、 ほとんど 絶対にお こら 

ない の を 見て、 おこる だけの 気力の ない ものと 見込ん 

だのが、 おこる 者よりも、 おこらない 者の むくいが か 

えって おそろしい、 というよ うに 気 を 廻した ものが 現 

われる ようになりました。 

みじん  ふくしゅうしん 

だが、 この 男に、 微塵 も 復謦心 の存 するとい うこと 

を 信ずる 者はありません。 

表面、 愚 を 装うて、 内心 睚眦の 怨みまで も 記憶して 

いて、 時 を 待って、 極めて 温柔 に、 しかして 深刻に、 

その 恨み をむ く ゆると いうよう な 執念が、 この 男に、 

微塵 も存 している という こと を 想像 だ もす る もの はな 


いのであります。 

馬鹿 は 馬鹿な りで また 強味が ある もの だ、 と 人が 思 

いました。 

今でも、 与 八が 馬に 荷物 をつ けて 通りかか るの を 見 

て、 

ごしょう 

「与 八さん、 後生 だから、 ちっとべ え 手伝って おくん 

なさい、 与 八さん の 力 を 借りな けり や、 トテも 動かせ 

ねえ」 

といって、 何 か 仕事 をた のむ ことがあ ると、 与 八 は 二 

つ 返事で 承知 をして、 そのたの まれた 仕事に かかる の 

です が、 その 時 は、 まず 馬 をつな いで、 それから 馬に 


つけた 荷物 を、 いちいち 取 下ろして 地上へ 置いて から、 

はじめてた のまれた 仕事に かかる のであります。 そう 

して、 たのまれた 仕事 を果 すと、 その 荷物 をい ちいち 

また 馬に 積みの せて、 それから 前途へ 向って 出かける 

のであります。 

ある 人が、 そのお つくうな 手数 を 見て、 与 八さん、 

ちょっとの 間 だから、 馬に 荷物 をつ けて 置いて おやり 

なすったら どうだい、 いちいち 積んだり、 卸したり、 

大変な 事 じ やねえ か …… というと、 与 八 は 答えて、 馬 

にも 無駄骨 を 折らせね えよう に …… と 言います。 そこ 

が 馬鹿の 有難 味 だとい つて、 みんなが 笑いました。 


しかし、 こういう ような 与 八の 無駄骨 を 見て、 笑う 

者ば かりはありません。 ある 時、 御岳 道 者が、 この 与 

八のお つくうな 積みお ろし を 見て 感心して、 

「ちょうど、 丸 山教の 御開 山 様の よう だ」 

と 言いました。 

たちばな ご おりのぼりと 

丸 山教の 御開 山 様と いうの は、 武州 橘樹郡 登 戸の 農、 

清 宫米吉 のこと であります。 

この 平民 宗教の 開祖 は、 馬 を ひっぱって 歩きながら、 

お まら 

途中で 御祓い をた のまれる と、 これと同じ ように、 い 

ちいち 荷物 を 積み 卸しの 二重の 手間 をい とわず、 馬 を 

いたわって、 しかして 後に 御祓いに かかった もので あ 
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この 人 は、 また 言う、 

「おれ は 朝 暗い うちから 江戸へ 馬 を ひいて 通った が、 

ただの 一 ベんでも 馬に 乗った こと はない よ」 

まごころ 

いやしくも、 一教 を 開く 者に はこの 誠心がなければ 

ならない。 与 八の は、 必ずしも その 形 だけ を 学んだ も 

のと は 思われません。 

それから、 また 一 つ 不思議な こと は、 木 を 植えても、 

農作物 を 作っても、 与 八が すると、 極めてよ く 育つ こ 

とであります。 

同じように 種 をまい て、 同じように 世話 をして、 そ 


れで与 八の が 特別に よく 育って、 よく 実る のが 不思議 

でありました。 

ある 時、 老農が この 話 を 聞いて、 与 八の 仕事ぶ り を、 

わざわざ その 畑まで 見に 来て、 

こんこう さま 

「なるほど、 まるで 岡 山の 金 光 様み たよう だ」 

と い いました。 

この 老農 は、 どこで 金 光 様の 話 を 聞いて 来た か 知ら 

ない が、 与 八の 仕事ぶ り を 見て、 そこに 共通す る 何物 

を か 認めた と 見え、 

「作物 をよ く 作る 第一 の 秘伝 は、 作物 を 愛する こと だ」 

とつぶ やいて 帰りました。 


それだけで 老農 は、 与 八の まいた 種が、 他と 比較し 

て 特別に よかった とも 言わず、 その 地味が 一段と 立 越 

えていた とも 言わず、 肥料が 精選され ていたと も 言わ 

ずに 帰りました から、 わざわざ 連れて来た 人が、 あつ 

けなく 思いました。 

備前岡 山の 金 光 様 は …… と、 それから 右の 老農が、 

附近の 農夫た ち を 集めての 話であります。 

これ も 日本に 生れた 平民 宗教の 一 つ …… 金 光教の 開 

祖は、 備州浅 口 郡 三 和 村の 人、 川 手 文次郎 であります。 

自分の 子供 を、 先から 先から と 失って 行った 文次郎 


は、 その 愛 を 米麦に 向って 注ぎました。 

子 を 思う 涙が、 来 や 麦に しみて 行きました。 人 を 愛 

する 心と、 物 を 愛する 心に 変り はありません。 子 を 育 

てるの 愛 を 以て、 米麦 を 育てる のです から、 来 麦 もま 

た、 その 育てられる 人に 向って、 親の 恵み を 以て 報い 

ない という わけに は ゆきます ま い。 

農夫と 作物と は、 収穫す る 人と、 収穫 せらる る 物と 

の 関係で はなく して、 育ての親と、 育てられる 子との 

関係で ありました。 

ある 年の こと、 浮塵子が 多く 出て、 来が みんな 食わ 

れて しまう といって、 農民た ちが 騒ぎ 出し、 石油 を 田 


にまい て、 その 絶滅 を 企てた けれども、 文次郎 だけ は 

石油 を まかなかった そうです。 それ だのに 収穫の 時に 

な つ て 見る と、 石油 をまい た 多くの 田より、 まかな か つ 

はる  まさ 

た 文 次郎の 田の 収穫が 遥かに 勝って いたと いう ことで 

また、 ある 年の こと、 来 を 作る のに 追われて、 麦 を 

乾かさないで 納屋へ しまい 込んで しまったが、 文次郎 

の 麦に は 虫が 入らなかった が、 同じように 麦 をし まい 

込んだ 他の 百姓 は、 みんな 虫に 食われて しまった とい 

うこと であります。 

これ はなんで もない ことです。 ただ 作物 を 人と して 


扱う のと、 物と して 扱う だけの 相違であります。 石油 

を 注ぐ ことの 代りに、 愛情 を 注ぐ だけの 相違で ありま 

す。 日に 当てな くと も、 温かい 心 を 当てて いただけの 

相違な のに 過ぎません。 

そう 言って、 老農 は、 植林 も 農業 も、 地味、 種苗、 

耕作 は 第二、 第三で、 作物 を わが 子と して 愛する の 心、 

これより ほかによ き 林 をつ くり、 よき 作物 をつ くる 方 

法 はない もの だとい うこと を、 懇々 と 説明して 帰リま 

した。 

つまり、 この 老農 は、 農政 学 も、 経済学 も 教えない 

第一義 を、 与 八 を 例に 取って 説明 をして 帰り ましたの 


です。 

徳 川の 中期 以後、 日本に は 多くの 平民 宗教が 起り ま 

した。 

ほうねん  しんらん  ほうとう かくかく 

法然、 親鸞、 日蓮と い つたよう に、 法燈 赫々、 

き こ ど うど う  そうもう  かん 

旗鼓 堂々 たる 大 流で なく、 草莽の 間、 田夫野人の 中、 

或いは ささやかなる いなかの 神社の 片隅な どから 生れ 

て、 誤解と、 迫害との 間に、 驚くべき 宗教の 真 生命 を 

つかみ、 またたくまに 二百 万 三百 万の 信徒 を 作り、 な 

お 侮るべからざる 勢いで 根 を 張り、 上下に 浸漸 して 行 

くもの があります。 


びょう  いなか 

眇 たる 田舎の 神主に よって はじめられた、 備前岡 

山の 黒 住教も その 一 つであります。 

たれ も 相手に する 者の なかった、 おみき 婆さんの 天 

理教も その 一 つであります。 

金 光教の 金 光大 陣も、 丸 山教の 御開 山 も、 ほとんど 

無学 文盲の 農夫で ありました —— 与 八の こと は 問題外 

です が、 万一、 こんな 行いが こうじて、 与八宗 がかつ 

ぎ 上げられる ような ことにで も なれば、 それ は 与 八の 

不幸であります。 


ぎょう  まつ 

根 岸の、 お 行 の 松の、 神 尾 主 膳の 新ば けもの 屋敷 も、 

このごろ は景 気づ いてきました。 

それ は、 七兵衛 が、 例の 鎧櫃に 蓄えた 古金 銀の 全 

部 を、 惜気 もな く 提供した ところから 来る 景気で、 こ 

れが ある ゆえに、 ばけもの 屋敷に、 一 陽 来復の 春 来れ 

りと ぞ 思わる る。 

この 黄金の 光で、 ばけもの 屋敷が いと ど 色めいて き 

たのみ ならず、 この 光に よって、 いずくより ともなく、 

頼もしい 旧友が 集まって 来た こと も 不思議で はあり ま 

せん。 


ある 夕べ、 主 膳 は、 この たのもしい 旧友の 頭 を 五つ 

ゆうぜん 

ばかり 揃えて、 悠然として うそぶきました、 

「黄金 多から ざれば、 交り 深から ず」 

もとで 

七 兵衛が 苦心して —— 資本 い ら ずと は い え、 あれ だ 

け 集める の 苦心 は、 資本 を かけて 集める こと 以上 かも 

知れません —— 集めた 古金 銀の 年代 別の 標本 も、 神 尾 

らに とって は 標本と しての 興味で はなく、 実用 (実は 

乱用) としての 有難 味 以上に は 何もない のです から、 

早く も その 古金 銀 は、 最も 実用に 適する 種類の ぜに金 

に 換えられて、 当分 は、 それ を 崩し 使いと いう ポロい 

目 を 見る ことができます。 


しかし、 そこに はまた 相当の 用心 もあって、 このま 

ま 両替して は、 かえって 世間の 疑惑 を 引き 易い と 思わ 

きょうてい 

るる もの は、 そのままで 筐底 深く しまって 置いて、 後 

日の 楽しみに 残す ことと しました。 

これ だけ あれば 当分 は 遊べ る —— 無論 そ の 余徳が お 

絹に 及ぶ こと は あたりまえで、 余徳と いうより は、 む 

しろ あの 女が すべ ての 管理 を 引受けた ような ものです 

から、 このごろ はまた、 それで 屋敷に いっきません。 

久しく かわきき つていた ところへ、 黄金の 翼が 生えた 

のです から、 あの 女 は あの 女で、 また その 黄金の 翼に 

乗って、 水 を 飲みに 出かけ、 夜 も 帰らない ことがあり 


ま ^9 

主 膳 は、 それ をい い 機会と でも 思って いるの か、 例 

の たのもしい 旧友 を 引 入れて、 「黄金 多から ざれば、 交 

リ 深から ず」 とャニ さがって いる。 

たのもしい 旧友 はまた たのもしい 旧友で、 持つべき 

もの は 友達 だとい つて、 神 尾の 友達甲斐 ある 器量 を ほ 

めて、 おのおの その 余沢に 恐悦して いる。 

ただ 不自由な の は 一 つ、 この 勢いで 旧友す ぐって、 

名 ある 盛り場へ、 大 びら に 遊びに 出かけられな いこと 

であります。 

どこへ 行っても、 もう 主 膳の 顔 はすた つてい る。 よ 


し 顔 はすた つても、 金の 光と いう もの はすたら ない の 

だから、 そうおく めん をす る 必要 もなかろ うが、 額の 

この 傷が 承知し ない —— と 酒宴 半ばに 主 膳 は、 われと 

わが 手で 額 を 撫でて みました。 

けれども、 また 一方から いうと、 今の 主 膳 は、 もう、 

それ を さまで やきもきと はして いないよ うです。 もう 

今までに、 金で 遊べる ところでは 大抵 遊びつ くして い 

るし、 金で 自由になる 女 はたいて い 自由にして いるし、 

金に 渴 えてい る 時分に こそ、 金が あったら ひとつ 昔の 

かん  たんでき 

壮遊を 試みて、 紅燈 緑酒の 間に 思う さま 耽溺して みよ 

むほんぎ 

う、 なん ぞと 謀叛 気 も 起らないで はなかった が、 金が 


出来て みると、 そんな 慾 望が かえって 鎮静し、 紅燈と 

はらわた 

やらに この 傷 を さらし、 緑酒と いう ものに この 腸 を 

腐らせる ような 遊びが、 古くて、 そうして 甘い もの だ 

という 気になって、 額 を 撫でながら、 ニヤ リニ ャリと 

笑いました。 

同時に、 ここに 集まった たのもしい 旧友 とても、 同 

じょうな 経験に 生きて いる 連中で、 もう 一 通りの 遊び 

方で はたんの うがで きないし、 遊ばれる 方で も、 こう 

いった 悪ずれの お客様 は、 あんまりたん のうした くな 

いという ことにな つてい る。 

主 膳 は 自分で、 乱に 至らない 程度の 酒 を 加減し いし 


い 飲みながら、 一座に 向って、 自分の 胸底に ひめて い 

た 新しい 計画 を、 ソロ ソロと うちあけて、 連中の 同意 

を 求めに かかる。 

こと あれ かしと 期待して いる この 連中が、 主 膳の 秘 

策なる ものに 共鳴せ ずと いう 限リは あるまい。 

秘策と いっても、 それ は 別の ことで はない、 われ わ 

れ 世間並みの 女と いう 女 を 相手に しっくした 身に とつ 

て、 この 上の 快楽と して、 大奥の 女中 を 相手に して 遊 

んで みょうで はない か、 という だけの ことであります _ 

こういう たくらみ は、 今まで しばしば この 連中の 想 

像に も 上り、 口の端に も 上った のです から、 特に 奇抜 


な 思いつきで もなん でもない のです が、 この 際、 本気 

にな つ て 実行に とりかかろうと いう 事の 密議が、 一 座 

かたず 

の 者の 固 唾 を 呑ませる だけの ものであります。 

後宮 三千と いうの は 支那の 話。 事実、 千代 田の 大奥 

に、 ただいま どのくらいの 女中が いるか 知らないが、 

にょご  しま 

それら はみ な、 女 護の 島の 別世界 をな して、 幸い を 望 

んで いる。 

密議 半ばで、 一座の いなせな のが、 あんどんに 向つ 

て、 独吟 を はじめました。 

いっきい ちょう  けん  ゆる 

一 肌 一容、 態ヲ尽 シ妍ヲ 極メ、 慢ク 立チ遠 ク視テ 

まみ 

幸ヒヲ 望ム。 見ュル コトヲ 得ザル モノ 三十 六 年… 


そこで 一 座 は 笑いながら、 三十 六 年 も 大げさ だが、 

これら 女 護の 島の 女人た ちの 多くが、 性の 悩みに 堪え 

きれな いでいる こと だけ は 明らかな事実で、 その 関 を 

突破 さえ すれば、 洪水の ように 流れ出して 来る の だと 

いう。 

ある もの はまた 言う、 

大奥と いう 池に は、 満々 たる 油が 張りき つてい るの 

だ。 こちらが 行って 堤 を きれば、 それ は 無論、 一た ま 

り もな く 溢れ出して 来る の だが、 そうする まで もな く、 

どうかす ると、 あちらから 堪え きれず して 堤 を 破って 


え じ ま いくしま 

動いて 来る。 江 島 生 島の 事に なったり、 延命 院の 騒ぎ 

が 持 上ったり、 或いは 長 持に 入れて 小姓 を 運んだり、 

医者 坊主が 誘惑され たりす るの は、 ホンの 小さな 穴 を 

あけて 表に 現われた だけの 落ちこぼれで、 張りき つた 

油 は、 その 中に どろどろ として、 人の 来って 食指 を 動 

かすの を 待って いる。 

その 時分、 夜 も 大分 ふけて、 屋敷の 外で しきりに 犬 

が ほえ だした ものです から、 一 同が、 申し合わせ たよ 

うに ビタリと 密議 を やめて、 

「ィャ に 犬が ほえる じ やない か」 

何 かしらの 不安に おびえる 心 持。 それ を 神 尾 主 膳 も 


暫く 耳 をす ましてい たが、 

「心配す る こと はない、 使の 者が 戻った のだろう」 

と いう。 

「使の 者と は …… 」 

神 尾のと りすました 言葉に、 不審 をいだ く 者が ある _ 

今時分、 何のた めに、 どこへ 使 を 出した のか、 解せ 

な いこと である。 

「江戸 城の、 大奥の 間取り を 見て 来る といって 出かけ 

たはず だが、 多分、 それが 戻って 来たの だろう」 

じょうだん 

「 冗談 じ やない」 

あき 

一座 は 呆れ返りました。 神 尾が 抜からぬ顔で いう も 


の だから、 冗談と も 思われな いので、 また 呆れました。 

そんなら 計画 は そこまで 進んで いたの か。 これ は 今 

夕の やや 程度の 進み 過ぎた 座談とば かり 思うて いたの 

さいさく 

に、 早 や 細 作 を、 千代 田の 城の 大奥まで 入れて あるら 

くちぶ リ 

しい 神 尾の 口吻に は、 真偽 未了ながら、 その 進行の 存 

外 深刻な のに 恐怖 を 抱く 程度で、 呆れた もの も ありま 

「冗談 じ やない …… 」 向う 横町の 貸家の、 敷金と 家賃 

をた しかめに 行く のと は 違い、 いやしくも 江戸 城の 大 

奥の間 取り を、 ちょっと 見て、 ちょっと 帰って来る、 

と いうよう な ことが 出来 得べき ことで はない。 そんな 


こと は、 われわれが 駄目 を 押す まで もな く、 神 尾 自身 

が 先刻 心得て いなければ ならない はずの こと。 

「そり やい つたい、 何のお まじない だ」 

犬 は 外で どうやら 吠え やんだ 様子。 犬 は 静まった が 

気のせい か、 周囲の 竹 藪が、 しきりに ザ ヮザヮ とざわ 

つ いている らしい のが 一 層 気になる。 

「ヽ ヽ ヽ ヽ  I 

-ノ  ノノノ  」 

と 神 尾 は、 わざとら しく 高笑いして、 このところへ、 

今 その 当人の 現われ出 づ るの を 待つ ものの ようです。 

だがし かし、 主 膳の 言う こと は噓 ではありませんで 

したが、 見当違い でありました。 


その 使の 者と いうの は、 戻って 来たので はなく、 こ 

れ から 出て 行く ところであります。 

出て 行く 時に、 尋常に 門 をく ぐらないで、 門の 中に 

生えた 竹に よじのぼり、 その 竹の しない 具合 を 利用し 

て、 ボンと 塀の 外へ 下り立って しまった もの だから、 

おりから 通りが かりの 野良犬 を 驚かした ものと 見え ま 

この 男 は 地へ 下り立つ と、 パ ツバと 合羽の 塵 を 払い、 

と ちし 

垣根越しに 屋敷の 奥の 方の 燈の光 をす かし、 それ か 

わらじ  ひも 

ら笠を 揺り 直し、 草鞋の 紐 を ちょっとい じってみ て、 

「二足の わらじ ははけ ねえ …… 色 は 色、 慾 は 慾」 


とつぶ やいて みたが、 

リ ようてん びん 

「両天秤に かかる と、 命が あぶね えぞ …… 」 

とその 足 を 二三 度 踏み 慣らして みて、 それから かきけ 

ラら じゅく 

すよう に 姿 を かくした の は、 裏 宿 の 七兵衛 であります。 

七 兵 衛が姿 を かき 消した かと 思う 時分に、 今ち よつ 

と 静まった 犬が、 また ほえ 出しました。 一 つが ほえる 

と、 次から 次へ、 根 岸の 里の 犬が 総 ぼえ の 体に なって、 

寝て いた 人 を さえ 驚かして しまいました。 

おぎよう 

いったん、 姿 を かくした 七兵衛 が、 また 御行の 松の 

下に 姿 を 現わした の は その 時で、 

「いけね え …… こう 犬に ほえられ ちゃ あいけ ねえ」 


と 息をついて 立った 有様 は、 海へ 泳ぎ 出して、 いくば 

くもなく 鱔 にであって、 あわてて 岸へ 泳ぎ 戻った よう 

な 有様で、 七兵衛 として は、 かなりに 不手際と いわね 

ばなら ぬ。 

七兵衛 は、 夜歩きしても 犬に ほえられな いような 秘 

訣を 知り、 また ほえられても、 その 瞬間に、 それ を 手 

なず ける 秘訣 を 知っている のであります が、 今晩は 思 

いがけ ない ドジを 踏んで、 ちょっと 手の つけられない 

程度に 犬 を コジら かしてし まった もの だから、 ぜひな 

くこ こまで 舞 戻った ものと 見えます。 

もし、 これ を 舞 戻らないで 強行しょう ものなら ば、 


わざわざ 網に ひ つか かりに 行く ような ものです から、 

七兵衛 として は、 ここまで 舞 戻リ、 再び 犬の 鎮静す る 

の を 待って、 繰り出す より 賢い 道 はない と 見える。 

七 兵衛は 今、 その 最も 賢い 方法 を 取って、 御行の 松 

の 下に、 ぴったりと 身 を ひそめて いるが、 多少 イマ ィ 

マし いと 癩 にさ わる ことがない でもない。 

さ いさき  つ じうら 

こういう 種類の 人間に は、 幸 先 や、 辻占と いうよう 

な もの を、 存外 細かく 神経に かける ことがある もので、 

七 兵衛は それほど ではない が、 全く 無頓着と いう わけ 

でもありません。 

この 屋敷へ、 夜毎 出入りす る こと 幾度。 それ は 正当 


に 出て、 正当に 戻った こと は 少ない にか かわらず、 ま 

だ 今夜の ように 犬に 吠え 出された ことがない のに、 し 

かも 今夜 ほど 大望 をいだ いて、 この 屋敷 を 出かけた こ 

と はない。 

どうやら、 仕事 先が 気に かかる。 

「いけね え、 いけね え …… 」 

そこで、 七兵衛 が、 何となく 気 を 腐らせて しまい ま 

した。 

七 兵衛の 心に、 悔恨と いったよ うな ものが 湧く の は、 

今に はじまった ことで はない。 

七兵衛 は、 今度の 仕事 を 終ったら、 これで 切上げ… 


…と 決心の ような 事 をす るの も、 今に はじまつ たこと 

まと 

ではない。 その 心 持に つき 纏われ、 その 心 持で 仕事に 

かかりながら、 それ を やり 上げて しまう と、 また 新し 

い 病が 出る こと を、 自分ながら 如何と もし 難い。 

ねんぐ 

しかし、 今度 こそ は 一世一代 …… これで 年貢 を 納め 

るか、 引退して 余生 を 楽しみ 得る か、 という 千 番にー 

番。 

つま リ、 その 大望と いうの は 以前にい つた 通リ、 豊 

臣 太閤 伝来、 徳川 非常の 軍用金、 長さ 一尺 一 寸、 厚さ 

七寸、 幅 九寸八 分、 目方 四十 一 貫 ありと 伝えられる、 

ふんどう 

竹 流し 分銅の 黄金が、 いま 現に 存在す るか 否か を 確め 


た 上、 その 一箇 を 手に入れ てみたい という こと。 

神 尾 主 膳の いわゆる 大奥の 間取り 調べ という 事の 如 

き は、 頼まれた とすれば、 七兵衛 にと つて は、 片手間 

でありましょう。 

暫くして、 犬の 吠え声が 全く やみました。 

五 

うしみ つ 

それから、 丑 三の 頃、 大胆 至極に も、 江戸 城の 一 の 

御門の 塀 を 乗越して 潜入した、 一 つの 黒い 影が ありま 


この 時の 七兵衛 は、 根 岸の 化物 屋敷 を 出た 時の いで 

たちと は 全く 違い、 笠 も、 合羽 も、 いずれへ か 捨てて 

しまって、 目に 立たない 色の 手拭で 頰 かむ り をして、 

紺 看板の ような のに、 三尺帯 を キリリと 結んで 尻 端折 

ももひき  きゃはん 

り、 紺の 股引と、 脚絆で、 すっかりと 足 を かため、 さ 

しこの 足袋 を はき、 脇差 は 背中の 方へ 廻して、 その 長 

さげお 

い 下緒 を、 口に くわえて いました。 

それです から、 例の 菅笠に 合羽、 という 在来の いで 

たちと は 全く 趣 を 異にする のみならず、 今までの 七 兵 

衛 として、 仕事ぶ りに おいて、 こうまで キリリと 用心 

して かかった こと はない ようです。 つまり 一世一代の 


了簡が、 そのいで たちにまで 現われて、 今度の 仕事 は 

冗談 じ やない、 という 気に もな つたので しょう。 

ところで、 難なく 一  の 御門の 塀 を 乗越え て、 その 塀 

の 下 を ズッと 走る とお 薬園であります。 お 薬園の 築山 

の 下へ 来て、 七 兵衛の 姿が 見え なくなりました。 

見え なくなつ たので はない、 動か なくなつ たので あ 

ります。 鼠の ように 走って 来た 七兵衛 が、 と ある 木 か 

げへ 来て、 ピッ タリ 吸いつ いてし まいました。 

これまで 決行す るから に は、 もうあら かじめ 城内の 

案内 は、 手に 取る ように 頭に 入れて おいた に 相違ない。 

あらかじめ 神 尾 主 膳 あたりの 手から、 江戸 城内の 秘密 


図と いったよ うな もの を 手に入れ ておいて、 要所要所 

ことごと 

は、 悉 く 暗記しての 上からで なければ、 こんな 仕事 

にか かれよう はず はない。 

そこで、 お 薬園の 木蔭に ぴったり 吸いつ いた 七兵衛 

は、 まず、 ちょっと 左へ 寄った うしろ、 それが 二の 御 

門で、 その 裏が 吹 上の 御 庭 構え。 この 門に、 番人の 気 

配の ない こと を 見定めて 後顧の憂い を 絶ち、 それから 

もみじ やま 

左前 面に、 こん もりとした 紅葉 山 を まともに 見てから 

その 眼 を 右へ 引いて 行って、 これが 西 丸 …… その 西 丸 

と、 紅葉 山との 間 を、 七 兵衛は 暗い ところから 睨めて 

ハる らしい。 


『御 宝蔵』 はちょう ど、 その 西 丸と、 紅葉 山との 間の 

と ころに ある。 

それと 相対した 前面が 御 本丸。 ここまで 来て 見る と、 

天地の 静かな ことが 案外で、 征夷大将軍の 城内 をお か 

いなか  ちんじゅ 

したと は 思われない。 田舎の 広い 鎮守の森に でも わけ 

入った ような 心 持で、 番人な どはいない のか 知らと 思 

われる。 いても 急に 出合うよ うな 弾力性の ではなく、 

お 役 御免に 近い 老朽が、 ど こぞに 居眠りで もして いる 

のだろう としか 思われない。 

しかし、 何とい つても 征夷大将軍の 本 城で ある、 そ 

の 鷹揚な のに 墁 心して はならない と、 七兵衛 も、 七 兵 


衛 だけの 用心 をして、 容易に そのお 薬園の 茂み を 立ち 

出で ようと はしない らしい。 それと 一 つ は、 まだ 今晚 

の は 瀬踏みに 過ぎない。 あわよ くば 進める ところまで 

進んで、 本丸 を 突き抜いて、 坂 下 御門 を 出て 帰ろうと 

の もくろみまで 立てて いるが、 急いでそう せねば なら 

ぬ 必要 もない と 考えて いる。 

とにかく、 七 兵衛が 城内の 用心の 存外 手薄い ことと、 

空気に 弾力の 乏しい こと を 充分に 感知しながら、 軽々 

しく この 地点 を 動き 出さな いのは、 一 つ は 功 を 急がな 

いという 腹が 出来て いるのと、 もう 一 つ は、 ある 時間 

の 程度に は キッと 見廻り の 役人が 通過す るに 相違ない 


きた 

から、 それの 来る の を ここに 待って、 やり過ご してお 

リょ うけん 

いて、 そうして ゆっくり 進退 をき めようと の 了簡と 

見える。 

忍びの 上手 は、 立 木の間に かくれる と、 立 木 その も 

のになる。 立 木 そのものの ようになり 得た 七兵衛 は、 

少しも 城内の 夜の 気分と、 自分と いう ものの 心 を 乱す 

という ことなく 待って いるが、 果してい くば くもなく 

人の 気配が うしろの 方から 起リ ました。 

「来たな」 

と 七 兵衛は 心得た けれど、 動揺 はしない。 動揺と いう 

の は 身体 を 動かす こと だけで はない、 心 を 動かせば、 


空気 は 動く ものであります。 

しかし、 これ は 変だぞ …… と 七 兵衛が あやしみ まし 

た。 

見廻り のお 役人で はない。 それ は 自分が したのと 同 

じょうに、 吹 上のお 庭から、 このお 薬園の 方へ、 塀 を 

乗越して いる 者が ある。 

以ての外と 七兵衛 が、 暗い ところで その 眼 をみ はり 

ました。 

生憎の ことか、 幸い か、 七 兵 衛の眼 は、 暗中で 物 を 

見得る ように 慣らされて いますから、 今し も 塀 を 乗越 

くせもの 

えて 来る 曲者。 それ は 自分 以上 か、 以下 か 知らないが、 


とにかく、 このお 城の 中へ 潜入した 曲者 を、 別に 眼の 

前に 見て いる こと は 確かです。 

そこで、 さすがの 七 兵 衛も固 唾 を 呑んで、 その 心憎 

い 同業者 (？) の 手 並 を 見て やろうと いう 気になり ま 

した。 

見て いるう ちに、 七 兵衛は ほほえみました。 これ は 

て， きわ  しろうと 

おれより 手際が 少しまず い、 まあ 素人に 近い 部類 だ わ 

い —— と 思いました。 

だが、 人数 は 自分より 多く、 いでたち も おれより は 

本格 だ わい、 と 思いました。 

たしかに その 通り、 今し も、 吹 上の 庭から 塀 を 乗越 


えたの は、 都合 四 人づれ だとい うこと が 明らかに わか 

リ、 その 四 人づれ が、 とにかく、 本格ら しい 甲賀 流の 

忍びの 者の よそおい をして いる ことによって、 やはり 

尋常 一 様の 盗賊で は あるまい と 鑑定され る。 

さりながら、 その 忍 入りの 技術 は、 甚だ 幼稚な もの 

あわ 

だ —— と 七兵衛 は、 それ を 憐れむ ような 気に もな リま 

した。 ナゼ ならば、 彼等 はいずれ も 一生懸命で、 鳴リ 

をし ずめ、 息 を こらして、 忍び込んで いるつ もりで は 

あるが、 その あたりの 空気 を 動揺させる こと 夥 しい 

番人が なまけて いるから いいような ものの、 気の 利 

いた 奴に 見つかった 曰に はた まらない。 ああして 下り 


て 来る ところ を 待 構えて いれば、 子供で も あの 四 人 を 

しろ 1 つと 

うって 取れる …… 素人 だな。 気の毒な もの だな。 

しかし、 素人に して は、 あのいで たちの 本格。 忍び 

の 者と して 寸分す きのない、 たしかに すおう 染の 手拭 

きこみ 

で 顔 をつつ み、 ぴったりと 身に つく 着込 を 着て、 筒袖、 

長い 下げ 緒の 短い 刀、 丸ぐ けの 輪 帯、 半 股引、 わらじ。 

こういった ような いでたち は、 かいなでの 町 泥棒に 

はやれない。 

そこで 七兵衛 は、 引続いて 判断 を 加えて しまい まし 

た。 

これ は 物と りに 江戸 城へ 入り込ん だので はない。 他 


に 重大なる 目的あって 来たの だ。 四 人と も、 いずれも 

武士階級に 属する もので、 潜入 者と して は 素人 だが、 

忍びの 術に おいて、 相当の 知識と 経験と を 教えられ、 

その 一 夜学 問で、 この 冒険 を 決行した ものに 相違ない。 

くろうと  しろうと 

事 は 面白くな つた。 七 兵衛は そこで、 玄人が、 素人 

のす る 事 を 見て 感ずる 一 種の 優越感から、 軽い おごり 

の 心 を 以て、 この 新来の 同業者 —— 同業者で ない まで 

も、 同行者の 仕事 を、 試験して やろうと いう 気になり 

ました。 

玄人から 見れば、 極めて 無器用な 潜入ぶ リ。 しかし 

素人と して は 大成功に 塀 を 乗越した 四 人づれ は、 七 兵 


衛の ある こと を 知らず、 やはり 取敢えずの 息つ ぎと し 

て、 このお 薬園 をえ らんで、 七 兵衛の ツイ 眼と 鼻の 先 

へ 来て、 かがんで 額 を あつめた から、 七 兵衛も 苦笑 を 

しない わけに は ゆきません。 

「まずう まく い つ たな！」 

おおごと  まっくら 

「これからが 大事 だ。 真暗で かいもく わからん、 いつ 

たい、 紅葉 山 は ドレで、 西 丸 は どっちの 方 だ？」 

「左様」 

彼等 は、 最低に 声 を ひそめて ささやき 合った つもり 

だろう が、 こんな ことで は、 やはり 物に ならない。 お 

れの 耳に は、 十 町 先で この 声が 聞え る —— と、 七兵衛 


はまた、 その 時に もそう 思いました。 

「ちえ ヅ —— 西 も 東 も 闇 だ」 

一人が 懐中 を さぐった の は、 この 場に 至って、 絵図 

面で も 取り出す ものら しい。 まだる い 話 だ。 七 兵衛が 

あき 

呆れる 途端 を、 あつ！ と 驚かした の は、 他の 一人が、 

しろうと 

この 場で パッと 火 をす つたから です。 素人 ほどこ わい 

もの はない —— 七 兵衛が 呆れ返って、 舌 を まきました。 

この 場に 至って、 絵図面 を 取り出して 見ようと いう 

緩慢 さは まだし も、 パッと 無遠慮に 火 をす つて、 その 

火で 絵図面 を 調べて かかろう とする 度胸の ほどが、 怖 

ろしい。 


ひうち  すり つけ， き 

「おやおや、 燧じ やねえん だな、 この 人た ち は 摺付木 

を 持って いる ぜ」 

と 驚きながら、 七 兵衛が あやしみました。 

甲賀 流の 寸分す きのない いでたちの 忍びの 者に して 

は、 さりと は ハイカラ 過ぎる。 今時 ハヤ リ はじめの 西 

洋摺付 木 を、 この 人た ち は 持って いる —— 自分 も 三本 

ばかり 人から もらった ことがあ るが、 あれ は 便利な も 

ので、 木で も、 石で も、 壁で も、 すりつけさえ すれば 

火が つく。 その 摺付木 を、 かな リ 豊富に 持って いる 様 

ますます 

子 を 見る と、 益々 これ は ただ者で はない —— と 七兵衛 

は、 その 辺に も 注意が 向きました。 


ところが、 この 四 人 は、 その 摺付 木で 取った 火 をろ 

うそくへ うつす と、 そこで、 悠々 と 絵図面 を ひろげて 

ささやき 合って いるの はいいが、 なかの 一人 は、 その 

火で 煙草 をのみ はじめた から、 

「あ、 物に なつち や あいね え …… 」 

七兵衛 は、 反り かえってし まいました。 その 道の 者 

からい えば、 この 忍びの 連中の やる こと は 無茶 だ。 本 

当の 忍び は、 呼吸 そのもの さえ 絶滅して しまわね ばな 

らぬ。 煙草 を 吸った 日に は、 三 里 先にい る 動物 だって 

逃げる ではない か。 

果して、 一 行のう ちに も、 多少 は 思慮の 深いの が あつ 


て、 

「君、 煙草 をのむ こと は、 よした 方が よかろう ぜ」 

と 注 音 心 を 与える と、 

「そうか」 

といって、 素直に それ を 揉み消して、 それから は 極め 

て ひっそりと、 一本の ろうそくに 額 を あつめて、 絵図 

面の 研究 をつ づけて いるう ちに、 その 中の 一人が、 ま 

た 制禁を 忘れて、 

きた  せいてい  ち あ 

「失脚 落 チ来ル 江戸 ノ城、 井底 ノ痴 蛙ハ 憂慮 二 過ギ、 

天辺 ノ大月 高 明 ヲ欠ク …… 」 

と、 はなうた もどき にうな り 出した ものです から、 そ 


の 時に 七兵衛 が、 

「はは あ、 わかった、 今時、 薩摩 屋敷の 中で、 こんな 

声が よく 聞え る、 なるほど あの 連中の やりそう な こと 

だ」 

と 感心し ました。 

そうか、 そんなら ば ひとつ、 こっち もいた ずら をし 

て やれ、 という 気になりました。 幸い、 額 を あつめて、 

絵図面の 研究に われ を 忘れて いるの がいい 機会 だ。 

そこで 七兵衛 は、 彼等のう しろへ 手 を 延ばして 行つ 

て、 まず、 かぎ 網 を そっと 奪い取り、 次に めいめいの 

革袋 を、 そっと 引きずって 来て、 動静い かにと ながめ 


ている。 

絵図面の 上に 一 応の 思案を凝らした 一 行 は、 いざと 

ばかりに、 ろうそくの 火 を ふき 消して 立ち上つ たの は、 

いよいよ 早まり 過ぎた ことで、 四方 を 暗く して 後に、 

ひうちぶ くろ 

かぎ 緦 がない、 燧 袋がない、 ああ あの 中に 大切の 

摺付木 を 入れて 置いた の だが —— と あわて 出した の は 

後の祭りであります。 暗中で 彼等 はしき りに 地上 を撫 

で 廻して ダン マリの 形 をつ づけた が、 結局、 ない もの 

はない。 

さすがの 大胆 者 ども も、 顔の 色 を かえた こと は、 そ 

の 語調の 変った ことで わかって いる。 その ささやき 具 


ろうば.^ 

合の 狼狽 さ 加減で わかって いる。 かぎ 緦は、 まんいち 

途中で 落した かの 懸念 もないで はない が、 摺付 木に 

至って は、 現在 このところで、 ろうそくに 火 をつ け、 

あまつさえ、 その 火 を 煙草に うつして のんだ ではない 

か —— 申し わけに も、 途中で 落した とはいえない。 ろ 

うそく は 空しく 手に 残る が、 それに 点ずべき 手段が な 

ヽ o 

レ 

「何たる ブザ マな こと だい、 これ じゃあ、 一 足 も 動け 

ない」 

「帰る に 如かず …… 」 

「帰り も あぶない もの だ」 


彼等 は、 暗い 中で 途方に くれてい るら しい。 

こうな つて は、 杖 を 奪われた めくら 同様で、 引返す 

より ほか は あるまい が、 その 引返しで さえ、 うまく 行 

く かどう か。 

しかし、 それ は 案ずる ほどの 事はなかった と 見えて、 

この 四 人の 一行 は、 それから 間もなく、 無事に 江戸 城 

うなぎや 

外へ 抜け出して しまって、 八官 町の 大輪 田と いう 鰻屋 

へ 来て いっぱい やって いると ころ を 見る と、 七 兵衛が 

推察 通り、 薩摩 屋敷の 注意人物に 相違ない。 

この 時 は、 無論、 忍びの 装束 なぞ は どこへ かかな ぐ 

リ 捨てて、 いずれも 素面で、 いっぱい やって いると こ 


ろ は、 何の こと はない、 丸 橋 忠弥を 四 人並べ たような 

ものです。 

「ほかの もの はとに かく、 摺付木 をな くした のが 惜し 

い」 

なおす け 

と忠弥 組の 一 人、 落 合直亮 がいう。 

その 当時、 長 崎から 渡って 来たば かりの マッチ は 貴 

ヽ o 

レ 

「品物 を 手に入れて 置いて、 ろうそく を 消せば よかつ 

た」 

忠弥 組の 第二、 関 太郎が 残念が る。 

とにかく、 手に入れ たもの 同様に かたわらへ 置いた 


のが、 あの 際、 見つから なくなつ たの は 不思議 だ —— 

と、 どこまでも 解せない 顔 だが、 この 連中 は 深く 頓着 

はしない らしい。 

ただ、 あれが 幕吏の 手に 見つかった 時 は 大騒ぎに な 

ちまなこ 

るだろう。 いまごろ は 血眼に なって いるか も 知れない 

かぎ 網 や、 石筆 や、 マッチの 類 は、 由々 しき 犯罪の 証 

たどん 

拠 品と なる だろう が、 あの 炭団ば かり は、 何のた めだ 

か 見当が つくまい、 と 笑う 者が ある。 

けだし、 この 連中 は、 かねての 目的 通り、 江戸の 城 

中へ 火 をつ けに 行った ものに 相違ない。 そうして 今夜 

の 瀬踏みが 見事に しくじつ たので、 やけ 酒 を 飲んで 気 


焰を 揚げて いると も 見られる し、 また、 ある 程度まで 

成功した 祝杯 を 揚げて いるよう にも 見られる。 

ともかく、 これ だけに 味 を 占めた 上 は、 早速 また、 

第二 回目の 実行に とりかかる に違いない。 

彼等 は、 何の 恨みあって、 こんな こと をす るの か。 

なんらの 恨みが あってす る わけで はない、 人に たのま 

れ てす るので ある。 人と は 誰。 それ は西郷 隆盛に —— 

ますみつ  いむだ 

西郷 隆盛 は、 益 満休之 助、 伊牟田 尚 平ら をして、 芝 

三 田の 四国 町の 薩摩 屋敷に、 志士 或いは 無頼の徒 を 集 

めて、 江戸 及び 関東 方面 を 乱暴 させ、 幕府 を 怒らせて、 

事 を 起す の 名 を 得ようと している こと は、 前にし ばし 


ば 記した 通りで ある。 

この、 成功 か 失敗 かわからない 乾杯が あって 後、 こ 

うなぎ 

の 一 座の、 鰻 を 食いな がらの 会話 は、 忍術の 修行の 容 

易なら ざる ことに 及ぶ。 

一 夜づ くりの 修行で は、 やりそこな うの は 当然 だ、 

といって 笑う。 

いったい、 盗賊と いう やつ は、 先天的に 忍術 を 心得 

ている のだろう、 という 者が ある。 

いや、 忍びに 妙 を 得て いるから、 盗賊が やって みた 

くなる のだろう、 という 者 も ある。 

盗賊と しての 条件 は、 第一、 忍ぶ ことに 妙 を 得て、 


第二、 逃げる ことに 妙 を 得なければ ならぬ、 身の 軽い 

と共に、 足が 早くなければ ならぬ、 という 者が ある。 

僕の 方に、 一 日のう ちに、 日光まで 三十 余 里 を 行つ 

て 戻る 奴が ある、 と 落 合直亮 がいう。 

すん ぷ 

いや 一 橋中納 言の 家中に は、 駿府 から 江戸へ 来て、 

吉 原で 遊び、 その 足で 駿府に 帰る 奴が ある、 という 者 

が ある。 

信 州の 戸隠 山から、 一 本 歯の 足駄で、 平気で 江戸 ま 

で 休まずに やって来る 者が ある、 という。 

そんな 雑談から、 ついに 石 川 五右衛門 論に うつる。 

五右衛門 は、 果して 忍術の 達者であった ろうか、 と 


いう 説。 

せき かく 

五右衛門 を、 盗賊と して 見るべき か、 剌客 として 見 

るべき か、 の 論。 

盗賊で も、 剌客 でもない、 彼 は 一種の 英雄と して 見 

るべ し、 という 讃。 

左様な 議論で 火花 を 散らして、 さんざんに 飲み 且つ 

食い、 この 四 人 は八官 町の 大輪 田 を 辞し、 大手 を 振つ 

しらじら 

て、 例の 四国 町の 薩摩 屋敷に 入った の は、 夜の 白々 と 

明け そめた 時分で ありました。 

丄八 


同じ 日の 同じ 時刻。 七兵衛 は、 やはり 三 田 四国 町の、 

薩摩 屋敷に 近い 越後 屋 というのに はいり 込み、 わらじ 

を 取った ままで 食卓の 前に、 どっかり とす わり 込み ま 

した。 

この 時の 七 兵衛も 無論、 もと 通りの 七兵衛 になって、 

なにく わぬ 旅の 百姓で ありまし たが、 この 広い 座敷に 

は、 七兵衛 ひとりです。 

ここ は、 薩摩 屋敷の 豪傑が よく 出入りす ると ころ。 

料理屋に して、 また 酒保 を 兼ねてい ると ころ。 百人以 

上 も 会合が できる ようになつ ている、 その 座敷の まん 


なかに 七兵衛 ひとり。 

日中に は 眼の 廻る ほど 忙しい 店。 こう 早い 時には ガ 

ラン 堂の ような ものです。 そこで 七 兵 衛も誰 憚らず、 

とぐ ろ を 巻いて いると ころ を 見れば、 もう 相当に この 

店と は 熟して いて、 木戸御免に 振舞う だけの 特権が あ 

る ものの ように 見える。 やがて 七兵衛 は、 ズル ズルと 

革の 袋 を 一 つ ひっぱり 出して、 その 中へ 手 を 差 入れて、 

まず 取り出し たのが きせると、 煙草 入。 

それ を 目の子勘定 のように 食卓の 上に 置き 並べ、 次 

に 取り出し たのが 新しい 摺付 木であります。 

「ああ、 摺付 木、 これ だ、 これ だ」 


とほく そ 笑みして、 その 箱 を 押して、 一本の マッチ を 

つ ま 

摘み 出し、 食卓の 上の 金具に 当てて シュ— ッ とすると、 

きせる 

パッと 火が 出た からまぶ しがり、 あわてて それ を 煙管 

にう つそうと したが、 あいにく まだ 煙管に は 煙草が 詰 

めて なかった もの だから、 大急ぎで その 摺付木 を 火鉢 

の 灰の 中へ 立て、 あわただしく 煙管へ 煙草 をつ めて、 

その 燃え残りの 火に あてがい、 大急ぎで 一 ぶく を 試み 

て、 その 煙 を 輪に 吹いて、 大 納まりに 納まりました。 

ちょうほう  けとう 

「重宝な もんだ て。 どうして また 毛唐 は、 こんな こ 

とに かけて は、 こう も 器用なん だろう。 これ を 使つ 

ひうちいし 

ちゃ、 燧 石なん ぞ はお 荷物で たまらね え」 


七兵衛 は、 今更の ように、 マッチの 便利 重宝 を、 讃 

美渴 仰せずに はいられない。 

それから、 煙草の 吸殻 を ボンと 手のひらに 受けて 二 

ふく 目 を 吸い  三ぷ く、 四 ふく、 その 煙 を ながめて 

は、 ャニ さがって いたが、 暫くあって 煙草 を やめ、 ま 

た 思い出し たように、 以前の 革袋へ 手 を 入れて、 

「何だろう、 この ゴロ ゴロした 丸い やつ は？」 

首 を ひねりながら 引き出して 見る と、 それ は 紙に 包 

たどん 

んだ 炭団で ありまし たから、 七兵衛 が、 コレ ハ、 コレ 

ハ と あきれました。 

炭団が 出て 来 やが つた、 何のお まじないだろう —— 


がてん 

合点が ゆかない 心 持で、 その 炭団 を また 一 つ 一 つ 食卓 

の 上に 置き 並べ、 それ を ながめて、 はは あ、 やっぱり 

これ は 火つ けだな、 と 思いました。 

江戸 城へ 火 をつ ける つもりで、 あの 連中 は 忍び込ん 

たどん 

だの だな —— なるほど、 かんなくず かなに かに 炭団 を 

包んで、 火 をつ けて 置けば、 念入りに 燃え 出す。 

ばくれつ だま 

爆裂 玉の ように、 急に ハネ 出す こ ともなし、 油の よう 

に、 メラ メラと 薄っぺらな 舌 も 出さず、 くすぶり 返つ 

て 気 永に 焼く に は、 炭団に 限る と 思いました。 

七兵衛 がこうして 納まり 返って いる けれども、 この 

広い 座敷へ は、 無論、 夜明け 早々 からの 客の つめて 来 


る はず もな し、 そうかといって、 主人な り、 雇人な リ 

がいるならば、 とがめな いまでも、 何とか 言葉 を かけ 

そうな もの を、 そんな 気配 は 更にな く、 ひっそり 閑と 

した ものです から、 七 兵衝は 炭団 を 肴に、 また 煙草 を 

のみ はじめ、 座敷の 中 を 見る と はなしに 見 まわして い 

るう ち、 なんとなく 無常の 感 という ものに でも 打 たれ 

ためいき 

たように、 大きな 溜 息をついて、 壁の 一隅に つるして 

くつ わ  ちょうちん 

ある 薩摩 屋敷の 轡の紋 のつ いた 提灯 を 見て、 じっと 

物 を 考え込んで しまいました。 

「つまらね えな」 

七 兵衛が 思わず 口走った 時分に、 平常なら ばお 姚子 


の 一 つも かえて、 まぎら かそうと いう もの だが、 この 

時 は それが できないで、 

「つまらね えな あ、 ほんと に …… 」 

きせる 

七 兵衛は 煙管 を 取 落して、 炭団 を つくづくと ながめ 

ました。 

七 兵衛は 今、 急に つまらなく、 情けなく なって、 あ 

ぶな く 涙 を こぼそうと しました。 

昨夜、 七 兵衛は あれから、 江戸 城内の どこまで 忍び 

込んで、 どこ を 出て 来た かわからない が、 夜が 明けて 

見る と、 なんとなくう ちしおれ ていたの が、 今にな つ 

て 一 層 目に つきます。 


彼 は、 たしかに 江戸 城内 を 抜け出し てきての 今、 

「浅ましい こと だ」 

という 感慨が、 ひしと 胸に こたえて いるもの らしい。 

何が 浅ましい。 自分の した ことが 浅ましい のか、 周 

囲の 見る もの、 聞く ものが 浅ましかった のか。 七兵衛 

さとごころ 

の 胸に 折々、 里心が 首 を 持 上げる の は、 今に はじまつ 

たこと ではない が、 この 時 は、 特に 何 かの 感じが 激し 

くこみ 上げて 来たと 見えて、 ほとんど 涙 を 落さぬ ばか 

リに 浅ましい 色 を 見せ ましたが、 気 を かえよう として 

さかずき 

取り上げ たのが、 杯 ではなくて、 火の 消えた 煙管で 

したから、 それが 一層、 七兵衛 をめ いらせる ような 気 


持に して、 

「よくばち が 当ら ねえ もの だな あ」 

とつぶ やいて、 煙管 を 投げ出しました。 

七 兵衛は 常々 そう 思って いる。 何でも 人の 尊敬す ベ 

きもの は 尊敬し なくち やならない。 神仏が 有難い とい 

えば、 有難が るの が 凡人の 冥利 だ。 長上 を うやまえと 

いえば、 無条件 にう やまう のが 人間の 奥ゆかし さ だ。 

理窟 も、 学問 も、 いった 事 じ やない。 尊敬と、 服従の、 

美徳が うせて は、 人間の 社会が 成立た ないじ やない か。 

それに、 どう だ、 おれに 向って、 大奥の 間取り を 見 

て 来て くれと たのむ 奴が ある。 たのまれる おれと いう 


奴 も、 また おれと いう 奴、 来て 見れば、 また それにい つ 

そう 輪 を かけた 奴が あって、 城ぐ るみ 焼いて しまおう 

と いう。 

浅ましい 世の中 だ。 お 上に 対する 人間の 尊敬 心と い 

う ものが、 地 を 払って しまったの は、 お 上に 威厳が な 

いの か、 人間が つけ 上って しまった のか。 さて この 上 

の 世の中が、 どうなる だろう。 七 兵 衛も今 は それ を考 

えて、 空恐ろしく なった ものの ようです。 

その 持って 生れた ような 盗癖 を 別にして は、 七兵衛 

リ ちぎ 

は、 むしろ 律義な 男です。 

昨晚、 江戸 城内 を 抜け出して 来た 七 兵衛の 頭で は、 


くぼう さま  にく 

公方 様 は 決して 悪むべき お 方で はなく、 むしろ かわい 

そうな お 方で ある。 その 悪む ベ からざる 公方 様 を 目の 

かたきに して、 これ を 陥れようと たくらむ 奴等の 気が 

知れない。 

よく 人の 話で は、 薩 摩に 西 郷 という 男が あって、 そ 

れが 手下の 者 をけ しかけ、 この 四国 町の 薩摩 屋敷に、 

ならず者 を 集めて 乱暴 を させ、 そうして 公方 様 を 怒ら 

せて、 日本 を 乱そうと する たくらみ だと  その 西郷 

という 男 は、 公方 様に 何の 恨みが あって、 そういう こ 

と をす るの だろう。 天下と いう もの を 取る に は、 そう 

いう こと をし なけり やなら ねえの か。 


そういう こと をして、 かりに 天下と いう もの を 取つ 

て みたところで、 それが どうなる、 それに は それだけ 

のた たり というものがある ぜ —— 西郷 という 男 も、 末 

始終 は いい 死によう はしね えだろう …… と い つたよう 

な こと を、 七 兵衛が 考え出しました。 はは あ、 ひと ご 

とじ やねえ、 おれ ももう 盗人 はやめ だ。 

そう 忌 気がさして みて、 さて、 盗人 を やめて、 これ 

からどう なる  という こと を 考える と、 七兵衛 が、 

どうで も のがれられない 網にから みつけられて いるよ 

うに 思う。 おれが 盗人 を やめて、 穏 かな 百姓で 終りた 

いという 念願 は、 今に はじま つたこと ではない の だが、 


それが そうなら ないで、 そう 考える ごとに 悪い 方へ の 

み 深入りして しまう の は、 いったい どういう わけ だろ 

う。 自分が 意気地 無し だから、 とば かり は 言えないで 

はない か。 

それと 同じように、 天下 を 取る というよ うな 連中 も 

人殺し をす るよう な 連中 も、 自分で 好いて 好んで やる 

わけで はない、 どうで もそう 行かなければ ならない よ 

うに 糸で あやつられ ている。 思えば 人間と いう もの は 

ハカない もの だ …… 

七 兵衛は 今まで、 こんなに 浅まし さ を 感じた という 

ことはありません。 


天下の 御 宝蔵 をう かがおう とも、 九 尺 二 間の 裏店 を 

荒そうと も、 物 を 盗む、 という ことの 悪い に は 変リは 

な い はず。 

良心の 責めと いう ものの 悶えなら ば、 時 も 遅い し、 

その 意味 を も 成さない わけであります が、 七兵衛 のし 

た 仕事 そのものよ リは、 何 かにつ けて、 もっと 大きな 

浅まし さ を 感じて しまいました。 

もし また 七兵衛 にして、 徳川 十四 代の 当 城の あるじ 

い え もち 

家 茂 公 の 不幸なる 生涯の 物語 を つぶさに 聞いて いたな 

らば、 この 男 は、 ほんとうに 涙 を 流して、 自分の した 

仕事の いかに 罰当りな、 身の程 知らぬ 振舞で あつたか 


という ことに 気がついて、 西に 向って、 身 を 投げ出し 

てお わび をし、 血の 涙 を こぼして 懺悔 をした か 知れ ま 

せぬ。 

「なんだか ツマら ねえ、 こういう 時には、 一 ベえ やり 

てえ の だが …… 」 

しかしながら、 その 近所に は、 火の 消えた火 鉢と、 

たどん 

不可思議の 目的に 供せられ た 火の つかない 炭団が ある 

ばかりです。 

ぎせ る 

そこで、 所在な さに 七兵衛 は、 くわえ 煙管で、 ッラ 

ッラ 室の 中 を 見廻し、 壁に はって あった 一枚の 美人 絵 

を 見出す と、 それ を 念入りに ながめた 後、 


「この 御殿女中 じゃあ …… これ じゃあ、 コッの 三百 女 

郎 としか 踏めね え」 

ニヤ リと、 皮肉に 笑いました。 

その 絵 は、 供 を つれた 奥 女中の 一枚 絵で、 あんまり 

上等の 浮世絵と はいえない。 英山、 英泉 あたりの 末流 

の 筆に 成って、 彩色 だけ は 人目 を ひくよう に 出来て い 

る。 

けれども、 この ことから 七兵衛 は、 江戸 城の 大奥の 

間取り を 見て 来て くれ、 なん ぞ とたの まれた こと を 思 

い 出した ものです から、 わざと、 そのつ まらない 浮世 

絵が、 当座の 興味 を惹 いたと 覚 しく、 コッの 三百 女郎 


にし か 踏めない という 奥 女中の 浮世絵 も、 腹 も 立た な 

いで 見て いました。 

七兵衛 は、 美術 眼が ある わけで もなん でもない が、 

奥 女中 は 奥 女中ら しい 気品とう ま 味が 出ない もの かな 

あと、 淡い 不満 をいだ いて この 絵 を 見て いる だけの も 

ので、 頭の 中に 往来す るの は、 やはり 昨晚、 あれから 

そしゃく 

これまでの、 自分の した 仕事の 吟味と、 咀嚼と であ リ 

ま ^9 

だが、 やはり、 七 兵 衛の眼 は、 その 奥 女中の 一 枚 絵 

に 向った きりであります から、 よそから 見れば、 相当 

のたん のうなる 鑑識家が、 批評 的に この 絵 を 吟味して 


いると しか 見えな い のであります  

おれ はいった い、 美人と、 美人 画で は、 誰の がいち 

ばん 好きなん だろう。 上代の こと はいわず、 比較的 近 

代に ついて 見る と、 狩 野 家に はもと より、 円 山、 四条 

にもす ぐれた 美人 かき はいない よう だ。 何とい つても 

美人 画 は 浮世絵の 畑だろう。 もっとも 美人と いう もの 

の 標準 も、 ちょっと 問題で は あるが、 人好きの する 美 

人 は、 まず 浮世絵と 限った ものだろう …… ところで、 

その 浮世絵の 美人 も 品々 だが、 いずれ あやめと いう 時 

は …… 左様、 まず まあ 鳥居 派で 清 長、 それから 北 川 派 

では 歌 麿。 


清 長に はしつ かりした ところが ある。 歌 麿 は 少し だ 

らしない がた まらない。 清 長 を 本妻に、 歌 麿 をお 妾 

としたら 申し分 はなかろう。 

細 田栄之 —— あれ はさす がに 出が お 旗本の 歴々 だけ 

あって、 女郎 を かかしても なんでも、 ずっと 気品が あ 

おおしよ たいむ 

るが、 そうかといって、 大所 帯 向きのお かみさん にす 

るに は 痛痛し 過ぎる —— といって また、 並大抵の もの 

が 妾に して は 位負けが する …… そんなら 勝 川 派 はどう 

だね、 何とい つても 春 章 はたし かなもの だ。 清 長より 

少し やさし 味が あって、 歌 麿 ほどに だらけて はいない。 

栄之 のように 上品 向きで もない から、 まず、 相当の 大 


家の 御内 儀と して 申し分 はない 方 だけれ ども、 いずれ 

にしても、 この辺 を 女房に する に は、 ケチな 身上 では 

やりきれない …… そんなら 実用 向きと いうと ころで 北 

斎 はどうです、 北 斎の 女 は …… 

無論、 七兵衛 はま だ 壁の 一 枚 絵 を 一 心に ながめて は 

いるが、 上に 述べた る 如き 批評眼が ある わけで もなん 

いちず 

でもない が、 あまり 一途に、 絵にば かり 眼 をつ けて い 

る ものです から、 よそで 見る と、 どうしても、 その 絵 

の 吟味、 批評に 取リ かかって いると しか 見えな いのも 

無理が ありません。 

ところで 北 斎 は …… 北 斎の 美人 はどう だ。 あの 男 は、 


御存じの 通り 剛健な、 達者な かき 手 だが、 美人 を かか 

せる と 艷麗な もの を かくから 不思議な もの さ。 芸者な 

ぞを かかしても、 なかなか いい 芸者 を かくし、 筆つ き 

に 癖 は あるが、 女に ィャ味 はない よ、 頂戴しても いつ 

こう 不足 はない …… 

しかし、 世話女房 として は、 何とい つても 豊広 だね 

…… 。 豊広 —— 歌 川 派の 老手で、 広 重の 師匠 だとい つ 

た 方が、 今では 通りが よい かも 知れぬ。 広 重の 美人 画 

は 問題に はならない が、 豊 広の 女に は 素敵な 味が ある _ 

おっとり した 世話女房 としての 味で は、 この 人に 及ぶ 

者 はない。 これ はまた、 清 長 や 春 章と ちがって、 大ど 


ころで なければ 納ま つ て 行けない という 女房と 違い、 

ずいぶん 世話 場 も 見せながら、 亭主に はつらい 色 も 見 

せず、 和ら かに なぐさめて、 しっくりと 可愛がって ゆ 

く、 という 女房ぶ り だ …… 豊国は 役者の 女房に しかな 

れず、 国芳 はがえん のお かみさん、 国 貞は 団扇 絵。 

明治に なって …… まさか 七兵衛 が、 明治 以後の 浮世 

絵の 予言まで もすまい けれど、 やはり、 あんまり 念 入 

リに 一枚 絵 を 見て いるもの ですから、 浮世絵の 現在 を 

つらが ま 

論じて、 その 将来に 及ぶ というよ うな 面構えに も 見え 

て 来る のが 不思議であります。 

明治の 浮世絵の 中心 は、 何とい つても 月 岡芳年 さ。 


この 男 は 国芳の 門から 出た はず だが、 少なくも 伝統 を 

破って、 よかれあしかれ、 明治 初期の 浮世絵の 大宗 を 

なして いる。 見よう によって は 浮世絵の 型が 芳 年から 

山 月，^  はじお た  とも 見ら わる 力 ああ 崩して 行 力な 

ければ、 明治 以後の 複雑な 世相 を 浮世絵の 中に もり 込 

むこと はでき なかった ともい える。 

江戸の 女の 持つ 情味と いう もの は、 小さな 挿絵 一 つ 

にも 漂わぬ という こと はない。 芳年 以後に、 巧拙 はと 

にかく、 あれ だけ 江戸の 女の 情味と いう もの を 含ませ 

た 絵 を かき 得る もの はない。 この 点に おいても、 芳年 

が 最後の もの かも 知れない。 


転じて 大正 年間、 生存の 美人 画家 …… 芳年 系統の 

か ぶ らぎ 

鏑木清 方、 京都の 上 村 松 園、 いずれも 腕 はたし かで、 

美しい 人 を 描く に は 描く が、 その美 人に は 良否 共に、 

魅力と、 熱が 乏しい。 

その 点に 至る と、 北 野恒富 の 官能的 魅惑 の 盛んなる 

に は 及ばな い。 

かいの しょうく すね 

新進で、 国 画 創作 会の 甲斐 荘楠 音が、 また 一種の 魅 

惑 ある 女 を 描く ことにお いて、 異彩 ある 筆 を 持って い 

る。 あの 時の 展覧会で 見た 三 井 万里の 江 島が なかなか 

よかった。 

えいせん  いかわ せんがい 

挿絵の 方で は、 永 洗 系統の 井川 洗厓 が、 十 年 一 日の 


如く、 万人向きの 美人 を 描いて、 あき も あかれ もせぬ 

とし ひで 

ところ は、 これ また 一 つの 力で あり、 年英 門下の 英朋 

は、 美人 を 描く ことにお いて は、 洗 厓ょリ 上 かも 知れ 

あいきょう 

ない が、 その美 人 は、 愛嬌がなくて つめたい。 近 藤 紫 

雲の 美人に も、 なかなか 食いつ きのい いのが ある I 

七 兵衛は 際限な く、 浮世絵の 過去と 将来 を 論じて い 

る わけで もなん でもない のです が、 相 変らず 例の 一枚 

絵 を ながめて いるもの ですから、 そんな ふうに も 見え 

るので、 人 は 往々、 物 をい い、 手 を 動かす と、 すつ か 

りボ 口の 出る もので も、 仔細 ありげ にだ まって さえい 

れば、 意外な かいかぶり をされ る ものが ある ものです _ 


本人 は その 時分 は、 もう 自分が いま 見つめて いる 絵 

のこと など は 眼底から 飛び去って しまって、 昨夜の 城 

内の 光景が、 まざまざと 頭の なかに 浮び 出で て、 われ 

を 忘れて いたので すが、 その 瞬間、 「ハツ」 として われ 

に 返った の は、 今まで 人の 気と いう ものはなかった と 

ころへ、 さりと は、 あまりに 荒々 しい 戸の あけ 方で あ 

りました。 

七 

そ の 物音 で、 すっかり 空想 を ブチこわされた 七 兵 衛_ 


夢から 醒めた ような 顔 をして、 きょ とんと その 入口 

の 方 を 見て あれば、 そんな こと はいつ こう 御存じな し 

あまた 

に、 数多の 人足が、 店の 土間へ しきりに こも 包 を 投げ 

込んで いる。 

鮭の こも 包に して は 長過ぎる。 土間へ 当りの 響きで 

見る と、 金物で あるら しい。 

土間の 左右へ 人足が それ を 積 込んで いると、 その あ 

とから 抜からぬ顔で 入り込んで 来たの は、 アツ シを着 

た 十五 六 歳の 少年で、 耳に 仔細ら しく 矢 立の 筆 を はさ 

み、 左右に 積み 分けた こも 包の 中央に 立って 帳面 を 振 

分けて、 これ もし さいら しい 吟味 をして いる。 無論、 


七 兵衛の ある こと は、 誰も まだ 気がつかない。 

帳面と、 そのこ も 包と を、 すっかり 引合 わせて しま つ 

た アツ シを 着た 前髪の 商人が 何とも 言わない のに、 人 

足た ち は、 積 込む だけの もの を 積み 終わる と、 大八車 

を 引っぱって、 この 店の 前 を 立 去る。 

帳 合 を 終った 少年 は、 しきりに そのこ も 包の 荷 造 

り を 改め はじめる。 余念な くその 荷造り を 調べて いる 

時、 後ろで、 

「忠 どん？」 

「え？」 

はじめて 気がついた、 そこに 先客の ある こと を  


「おじさん かい」 

「何 だね、 そのこ も 包 は …… 」 

「こり や、 おじさん、 こっちの 包みが 刀で、 こっちが 

鉄砲の 包み だよ」 

「え …… 刀と 鉄砲？ どちらも 大変に 穏 かで ねえ。 そ 

れを お前が、 いったい どうしょう というの だ」 

「どうしょ うたって、 おじさん、 お 屋敷へ 売 込 むんで 

さあ」 

「お 屋敷 …… ドコ のお 屋敷へ？」 

「そり や、 おじさん、 わかって るだろう、 その 薩摩守 

のお 屋敷へ さ …… 」 


「お前が …… その 鉄砲と、 刀 を、 薩 摩のお 屋敷へ 売 込 

もうと いうの か  ？」 

「そうさ」 

「いつ、 お前 は、 薩摩 様のお 出入りに なつたん だ I 

I？」 

「いつだつて、 おじさん、 近いと ころに ぃリゃ あ、 い 

つ、 どうした 便宜で、 お出 入りになる かわかる まいじ や 

なレ 力」 

「お前に 限って、 そうした はずじゃなかった な あ」 

「だって、 おじさん …… 」 

「いったい、 お前 は、 この 薩摩 屋敷に 巣 をく う 浪人た 


ちの ために、 せっかく 苦労して こしらえた 財産 を 奪わ 

れた その 恨みで、 こんなと ころへ 来て、 その かたき を 

リき 

取 返す の だとい つて、 力んで いた はず じ やない か」 

「それ は、 それに 違いない けれど、 おじさん、 商人 は 

腹 を 立てち や 損 だとい うこと が、 このごろ わか つ てき 

たよ」 

「なるほど  」 

「そり や あ 一時 は 口惜しかった が、 今と なって みれば 

そろばん 

腹 を 立つ だけが 損で、 本当の 仕返し は、 やっぱり 算盤 

の 上で 行かな けり ゃ噓 だと、 つくづく 思い当りました 

よ。 暄嘩 をし ないで、 お得 意に しち まえば、 盗られた 


もの を、 楽に 取り返す ことができ まさ あね」 

とく ま 

七兵衛 は、 徳 間の 山奥で 砂金 取り をして いた この 少 

年 を 見出だして 以来、 そのこ まし やくれ た 面憎い 言い 

分に、 いつも 言い まくられる 癖が ある。 十五 や 十六の 

かねもう 

歳で、 金儲けの 話と いえば 寸分の すき もな く、 金儲け 

の 仕事と いえば いっこう 臆面がない。 こんなの も 珍し 

いと 感心す る こと も あるが、 多くの場合に は、 そのこ 

ま し やくれ を 面憎く 思う。 

今 も、 その 生意気な 言い分が、 ハリ 倒して やりたい 

ほどし やくに さわ つ て いると も 知らず、 

「おじさん、 近いうちに 日本が 二つに 割れる よ、 そう 


なると 軍器 だね、 刀と、 鉄砲が、 売れる のなん のって 

…… 大 儲け をす るの はこれ からだよ、 おじさん、 一 口 

乗らない か？」 

そこで、 この 少年 は 上り口に 腰をおろして、 七兵衛 

きた 

を 相手に、 近く 来るべき 天下の 大乱に よって、 大金 持 

ひけつ  けむ 

になるべき 秘訣 を 説き出して、 七 兵衛を 煙に まく。 

この 忠作 という 少年の 説に よると、 近いうちに 日本 

が 二つに わかれる というの は、 要するに 徳 川と 薩 摩と 

の 喧嘩であって、 東の 方は徳 川の もの、 西の 諸 大名 は 

たいてい 薩 摩に 肩を持つ。 

ところで、 その 争いの 結果、 ド チラが 勝つ か、 負け 


るか わからな いが、 勝つ にしても、 負ける にしても、 

とにかく 一朝一夕で はいかな いこと。 

入り乱れて、 何十 年、 何百 年 も、 戦争が つづく かも 

知れない という こと。 

そこで、 軍器と、 兵糧との、 無限の 需要が ある、 そ 

こが 目の つけどころ だとい うこと。 

とりあえず 自分の 仕事 は 軍器の 御用商人で、 つまり、 

戦争が 長引けば 長引く ほど 儲かる。 

そんな こと をして、 江戸に いながら、 薩 摩の 屋敷へ 

武器 を 売 込んだり など すれば、 江戸の 方に 恨まれて、 

ヒドィ 目に 逢う ぞ …… と、 七兵衛 がォド かせば、 な あ 


あきんど 

に、 商人 だもの、 どっちで も 割の いい 方へ 売る 分に は 

文句 はない はず、 今、 逆縁の ような わけで、 薩 摩の 家 

に 取 入る ことができて、 刀剣と、 鉄砲との、 買 入れ 方 

をた のまれた から、 薩 摩の 御用 をつ とめて いるよう な 

ものの、 これが、 薩 摩が 江戸から 追っ払われて、 江戸 

の 風向きが よく なれば、 よろこんで 江戸へ お 味方 をし 

て、 御用に ありつく までの こと さ …… と忠作 は、 事 も 

なげに 放言す る。 

そうして なお 言う ことに は、 今こう して 来た 刀 は、 

みんな 駄物ば かりだが、 今 は 駄物 だの、 名刀 だの 言つ 

ている 時節で はない、 数 さえ 多ければ 何でもい い。 鉄 


砲 だって その 通り、 ここに 集めて 来た もの は、 大抵 は 

チグ ハグ や 壊れ物 だが、 これ を 修繕して 売 込む と、 立 

派な 値段で 買って くれる —— だが、 本当に 仕事 をし よ 

うとい うに は、 こんな ことで はま だるくて 仕方がない 

—— どのみ ち、 これからの 戦争 は、 いい 鉄砲 を 持って 

いる 方が 勝ちに きまって いるが、 そのいい 鉄砲 は、 外 

国からで なければ 来ない。 外国から いい 鉄砲 を 仕入れ 

るに は、 いい 船 を 持たなければ ならない。 

いい 船 を 持って、 いい 鉄砲 を 買 込んで、 これ を 盛ん 

に 売れば、 人に 戦争 を させて おいて、 自分が 丸儲け を 

する 


おじさん、 日本一の 金 持に なろうと 思えば、 これよ 

リ ほかの 道 は あるまい、 と忠 作が したり 顔で ある。 

なるほど …… 七兵衛 は、 煙に まかれながら、 サゲす 

みきって 聞いて いたが、 こいつ、 金儲けの 前に は、 義 

理も、 名分 も、 そっちの け、 その 抜け目の ない ことに 

おいて は、 実際お そろし いほ ど だと 舌 を まき、 

「忠 どん、 人に 戦争 を させて おいて、 自分で 丸儲け を 

しょうなんて いうの は、 泥棒よ リボ 口い 商売 だぜ」 

と 言って みたが、 七兵衛 も、 われながら マズぃ 半畳 だ 

と 思いました。 

「ナ— 二、 おじさん、 戦争 をす る 人 は、 戦争 をす るよ 


うに 出来て いる。 金儲け をす る 者 は、 する ような 仕組 

みです るんだ から、 ちっとも 恥 かしい こと はない さ。 

泥棒なん ざ あ、 お前さん、 馬鹿の する 仕事 さ、 人に 隠 

れて、 コッ ソリ とやって、 見つかれば 首が 飛ぶ、 それ 

でい くら 儲かる もんだ、 泥棒の かせぎ 高なん て、 知れ 

たもん じ やない か」 

「ふふん  」 

と 七兵衛 が、 それ を 聞いて そらうそぶきました。 しか 

し、 何とも 二の句 をつ ぐ 気にならないで、 テレ 隠しに 

摺付木 をす りました。 

かぎょう 

なるほど、 泥棒 は 人の もの をた だ 取る 稼業 だが、 そ 


のかせぎ 高 は 知れた もの だ。 そうして その 運命 も 知れ 

たもの だ。 

しかるに この 小僧 は、 人に 戦争 を させて おいて、 自 

ちょうほう  おおもう 

分 は 重宝がられながら 大 儲け をしょう とする。 いつ 

もながら、 こいつの 言う こと だけで も、 人 を 呑んで か 

かってい るの が、 返す返す もしゃく だ。 いったい こん 

な 奴が 成功したら 何になる の だ。 ただ 口前ば かりで は 

ない、 着々 として、 そろばんに 当る 仕事 をして いるの 

だから、 いよいよ 癩だ。 

一一 一一 n う だけの こと を 言 つて 出て 行った 忠 作の あと を 見 

送って、 七兵衛 は、 あの 年で、 人に 戦争 を させて 金 を 


儲けようと は、 言う だけで も 末が 恐ろしい、 と あきれ 

ました。 

なるほど、 これに 比べて は、 盗賊 商売な ど は 問題に 

ならない。 

人に よって は、 資本の かからない、 割の いい 商売と 

して、 盗賊 を 第一 に 置く が、 よくよく 考えてみれば、 

知れた もの だ。 

現に 自分が、 今日までに 盗んだ 金額 を、 そつく リ日 

き  ひょうと リ 

割にして みたところで、 ちょっと 気の利いた 日傭取の 

分ぐ らいに しか 当るまい。 それでいて、 一歩 あやまれ 

ば 首が 飛ぶ の だ。 実際、 泥棒なん という 仕事 は、 道楽 


でなければ できる 仕事で はない  見る こと、 聞く こ 

と、 今日はい やな 日 だ、 と 七兵衛 は、 そのまま ゴロ リ 

と 横にな りました。 

ゴロ リと 横にな つた けれど、 七兵衛 において は、 ゴ 

ロリと 横になる こと だけで さえが、 相当の 思慮 用心 を 

費さねば ならない のです。 

たとえば、 こうして 横にな つてい る 間に も、 疲れが 

出て ツイう とうとと した 時分に でも、 不意に 御用の 声 

を 聞こう ものなら、 咄嗟に ハネ 起きて、 さば きをつけ 

る だけの 用心 をして いなければ ならない。 

そこで、 t 兵衛 は、 横にな つた 身： K: を、 そのまま 自 


分で 衝立の 蔭まで 引きずって 行き、 頭から 合羽 を かぶ 

り、 枕 もとへ は 煙草盆 を 置いて、 これが 万一 の 場合 は 

目つ ぶしに なり、 それと 同時に、 この 衝立の 上へ 足 を 

かければ、 あの 窓から 外へ 飛んで 逃げられる —— そこ 

まで 考えてから でなければ、 昼寝 もで きないの です。 

いや 全く、 盗賊と いう 商売 は、 手数の かかる 厄介な 

商売 だ  < に 戦争 を させて、 大金 を 儲けよう という 

忠公 など は ああして、 小 威勢よ く、 天下 晴れた 顔 をし 

て 飛び 廻って いるのに —— なるほど、 どちらから 行つ 

て も、 泥棒 は 馬鹿の する 仕事で、 割に 合わない ことこ 

の 上な し …… なん ぞと、 愚痴 を 考えて いながら も、 昨 


夜の 疲れが ある ものです から、 七兵衛 はう とうとと 夢 

路に 迷い込みました。 しかし 眠りに 落ちてから にして 

も、 こういう 人間 は、 なかなか 手数が かかる ので、 前 

後 も 知らぬ 熟睡と いう こと は、 一年のう ちに 幾度 も あ 

る もので はない。 眠れる が 如く、 眠らざる が 如く、 畳 

の 足 ざ わりで さえ 目 を さます 程度で 熟睡 をし なければ 

ならない。 

そういう ふうに して、 七 兵衛が 衝立の 蔭で、 眠れる 

が 如く、 眠らざる が 如き 熟睡 を 遂げて いるが、 その 耳 

の 中へ 聞 ゆるが 如く、 聞えざる が 如く 雑音の 入り 来り、 

夢と も、 うつつと も、 わからない 心 持で いる こと は是 


非 もない。 

衝立 を 隔てて 幾人 かの 人が あって、 その 者の 語る と 

ころ は …… 近いうちに この 屋敷へ 西郷が 来る そうだ… 

…ィ ャ、 もう 来て いるよ …… ナニ、 西郷が こっちへ 来 

ている、 そ リゃ噓 だろう …… 噓 ではない さ、 中 村と、 

有 馬 を 連れて、 やって来た、 しかも 東海道 を テクで やつ 

て 来た …… あの 大きな ズゥ タイで、 よく 歩け たもの だ 

な …… ナニ、 足 は なかなか 達者 だよ、 西郷は あれで、 

あの ズゥ タイで、 乗物に 乗らず、 わらじば きで、 前ぶ 

れも なしに さっさと やって来て は、 また いつのまにか 

帰って しまう、 だから、 せっかく 西郷に 逢いたがって 


いた ものが 失望す る …… 失望 はいいが、 そう 軽々 しく 

出歩いた 日に は、 あぶなかろう …… そこが つまり、 一 

きた 

種の 機略だろう …… 大 びら に西郷 江戸に 来る となれば、 

江戸の 天地が、 安政の 大地震 以上に 震動す るか も 知れ 

ない …… はは あ、 薩 摩の 陪臣 一人が 出て 来る と、 江戸 

の 天地が、 安政の 地震 以上に ゆれる と は 大仰 だ …… 西 

郷 という 男 は、 それほど エラ ィ男 かい、 あれ も 人気者 

じ やない かな …… 薩摩 という もの を 背負って、 大 舞台 

を 睨んで いる その 形に 呑まれて、 大向 うが やん やと 騒 

ぐ だけの もので、 事実、 人気 ほどの 英雄 じゃあるまい 

—— 長 州の 大村、 同じ 薩摩 でも 大久保 あたりの 方が、 


実力 は ズンと 上 だと いっている …… 

こんな 途切れ途切れの 言葉 を、 七 兵衛は 夢う つ つに 

聞いて おりました。 

つまり この頃、 右の 薩摩 屋敷に、 西郷 なる ものが 乗 

うわさ 

込んで 来て いると いう 噂。 

しらまね 

信 濃の 国、 白骨の 温泉  

そこへ、 このほど、 山の 通人が 一人、 舞 込みました。 

もう、 これ だけ 以上に は、 ここで 冬籠り をしょう と 


りょうけん 

いうまでの もの はない ことと、 誰し も 了簡して いる 

ところへ、 山の 通人が、 同行者 を 一人 つれて、 不意に 

訪れた ものです から、 新顔が 加わって、 また 新しい 話 

題が 湧きました。 

この 山の 通人 は、 ッ マリ この辺の 谷々 を 経め ぐる こ 

とに おいて は、 かなり 豊富な 知識 を 持って いるら しい 

から、 その 経験談 は、 おのずから 炉辺の 人 を 傾聴せ し 

むる に 足りる ものが ありまし たが、 惜しい ことに は、 

この 人 は 少し 高慢で、 山の ことなら 自分に 限った もの 

と 鼻を高くして、 人 を さげすむ の 癖が ありまし たから、 

最初 は 多少 尊敬して いた 人 も、 うんざりす るよう にな 


りました。 

しかし、 お雪ち やん は、 いつもの 通り、 よい 心 だて 

を 以て、 この 新来のお 客に 対し、 相 変らず その 持って 

いる 知識から、 何 かの 収穫 を 見ようと する 熱心 さは、 

変る ことがあ りません。 

山の 通人 は、 出来星の 博士が、 小学校 生徒に 教える 

ような 態度で、 見お ろし かげんに、 

「お雪さん、 あなた はこの 間の手 紙に、 ッ ガザ クラの 

下 を 歩いた ように 書いて 出した そうです が、 あんな こ 

と を 書く と、 笑われ ますよ」 

「わたし、 そんな こと を 書きました か 知ら？」 


「は、 は、 あなた は、 ッ ガザ クラと いう 植物 を 知らな 

いのでしょう」 

「ええ」 

力ん ぼく 

「あれ は 高さ 四五寸 の、 灌木と いう もの だ、 四 五寸の 

なまもの じリ 

植物の 下 を 人間が 通れます か、 生物 知 を 書く と 笑われ 

ますよ」 

と 言って 山の 通人が、 ある 晚 のこと、 炉辺に 人が 集ま つ 

た 時 を 見越して、 わざとお 雪 ちゃんに 向って、 こんな 

こと をい いました から、 お雪 は 真 赤に なって、 

「そうでし たか 知ら？」 

自分 は、 そんな こと を 書いた 覚え はない のに、 この 


通人 は、 わざと 人前で、 聞え よがし に 言う の は、 ツマ 

リ 自分の 知識の ほど を、 人に 見せつ けたいと いう 根性 

が、 ありあり と 見え透きました から、 一 座の 人 も、 何 

となく 不愉快に 感じ ましたが、 お雪 は 強いて それ を 争 

おうと もしませんでした。 

山の 通人 は、 いよいよ ソリ 身に なって、 

「そんなに 恥 かしがる ことはありません よ、 この間 も 

とこなつ ぞうし 

馬 琴の 小説の 常夏 草紙と いうのに、 多摩川の 岸に、 大 

和 なでしこが 咲き乱れて いると 書いて あつたから、 わ 

しが ゥンと 笑って やりました」 

通人と いうの は、 お 召 を 着て ォ ホンと 取 澄ます ばか 


りが 通人で はない。 自分の 持って いる 知識 を 鼻に かけ 

て、 人 を 見お ろした がるの は、 山の 通人に も あるの か 

知ら、 と 一 座の 者が 思いました。 

い つたい、 山岳に でも 登ろうと する ほどの 人 は、 もつ 

と、 気象 高大に 出来て いそうな もの だが、 クダら ない 

通人 も ある もの だ、 と 思いました。 

それから、 話が あぶみ 小屋の 神主の ことになると、 

山の 通人が、 それ をもセ セラ 笑って、 

ぎょう 

「何です つて、 神主 様が 行 をして いて、 乗 鞍の 山へ 平 

気で 往復す る —— そんな ことがある もの か、 それ は噓 

だろう」 


「いいえ、 噓 ではありません よ」 

「神主 様と いう もの は、 そんな 行 をす る もんじ やない 

—— それ は 修行者だろう。 いったい、 神主 サン は 高山 

に 登らない もの だよ」 

山の 通人 は、 眼中 人な きが 如くに 一 座 を 見廻して、 

とりすましました。 

一座の 中には、 万 葉 学者の 池 田 良 斎 先生 も いれば、 

その他、 多少の 教養 も ぁリ、 山の 知識 経験 を 持って い 

る もの も あるので すが、 この 博識ぶ つた 山の 通人 は、 

天下に 山の こと を 心得た もの はおれ 一人、 という 気位 

を 見せた ものです から、 一 座の 中から、 


「へ ェ、 神主 サンと いう もの は、 高山へ 登らない もの 

です かね？」 

と、 眠そう な 声で、 念 を 押した ものが ありました。 

「左様、 神主 サンと いう もの は、 高山へ 登らない もの 

だ」 

山の 通人が、 いよいよ そつく リ 返った の は、 相 変ら 

できぼし 

ず 出来星の 博士が、 小学校の 生徒 を 相手に する ような 

態度で ありました。 そうすると 一 座の 中から、 突然に、 

「御 冗談でしょう」 

とひ やかし 気味に、 やり 返す ものが ある。 

「可です つて？  I 


けしき 

山の 通人 も、 気色ばむ。 

「いつ、 神主 サンが、 高山へ 登って 悪い という 規則が 

出ました か？」 

「誰も、 規則が 出た とはいわない が、 神主 は 高山へ 登 

ぎょう  しゅ げん 

らな いもので、 高山で 行 をす るの は修 験の つとめ だ」 

ちと 

「お前さん、 博識ぶ つて、 燈 台下 暗し のこと を 言いな 

さんな、 神主が、 高山に 登らない なんて タヮ言 を 言う 

と、 お 里が 知れます ぞ」 

「ナ 二？」 

「論より 証拠 を、 お聞きに 入れましょう」 

といって、 山の 通人と 暄嘩を 買って出 たの は、 池 田 良 


斎の 一行、 北 原 賢 次であります。 

ごうまん 

一 座の もの は、 傲慢無礼な 山の 通人の 博識ぶ りに、 

不愉快 を 感じて いたと ころです から、 この 暄嘩 相手の 

出た の を、 むしろ 痛快に 感じて だまって いました。 

山の 通人 は、 自分の 博識の 権限 を 犯されで もした よ 

うに、 ムッ として、 

「論より 証拠 —— 証拠が あらば 聞きましょう、 一 体、 

しゅげんじゃ 

神主 は 高山に 登らない もので、 高山 修行 は 修験者に 

限った もの だ」 

ものし 

「ところで —— 物識りの 先生、 この 信 州 松 本に、 藤 江 

正 明 老人と いう 神主 様の ある こと を、 御存じです か？」 


「それが、 どうしたの だ」 

「それ は 神主 サンで ございま すよ、 ねえ、 池 田 先生、 

先生 も 御存じでしょう、 松 本の 藤 江 正 明 老人 は 神主 様 

であって、 また 歌人と しても、 相応に 知られて います 

ね」 

北 原 賢 次 は、 池 田 良 斎 を 顧みて 駄目 を 押します と、 

池 田 良 斎 は、 無言で うなずいて 見せました。 

そこで 山の 通人が、 またせき 込んで、 

「その 老人で、 神主で、 歌よ みだと いう 人が、 どうし 

たの だ？」 

「まあ、 せき 込まずに お聞き 下さい。 この 老人 は、 今 


が 七十 歳の 老年で ございま すが、 日本の 高山と いう 高 

山 は、 たいてい 登って おります よ。 念 を 押してお きま 

すが、 藤 江 翁 は 神主 さ ん で) J ざ います」 

「  」 

「もう 少し 詳しくお 話し 申しましょう。 ある 年、 この 

はくさ ん 

藤 江 老人 は 加賀の 白山に 登り ましたが、 途中で 暴風雨 

にあい、 一 週間、 山中の 小屋で 水ば かりで 生きて おり、 

雨が やむ と、 その 足で 頂上への ぼり、 ゆるゆる 遊覧し 

て 下山し、 宿屋の 者 を 驚かしました」 

「そり や、 あんまり …… 」 

「まあ、 お聞きなさい。 それから 藤 江 老人が、 この 乗 


鞍へ 登った 時 も、 頂上で 暴風雨に あいました。 動く と 

あぶない から、 岩に 身 を 寄せて 待って いると、 七ッ時 

から 始まった 暴風雨が、 翌日の 五ッ 半時まで、 ちょう 

ひとえ 

ど 十七 時間つ づきました。 その 間、 老人 は 単衣 一枚で、 

乗鞍ケ 岳の 頂上の 岩石に 身 を 寄せて、 その 危険 を 逃れ 

たのです が、 いかがです、 これら は 人間業と は 思われ 

ますまい …… 藤 江 老人 は 神主 様で ございます」 

「そんな ことが、 有り得べ きこと でない、 有り得べ か 

ら ざる こと だ」 

と 山の 通人 は、 躍起と なって 叫び 出す と、 北 原 賢 次 は 

冷然と して、 


「有り得べき ことか、 有り得べ からざる ことか、 現在 

この 拙者が、 その 老人の 冒険 を、 実際に 見聞して いる 

の だから 仕方がない。 といっても、 それだけの 鍛練が、 

一朝一夕で 出来る わけではありません、 本来 虚弱な 藤 

江 老人が、 どうして それだけの 胆力 を 養い 得た かとい 

うこと をお 話しし ましょう。 それと いうの も、 あなた 

が、 神主 は 高山に 登らない、 神主 は 高山で 修行 をし な 

いとおつ しゃった から、 その 証明と して 申し上げる ま 

でです よ」 

北 原 賢 次 は、 それから、 神主で あり、 登山家で あり、 

修行者 である 松 本の 藤 江 正 明 翁が 、 三十まで しか 生き 


ない といわれた 虚弱な 身 を 以て、 いかにして、 それ ほ 

からだ  こまごま 

どに 超人的な 身体 をき たえ 得た かとい う 実験 を、 細々 

と 語り 出で たの は、 一 座の 人 を、 本心から 傾聴させる 

の 価値が ありました。 

そこで 池 田 良 斎 も、 日本の 山岳と、 神霊との 間に は、 

離るべからざる 関係が あって、 大和の 三輪 山 あたり は、 

山 そのものが 神社に な つてい る あたりから 説き出して、 

修験道 も、 半ば 神道の もので ぁリ、 自分の 知れる 限リ 

において は、 まだまだ いくら も 高山に 登る こと を 好み、 

高山 を 修行の 道場と する 神主の ある こと を、 実例 を あ 

げて 説き出そう とする もの だから、 山の 通人が いよい 


ょセキ 込んで、 

「ィ ャ、 物 はそう 一概に 言う もので はない、 例外と い 

う もの も あるし  」 

とさわぐ の を、 良 斎が 尻目に かけて、 

とこなつ ぞうし 

「それから、 あなた は、 馬 琴の 常夏 草紙の 中に、 多 摩 

川の 岸に、 大和 なでしこが 咲き乱れて いると 書いて 

あつたと いいます が、 どの辺に、 そんな ことが ありま 

した か？」 

「ええ、 初めの 方に、 そんな ことがあった ようです… 

〜」 

「さきほど も 聞いて いますと、 このお 雪 ちゃんが、 ッ 


ガザ クラの 下 を 通った とか、 通らなかった とかいって、 

こごと 

小言 をい つ ておいでの ようで したが、 お雪 ちゃんの 文 

章 は、 たいてい 一度 は、 わたしが 見て 上げます が、 そ 

んな こと は 書き はしなかった ようです よ、 よく 読み直 

して ごらんなさい」 

「いや、 わたし も、 ちょっと 眼に 触れた ままです から 

…：- J 

「かりにも 学者と して、 左様な 粗末な、 不親切な、 見 

方 をな さって はいけ ません。 小説と しても 馬 琴 ほどの 

作者に なれば、 室町 御所に 虎 を 出そうと も、 利根 川の 

あ つ 

岸に 芳流閣 を 築こうと、 八丈島で 馬に 乗ろうと、 安房 


の 国で 鯉 をつ ろうと も、 皆 それだけの 頭と、 働き を以 

て やる のです から、 あなた 方が、 一 方向き の 知識 だけ 

でかれ これいう の は、 僭越と いう ものです」 

池 田 良 斎は穏 かに、 この 博識ぶ つた 一方 向きの 山の 

通人 をい ましめ て、 それ をし おに 立ち上り、 浴室へ 行 

くと、 一座の 者が、 われもわれもと あと を 続いて、 炉 

おやじ 

辺に 残れる はお 雪 ちゃんと、 留守番の 老爺と、 薄つ ぺ 

らな 山の 通人と、 その 連れの 者 だけで ありました。 

山の 通人 は、 少しば か リテレ てい ましたが、 この 席 

に、 道 庵 先生が 居合わせなかった こと は 仕 合せで あり 

たち ま 

ました。 道 庵 先生で も 居 合わそう ものなら、 忽ち 御 


自慢の 本草学 を 振り 廻して、 いっぱしの 科学者 気取り 

で、 ブリキの ような メス を ガチャつ かせて、 山の 通人 

に 食って かかった に 相違ありません。 

山の 通人 は、 暫く テレ てい ましたが、 その テレ 隠し 

のように、 お雪の 方へ 向い、 

「あなた は、 どちらから、 おいでになりました ね？」 

と 尋ねました から、 お雪 は 正直に、 

「甲 州の、 上野 原で ございます」 

と 答えました。 

「はは あ、 上野 原です か」 

「左 漾 でございます」 


お雪が この場合、 英語 を 知らなかった の も 幸いで、 

もし 英語の 少しで も カジって いて、 ハイランドで ござ 

います …… なん ぞ としゃれ よう ものなら、 また この 通 

こごと 

人から お 小言 を 食った のでし ようが、 ドコ まで も 素直 

なお 雪 は、 通人 をお こらせる だけの 返答 を 与えません 

でした。 

「御 商売 は 何です か、 お 家 は …… ？」 

と 尋ねられた 時 も、 お雪 は 神妙に、 

「上野 原で、 月見 寺と お聞きに なれば、 すぐ わかり ま 

す」 

もし、 この場合、 お雪 ちゃんが 女学校 出のお 茶 ツビ— 


で、 実家が 高利 貸で もして いて、 「わたしの 家 は アイス 

クリ— ムょ」 とで も 言おう ものなら、 この 通人 は 真顔 

になって、 「それ はお 菓子い 御 商売です」 としゃれ たか 

も 知れません。 

こういう 通人の 入り込む こと もまた、 山の 炉辺の 一 

興でありましょう。 

九 

その 翌日、 お雪 は 柳の 間に 籠って、 いつにな く 冴え 

ない 色 をして、 机に 向って 筆 を 執って いる。 


「弁 信さん  

ななしぬ ま 

あたし、 きょう もまた、 ひとりで、 無名 沼まで 行つ 

て 来たの よ。 

四方の 峰から、 雪が 一日一日に、 谷に 向って 強い 力 

お  ゆうゆうかんかん 

で 圧して くる 中 を、 毎日、 悠々 閑々 として 散歩に で 

あるく、 わたし をのん き だと は 思わない …… ？ 

その実、 沼まで 行く 道 だって 大抵 じ やない のよ。 け 

れ ども、 天気 さえよ ければ、 毎日 一度 は、 あの 沼 ま 

で 行って 見ない と 気が済まな いの。 それ も、 人に こ 

とわる と 留めます から、 わたし 一人で、 ないしょで 


行きます。 

以前に も 申し上げました 通り、 この 沼 は、 わたし を 

引きつけ る 力が 有り 過ぎます。 

あの 事件が あって 以来、 少しの 間 は 遠ざかつ ており 

ました けれど、 どうしても 引きつ けられて しまい ま 

こわ 

す。 怖い という 沼ではありません もの …… ほんとう 

は 怖い 沼 かも 知れません が、 怖い もの ほどかえ つて、 

人 を 引きつけ るので はありますまい か。 

わたし は 毎日 毎日、 あの 沼へ 引きつ けられて 参リま 

す。 そうして 離れ 小 岩の、 絹糸の ような 藻の あると 

ころ、 御存じでしょう、 最初に あたしが 浅吉 さんと 


いう 人の 死骸 を 見たところ、 後に あのい やなおば さ 

お ぼ  し 

んが 溺れて 死んだ というと ころ。 知らず 識ら ず、 わ 

たし は あの 岩の 上へ 立た せられて しまう のです …… 

それで、 わたし はいい 気になって、 あの 岩の 上で、 

藻の 中 を かき 分ける ようにして、 何 を 見て いるので 

しょう。 自分の 姿 を、 水鏡に している のです から、 

ほんと に 自分ながら、 気が 知れない こと だと 思い ま 

きょう も …… その 通りに して、 わたくし は あの 離れ 

岩のと ころに 立って、 水鏡 をう つしながら、 万葉集 

の 歌と 思い合わせて、 自分の 髪の毛 を 腕で 巻いたり、 


指先で ひねった りして、 ひとり 楽しんで おりました 


弁 信さん —— 

いちょう がえ 

わたし は、 そちらに いた 時の ように、 銀杏 返し や、 

島 田に 髪 を 結って はいない のです よ。 グ ルグル 巻き 

にしたり、 お下げに したり、 洗い髪の ままで いたり 

す るんで すけれ ど、 人の つき 合いが ありま せんから、 

これが 無作法に もな りません し、 また ちっとも 恥 か 

しいと は 思いません。 

万葉集の 歌に は、 よく 髪の毛の ことがあります のよ、 

い のち 

女 は 髪の毛 を、 生命の ように 大事に する ことがあり 


ます。 

自分で さえ、 手 ざ わりの やわらかな 毛 をい じってい 

ると、 可愛らしく なって しまう ことがあります。 

わたし は、 髪の毛 を 美しく 結んで、 人に 見せる より 

は、 解いた 髪の毛 を、 自分の 腕に 巻いて いる 心 持が 

何とも 言われません。 

弁 信さん —— 

こうして、 わたくし は、 自分の 髪の毛 を 腕に 巻いた 

リ、 ろくで もない 器量 を 水鏡に うつした りして、 ひ 

とり、 いい 気持に なって、 離れ 岩の 上で さんざん 遊 


んで、 宿へ 帰る こと を 楽しみにして いたので すが… 

…もう 一 一度と は あの 岩へ 行きますまい。 

今度と いう 今度 は、 もうあの 岩へ は 遊びに 行きます 

まい。 …… こんな こと を 言います と、 また 何 か 水の 

底で、 おそろしい 人の 死骸で も 見た のかと、 あなた 

が 心配して お尋ねになる 様子が、 わたくしに ありあ 

りとうつ リ ますが、 決して、 そういう わけで はない 

のです。 

きょうとい うきょう は、 何ともい われない いやな 思 

いが、 不意に あの 岩の 上で 起り ましたの は …… 

弁 信さん …… 


あなた だから それ を 言います …… あなたで なければ、 

それ を 聞いて 下さる 人はありません。 それ は 水の 中 

で、 ものすごい 人の 姿 を 見た のではありません。 

わたしの お腹の 中で、 何ともい えない いやな 思い を 

致しました。 

弁 信さん —— 

それ をい うの は 苦しう ございます。 いつぞや、 あの 

いやな おばさん は、 わたしの 乳 を 見て、 黒くな つた 

と 言いました。 

…… その 時 はわた し、 いやな 思い をした だけでした 

けれど、 きょうは 人の 口からで なく、 自分のお 腹の 


中で、 そのい やな 声が 聞え ました。 

ああ、 弁 信さん —— 

わたし は 妊娠した のじ やないで しょうか。 

もしそう だと すれば、 ほんとうに、 どうしたらいい 

でしよう。 

あの 時、 あのい やなおば さんから、 乳が 黒い とから 

かわれた 時、 真 赤に なった わたし は、 ただ 恥 かしく、 

口惜しい 思い をした ばかりでした けれど、 今 は、 わ 

たしのお 腹の 中が 動きます。 

ああ、 怖ろ しい ことです …… わたし は、 ほんとうに 


身 持に なった ので はない かと、 この 胸が さわぎ 出し 

ました。 そう 思う と、 いよいよ お腹の 中で、 何 か 動 

き つづけて いるよう です。 

そんな はず は 決してない、 と 気を取り直して、 心 を 

落着け ようとし ています けれど、 もし、 そうで あつ 

たら、 わたし は 取 返しが つきません。 

わたし は、 世間へ 顔向けが できません。 わたし は、 

もう 以前の 無邪気な 心で 弁 信さん に 顔 を 向ける こと 

さえで きません。 

すた リ もの 

わたしの 一生 はこれ から 廃物です。 ああ、 怖ろ し 

い 身の 破滅が、 わたしの 身に ふりかかって 来たよう 


です。 

今まで 生涯に 全く 覚えの ない 怖ろ しさに、 わたしの 

胸が おののきます。 これ を 書いて いる 筆の さきが ふ 

るえ て います。 

わたしの 顔の 色 は、 土の ように 変って いるに 違いな 
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弁 信さん —— 

こんな 事まで 打明け ますと、 あなた はさ だめし、 わ 

たしが 温泉へ 来てから、 手の つけられない いたずら 

者に でもな つ たように お考えになる かも 知れません 


が、 決して、 そんな ことはありません のよ。 

わたし は、 どなたに も 同じように おつき 合い をし、 

同じように 可愛がられて、 少しも みだらな ことに 落 

ちた 覚えはありません のに …… 

みおも 

もし、 わたしが 身重に なったら、 世間 は 何と言うで 

しょう …… 

てて  ご 

なお、 わたしが 父な し 子 を 生んだ というよ うな こと 

が、 仮り にで も 本当で したら、 怖ろ しい ことで は あ 

リ ません か。 わたしの 罪 も 二重に なり、 わたしの 不 

幸 も 一 一重になる ではありません か。 

よし、 わたし は 一 生す たり 物になる としても、 その 


子が …… その子の 長い 一 生が、 またす たり 物になる 

ではありません か。 

弁 信さん —— 

あなた、 よく 教えて 下さい。 覚えの ない 妊娠と いう 

ことがあります か。 

父の ない のに、 子と いう ものが 生れる ものでしょう 


わたし は、 この 苦しい 思い を 打明けて、 誰に も 相談 

する ことができません。 

こんな 時 こそ、 せめて、 あのい やなおば さんでも い 


て くれたら、 かえって いい 相談 相手であった かも 知 

れ ません が、 今 は その 人 さえお りません。 

ぜひな くこう して、 遠い ところに いる あなたに 手紙 

で 御 相談 を かけて みる、 わたしの 胸の 苦し さ をお 察 

しく ださい。 

よく、 昔の 本な どに は、 物の 精に 感じて、 身 持に な つ 

た 女が あるそう です が、 わたしの も そんなの ではな 

いでし ようか。 

今の 世で そんな こと を 言えば 笑われて しまいます。 

身 持に なった わたし を、 だれも、 不義いた ずらの 結 

果と 見ない もの はあります ま い。 


郷里へ 帰れば、 知れる 限りの 人の 指が、 わたしの 

身体へ 蜂の巣の ように 突き刺されて、 その あざ笑い 

の 痛 さ、 冷た さが、 想像して さえ 骨身に しみる よう 

です。 

万一、 これが 本当の 身 持であった なら、 どうしても、 

わたし は 故郷へ 帰れません …… 

そうかといって、 身 二つになる まで ここに 保養 をし 

ていて、 それから どうなる のです。 どちら を 行って 

もす たり 物ではありません か。 

身 持に なった 身 をいだ いて 帰っても、 生み落した 子 

を …… こんな こと を 書く のさえ、 何ともい えない い 


やな 気がし ますが、 その子 を 抱いて 帰っても、 人の 

冷笑の 痛 さは 同じではありません か。 

どのみ ち、 わたし は 鉄の ような 仮面 を かぶる か、 或 

いは この 良心と いう もの を、 石ころの ように コ チコ 

チ にした 上で なければ、 人様の 前へ は 出られな いの 

です。 

て つ めんぴ 

…… わたし は、 そうまで 鉄面皮と いう ものに はなれ 

ません。 

弁 信さん …… 

わたし は 死んで しまいたい 気がします。 


そんな 恥 かしい 思い をす るく らいなら、 いさぎよく 

自殺した 方が よい。 死んで しまいたい」 

十 

その 晚、 この 温泉の 炉辺の 閑話に、 一 つの 問題が 起 

りました。 

近頃、 山々 へ 登る 人が、 よく 山々 を 征服した という。 

征服の 文字が おかしい という 者が ある。 おかしく はな 

いま 

い、 古来 人跡の 未だ 至らなかった ところへ、 はじめて 

人間が 足跡 をし るすの だから 痛快で ある、 征服の 文字 


はいつ こうさし つかえがない、 という 者が ある。 

ハハ ハハと 高笑い をして、 富士山 を 征服した という 

から、 おら あは あ、 富 士の山 を 押 削って 地なら し をし 

て、 坪 幾らかの 宅地に でも 売り こかして しまった のか、 

そり や は あ、 惜しい こんだ と 思って いたら、 何の こと 

だ、 富 土の 山へ 登って 来たの が 征服 だとい うこと だか 

ら 笑わせる …… 上へ たかった のが 征服なら、 蠅 はとう 

から 人間 様 を 征服して いる …… と 山の 案内 者が 言い ま 

した。 

山の 案内 者 は、 近頃の 征服 連の 堕落 をな げき、 高山 

植物な どの、 年々 少なく なること を も S: れ ている らし 
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その 時、 山の 案内 者の デコ ボコ 頭に、 燃え ぼ こりが 

一 つた かりました。 

それ を 見る と、 一 人が あわてて、 

「あれ 蚊が …… 」 

といって、 平手で ピ シャリ とその 男の デコ ボコ頭 をた 

たき ましたが、 もとより 蚊でありません から、 たたい 

た 者、 たたかれた 者、 共に あっけに 取られ、 見て いた 

者 も、 暫く は あいた 口が ふさがらな いのは、 思い設け 

ぬ 余興で ありました。 

白骨の 温泉 場の 今時分、 蚊が いようと 思う のが そ も 


そ も 間違いで、 よし 蚊が いたから といって、 平手で ピ 

シャリ 打つ までの こと はな かろうに、 気が 早い の だか、 

間が 抜けた の だか、 わからない ものです から 一座が 

あっけに 取られ、 やがて ドッと 笑い 崩れました。 たた 

かれた 山 案内の デ コボコ 頭が おかしかった からでし よ 

、つ。 

それにつ いて …… 仏典に こんな 話が ある。 印度に 一 

おやじ  ひたい 

人の 馬鹿野郎 があって、 ある 時、 親爺の 額へ 蚊が と 

まった の を 退治て やる つもりで、 有 合せた 丸太 ン棒を 

取り上げ、 馬鹿野郎 のこと とて、 力 を こめて 親爺の 額 

にと まった 蚊 をな ぐった もの だから、 親爺 もろともに 


ナグリ 殺して しまった …… この 話で 一 座が また 笑い 崩 

れ ました。 

そこで、 蚊の 話が 一座の 話題の 興味に なると、 例の 

一 茶び いきの 俳諧師が、 

蚊 一 つに 施し 兼ねし わが 身 かな 

これ は 一茶ら しい 主観が あってい い。 皮肉に も、 慈 

悲 にも、 同様に 取れる ところが 一 茶の 身上 である。 

ひまじん 

閑人 や 蚊が 出た 出た と 触れ 歩き 

も 自然の ウィット があって 面白い。 たくまず して 気の 

き 

利いた 状景を とらえた ところが 眼に 見る ようで ある。 

しょく さんじん 

それに 比べる と、 蜀 山人が、 松 平定 信の 改革 を 諷して、 


世の中に 蚊 ほどうる さきもの はなし 

文武と いひて 夜 も 眠られず 

は、 露骨に して、 下品で、 野卑 だ。 

松 平 楽 翁 ほどの 名 政治家の 改革ぶ り を、 蚊に たとえ 

て、 御 当人 得意がって いると ころが、 自身の 薄っぺら 

よら わ t こ 

な 腸 を 見せつ けて いるよう でィャ だ、 という 者 も あ 

りました。 

その 通り …… いったい、 今の やつら は それよりも、 

もっと 皮肉が 下等で、 諷刺が 糠味噌 ほど も 利かない。 

蜀 山人な ど は 江戸 ツ子が つて、 ヮサビ のように 利かし 

たつ もりだろう が、 その 利かせる つもりが、 鼻に つい 


ていけない。 

本当の 諷剌 や、 皮肉 は、 自然にして、 温雅に して、 

同情が あって、 洞察が あって、 世間の 酸い も 甘い も か 

み 分けて、 それ を 面に も 現わさず、 痒い ところへ 手が 

か  き 

届きながら 搔 かず、 そうして その 利き目が、 時間が た 

つ ほど 深刻に、 巧妙に 現われて 来る もの だが …… 本当 

の 諷刺 家が いないの は、 つまり 本当の 批評家が いない 

の だ、 というよ うな 議論に なって、 蚊 一 つの 問題から、 

炉辺が 異常なる 緊張 を 示した の も、 時に とっての 一興 

でありました。 

この 席に、 いつも 見る はずのお 雪ち やんだ けがお り 


ません。 

十 一 

その 翌日のお 雪の 手紙。 

「弁 信さん  

昨晚 は、 夜通し 怖い 夢ば かり 見ました。 

いま、 起きた ばかりの、 ねまきの ままで 机に 向い、 

きのうの 手紙の 続き を 書かなければ ならない ほど、 

切迫して いる わたしの 心 持 を、 昂奮し きってい るよ 

うに、 あなた は、 想像な さる かも 知れません が、 そ 


の 実、 わたしの 胸 はきのう より は ズッと 冷静な のよ。 

それ は、 昨晚、 あまり 怖ろ しい 夢に 責めさい なまれ 

通した おかげで、 この度 胸が 据わった というの かも 

知れません。 そうでなければ、 わたしの、 しおら し 

い 娘心が、 一夜の うちにす さんで しまったの かも 知 

れ ません。 

昨晩の 夢で …… わたし は、 さんざん 姉さんに いじめ 

られ ました。 

姉と いうの は、 あなた もよ く 御存じの、 わたしが こ 

こうしん づか 

こへ 来る 前に、 巣 鴨の 庚申 塚で 殺された、 わたしに 

とって は 大好きな 親 違いの 姉であります。 


その 姉が、 昨晚 夢に 現われて、 さんざん わたし をい 

じめ ました。 

わたし は、 何とも 言い わけ をし ませんで したが、 あ 

の 親切な 姉が、 どうした もの か、 あんまり ムキ になつ 

て、 わたし を いじめる ものです から、 わたし も ツイ 

二言 三 言、 何 かいいました。 そうすると、 姉 は 泣き 

ながら 怨めしい 顔 をして、 わたしに 打って かかる で 

はありません か。 あんまりの ことです …… 

そうして、 ついに は、 身に 覚えの ない 言いが かりま 

でして、 わたし を いじめました。 わたし も、 それば つ 

かり はだ まって いられな いので、 口惜しが つて 泣き 


ました。 泣いて 姉に 食って かかりました。 

そうすると、 あくまで、 わたし をい じめ 抜いて いた 

姉が、 急に 飛び退いて、 冷笑 気味に なって 申し まし 

た、 

『白々 し いこと をお 言いで ない よ、 そのお 腹 を ごら 

ん』 

こうい われて 指さされた 時に、 わたし は 泣き伏して、 

この 顔 を、 姉の 痛い 眼つ きから 避ける より ほか はす 

ベが ありませんでした。 

『姉さん、 あんまり 口惜しい …… 』 

『いたずら 者、 油断 もす きもな り やしない、 よく い つ 


たもの だね、 小娘と 何とか は …… 覚えて おいで、 そ 

の 報いが どこへ 来る か 覚えて おいで、 お前が もし、 

わたしの ような 運命に 落ちても、 わたし は 知らない 

から …… 』 

こういって、 姉 は 泣き伏し ている わたし を、 意地悪 

く のぞき 込む ようにして、 白い 眼で 睨みました。 

常の 姉と は 似ず、 あんまり 薄情で、 あんまり 手強い 

から、 わたし も ツイ ツイつ リ 込まれて、 反抗の 気味 

になり ました。 

『よう ござんす よ …… 自分の した 罪 は、 自分で 背負 

いますから』 


と、 わたし も 自暴の 気味で そう 言います と、 姉 は 一 

層 こわい 目 をして、 

『生意気な こと をお 言いな さ い、 お前の ような 世間 

知らずに、 どうして、 自分の した 罪が 背負い きれま 

す  』 

『よう ござんす、 姉さんのお 世話に はな リま せんか 

ら』 

『誰もお 前の世 話 をして 上げる と は 言わない よ …… 

立派に 一人 〔#  二人」 は 底本で は 「 一 リ匕 で その 始末 

をして ごらん』 

『します とも、 わたし は、 自分の 知らないでした 罪 


は、 どこまでも 自分で 背負いき つて、 人様に 御迷惑 

はかけ ません から …… 』 

『いたずら 者 …… 』 

『いつ、 わたしが いたずら を 致しました、 わたし は、 

誰かの ように、 夫 を 持ちながら、 二人 も、 三人 も、 

ほかの 人 を 愛する ような こと は 致しません から… 

〜』 

『何 をお 言いだ え、 お前、 もう 一度い つて ごらん』 

姉 はっかみ かかる ような 勢いで、 わたしに 向って 来 

ました。 そうして、 わたしの 髪の毛 を 引 据えて、 さ 

ん ざん に 打ちました。 


わたし は 姉の する ままに まかせて、 少しも 争わない 

で、 ぶっだけ ぶたれ ており ましたが …… どうしたの 

でしよう、 そのぶ たれる のが、 何ともい えない いい 

心 持で ありました。 

弁 信さん —— 

それから、 わたし はもう いっそ、 なにもかも 許して 

しまおうかと いう 気になりました。 

姉が、 あれほど 手づ よく、 わたし を 疑ったり、 責め 

たりし なければ、 わたし も、 こんなに 度胸 を 据える 

ように はなら なか つ たか も 知れません。 


妊娠なら 妊娠で かまわない。 身 持に なったら 身 持に 

なった までの ことよ …… こんな こと を、 平気で 書い 

ている わたしの 顔 は、 悪魔が 手 を 延ばして、 何 かの 

色に 塗りつぶして いるの かも 知れません。 

弁 信さん —— 

わたしの 処女性 は 失われました。 

少なくとも、 こんな こと を 平気で 書いて いられる ほ 

どに、 わたしの 娘心 はす さびました。 これが 自暴と 

いう もので しょうか 知ら …… 自暴なら ば 自暴で かま 

いません。 


もし、 わたしの この 身 持が 本当の ことで したら、 も 

う、 わたしの 行く 道 は、 自暴より ほかにない では あ 

りません か。 

その 道が ありましたら、 弁 信さん、 教えて 下さい 

昨日の 手紙に、 わたし は 死んで しまいた いと 書き ま 

したが、 今 思い返して みると、 死んでも 死に きれま 

せん。 

ああ、 今 もこの わたしの お腹のう ちが うごめきます- 

気のせいでしょう、 気のせいに 違いありません。 け 

れ ども、 こうして いるう ち も、 お腹の 中で、 何 か 動 

いている という 不安が、 一刻 一刻に 高まって ゆく 気 


持 を どうす る こと もで きません。 

ああ、 忌な、 こうして、 わたし は 幾 月 かする うちに 

人様に 隠せない ようになって、 自分 を 穴の 中に でも 

入れて おかない 限り は、 見る 人の 噂の 的と なる に 

相違ありません。 

しらま- 3 

白骨の 湯 は、 人里 離れて 奥深い と は 言いながら、 や 

がて、 わたし はこ こに も 身 を 置く こと はでき なくな 

るでしょう。 

『相手 は 誰 だ』 

例の つめたい 声が、 もう ひしひしと わたしの 背後に 

ささやかれて いるよう な 気がします。 


『相手 は 誰 だ』 

実に、 この ささやき は、 わたしの 頭 を クル クルと さ 

せ、 心臓 を つらぬいて しまいます。 

けれども 何とか、 この ささやきに、 わたしが 返答し 

ない 限り、 その 疑惑 は 強く、 高くなる 一方で、 ささ 

やき は、 やがて 雷鳴の ように 強くな り、 疑惑 は 海の 

ように 深くなる ばかりです。 

です けれども、 弁 信さん、 わたしに は 全く 覚えが あ 

リ ません のよ。 

覚えの ない こと は、 言われない じゃありません か。 

言われなければ 言われない ほど、 人様 は 勝手な 評判 


を 作る でしよう。 

ついに、 わたし は 相手の 知れない 父な し 子 を 生んだ、 

手の つけられない みだらな 女と して、 人の 冷笑の 中 

に 葬られて しまわねば ならない が、 それよりも 不幸 

なの は、 この 子が …… わたしに 子供 なぞ は有リ やし 

ません、 妊娠で ない こと は 確かです けれども、 もし 

かして、 父な し 子の 運命 を 以て 世に 生れた 子供 …… 

この 子供の 不幸に 比べたら、 わたしの 不幸な ど は、 

言う に 足らない もの かも 知れません。 

そうな つて は、 死んでも 死に きれないで はあり ませ 

ン ゝ o 

んカ 


どうしても、 わたし は 一人で は 死ねません。 生きて 

も 二重の 罪に 生き、 死ぬ にも 二重の 罪 を 犯さな けれ 

ば、 死ぬ こと さえで きません。 

弁 信さん —— 

何 かよい 方法はないでしょう か。 

せめて 一 方 だけ 生き 得られる か、 また 一 方 だけ 死ね 

るか、 その 方法が ありましたら お教え 下さい まし… 

ああ、 わたしと した ことが、 まあ 何とい う 愚痴 を 書 

きつら ねた ものでしょう。 こんな こと は みんな 変で 


はありません か。 いつ、 誰が、 わたしの 妊娠 を 見 届 

けた ものが あります か。 自分で さえ その 証拠が あげ 

られ ない もの を —— いやな おかみ さんの は、 もとよ 

り ホンの 冗談であります。 取 越し 苦労に も 程の 

あった もの。 

わたし は 沼へ でも 遊びに 行って、 この 気散じ を 致し 

ましょう  」 

十二 

炉辺の 閑話に 蚊 話が 持 上った 時、 その 最後に、 楽 翁 


公の 寛 政 改革に ついて 大いに 意気 を 揚げ、 蜀 山人 を 

罵 る 者が ありました。 

楽 翁 公が 大いに 文武 を 奨励して、 士風 堕落 を もり 返 

そうと 企てられ たの を、 「か」 ほどうる さきもの はなし 

「ぶんぶ」 といいて 夜 も ねられず、 と は 何事 だ。 

徳川 中興 以後、 松 平 楽 翁 だの、 水 野 越 前 だの、 問題 

では あるが か 伊 掃 部 だのと いう、 名望と、 手腕と を、 

備えた 政治家が 出で たれば こそ、 今日まで 持ち こたえ 

たので ある。 

政治家 は、 もとより 民衆の 友で は あるが、 人間の 下 

劣な 雷同 性に おもねる ような 政治家 は、 世 を 毒す る こ 


と、 圧制 家よりも 甚だしい。 蜀山 という 男 は、 微禄な 

がら 幕府の 禄を 食む 身分で ありながら、 一 代の 名 政治 

家 を 蚊に たとえる と は 言語道断 である。 あの 堕落、 

阿諛、 迎合、 無気力 を 極めた 田 沼の 時代で さえ、 

世に 逢 ふ は 道楽者に おごり もの ころび 芸者に 山師 

運上 

となげ いた 市民に は、 まだ 脈が ある …… 

それから 問題が 一転して、 この 席へ、 お雪の 姿が 見 

えない という 不審が みな 一 致しました。 

お雪 は 誰に も 心安く、 誰に も 愛され、 誰の 話 を も 身 


を 入れて 聞きたがる ことにお いて、 この 一座に は 欠く 

ベから ざる 人気 を 持って おりました。 今晩に 限って、 

その 人が 顔 を 見せない こと だけで も、 炉辺 を 非常な 淋 

しい ものにす ると 見えて、 

「お雪さん は、 どうしました？」 

誰い うとな く、 その 叫び声が 繰 返された けれど、 い 

つまで 経っても、 その 人が 姿 を 見せません。 

「お雪さん …… ？」 

「どうしました か、 病気に でもな り やしません か？」 

「いいえ …… 病気で もない ようです が …… 」 

「今朝から、 あの人の 姿が 見えません よ」 


ななしぬ ま 

「いいえ …… 今朝 早く、 ねまきの まんまで 無名 沼の 方 

へ 出て 行きました」 

「え、 あの 子が 一 人で 無名 沼へ …… ほんとうです か？」 

早く も 顔の 色 を かえた ものが あります。 あの 出来事 

以来、 無名の 沼 を、 魔の 池の ように 恐れて いる 者が あ 

る。 

「そうして、 無事に 帰りました か？」 

「え、 帰る に は 帰った でしよう、 さきほど、 部屋で 手 

紙 を 書いて いるの を 見た という 者が あります から… 

〜」 

「それ はま あ 安心です …… 誰か 様子 を 見に 行って 来て 


は  」 

「そうです ね  」 

といった けれども、 誰も 急に 立とうと する 者 はあり ま 

せん。 まず 立ち上るべき ほどの 人で も、 お雪の 占めて 

いる 柳の 間まで は、 長い 廊下の、 暗い ところ を 伝い 伝つ 

て、 三階まで 行かなければ ならぬ おっくう さが、 先に 

立った ものと 見える。 

また 物にせつ かない 連中 は、 来る 時には 招かず とも 

来る 人、 来な いのは、 何 かさし さわりが あるの だろう、 

招きに 行って、 迷惑 がらせる にも 及ぶまい、 という 遠 

慮 も あつ ての ことら しい。 


強いて 呼び迎えて 来なければ ならぬ という ほどの こ 

と はない が、 お雪が いないため、 この 一座の 淋し さは、 

他の 何者で も 埋められな いと 見えて、 噂 は やっぱり 

お雪の ことのみ に 集まる。 

「お雪ち やん は、 昨晚 泣いて いました よ」 

「え、 泣いて いました か？」 

「夜中に、 泣いて いました」 

「では、 急病で も 起った のか 知ら？」 

「わたし も、 そう 思いました から、 暗い 廊下 を 半分ば 

かり 龃 けつけ てみ ましたが、 急に やめました」 

「どうして？」 


「泣いて いたお 雪さん の 部屋に、 人が 一人い るよう で 

す 力ら  」 

「誰です か、 あの 久 助さん です か、 そういえば 久助さ 

んも いない」 

「いいえ、 久 助さん では …… 」 

といって 語る 人が、 おのずから 言葉が ふさがって、 顔 

色が あおざめ、 くちびるが ふるえ、 歯の根が 合わない 

ものです から、 委細 を 知らない 人た ちまで がゾッ とし 

て、 水 を 浴びせられ たような 気分に なりました。 

その 翌日 も、 お雪 は、 炉辺の 一 座へ 顔 を 見せません 

でした。 


けれども 別に 病気で ない こと は、 ひとりで お湯に つ 

かってい る こと も あるし、 廊下で すれ違った 人 も ある 

のです から、 その 点 は 心配 はない が、 湯に 入って いる 

時で も、 人 を 見る と 逃げる ように、 廊下で 逢う 時 も、 

わざと 顔 を そむける ようにして 通り過ぎ るの を、 いつ 

もの 快活な 人に 似合わな いと、 噂 をす る 者 も ありまし 

た。 それで、 あの 娘 は 病気で もなん でもない けれど、 

連れの 人が 悪い ので、 それが ためにお 雪 も 出ぬ けられ 

ない のだろう、 と 解釈す る 者が 多くな りました。 

お雪に は、 久 助の ほかに 連れの 人が ある。 お雪の 口 

ぶりに よれば、 それ は 兄で ある ともいうし、 また 先生 


と 呼ぶ ような こと も あるが、 その 人 は、 絶対に この 一 

座の 人に は 加わる ことがない のみならず、 その 存在 を 

知っている 人す らも、 この 一座の 中に 極めて 稀れ だと 

いう 有様であります —— つまり、 その 人の 病気が 悪い 

ので、 お雪が 心配して、 自分 も 浮かぬ 色に なり、 楽し 

みに している 炉辺の 閑話に も 出られない のだろう と、 

好意に 解釈したり、 想像した りして、 この 上 もな く 物 

足りない ながら、 わざわざ 人 を やって、 お雪 を 招こう 

と はしませんでした。 

ところが、 一日た ち、 二日た つうちに も、 お雪 は容 

易に この 帟へ 再び 姿 を 現わそうと はせ ず、 そのく せ、 


抜け出す ようにして、 かなりの ひとり 歩き を 試みて 帰 

る ことが 多い ようです。 つま リ、 今まで 社交 を 好む よ 

うに 見えた お雪の 性格が 一変して、 なるべく 人 を 離れ 

て、 ひとり ほしいままに する こと を 好む ような 性癖に 

変った と 見れば、 見られない ことはありません。 

十三 

「弁 信さん …… 

今日は わたし、 焼 ケ岳を 見に 参りました のよ …… 」 

お雪 はまた しても 弁 信に あてての 手紙 を 書き出し ま 


した。 

「弁 信さん …… 

わたし は 何に つけても、 かにに つけても、 あなたの 

名 を 呼びかけずに はおられません。 

その 次に は、 いつも 茂 ちゃんの ことが 気に かかり ま 

茂ち やん をよ く 見て 下さい。 あの 子 は 気ままに どこ 

へで も 行きます から、 あなたの 見えない 目で、 いつ 

まで も 見て いていた だかない と、 あの 子 は どこの 空 

へ 飛んで しまう かわかり ません …… 

弁 信さん —— 


何 をお いても、 わたしが、 あなたの 名 を 呼びかけず 

に はおられな いように、 あなたの 名 を 呼びかけ ると、 

どうしても 机に 向って、 この 心の ありのまま、 思う 

まま を 書いて みないで はいられません …… 

最初 はた だ、 あなたに おたより だけ をしたい 心 持で、 

かりそめに 筆 を 執りました のです が、 今と なって み 

ると、 もう わたし は、 これ を 書かずに はおられ ませ 

てもと 

ん。 あなたのお 手許へ 届こうと も、 届くまい とも、 

あなたが 見て 下さろう とも、 下さるまい とも、 わた 

し はこの 手紙 を 書かずに はおられ なくなりました。 

つまり、 今の わたし は、 手紙に 書く ために 手紙 を 書 


いている ような もので ございます。 

用意に 持って 参りました 白い 紙 は、 だいぶ 残って は 

いますが、 この 分で、 わたしが 精 いっぱいに 書いた 

たち ま 

ら、 忽ち それが つきて しまう こと は 眼に 見える よ 

うです。 用意の 白紙が なくなったら、 わたし は、 ふ 

ところ 紙で も、 紙の きれはし でも、 白い という 白い 

もの は 大切に しょうと、 今から 心がけて います。 も 

し 弁 信さん が 近いと ころに いましたなら、 わたし は、 

あなたに 紙 を 送って 下さい、 沢山に …… と 何よりも 

先に、 この こと をお 願いした いと 思います。 

今日は 焼 ケ岳を 見物に 参りました。 


焼ケ 岳と いう 山 は、 距離に して はこ こから、 さほど 

遠い ところではありません が、 この 温泉 場で は 見え 

ません。 乗鞍ケ 岳と いうの も、 つい 近いと ころに あ 

るので すが、 それ もこ こで 見て は 見えません …… 少 

なくと も、 これらの 山々 を 眺める ところまで 行く に 

は、 無名の 沼 を 越えて、 かなりの 山路 をの ぼって 行 

かなければ ならない のです …… 乗 鞍 ケ岳も 好きです 

が、 焼ケ 岳の 煙 を 見る こと も、 わたし はい やで は あ 

リ ません。 

弁 信さん —— 


わたし は 今、 焼ケ 岳の 歌 をつ くりました。 歌と いえ 

ましょう か 知ら。 

茂 ちゃんの 歌と 比べて どうです か。 少なくとも なさ 

かの わかる だけ は、 わたしの 方が まし だと 思って い 

ただき と う ，1 ざい ま す。 

茂 ちゃんの 歌 は、 全く あれ はでたら めでしょう けれ 

ど、 あので たらめ に、 わたし は 何ともい えず 引きつ 

けられる ことがあります。 もし、 あの 子に 歌の 学問 

を させたら、 どんなに 立派な 歌よ みになる か …… そ 

れ とも、 学問 を させたら、 さっぱり 歌が うたえな く 

なる か、 そのこと は、 わたしに はわ かりません。 


まあ、 わたしの 歌 を 書きつ けて みましょう 

焼ケ 岳よ 

お前 は なぜ 火 を ふいて いる 

この あたりに は 

高い 山と いう 山が 

かずしれ ず ある その 中で 

昔 は みんな 

お前と 同じように 

争うて 天に 向つ て 

火 を 吐いて いたと いうが 


今 は みんな おとなしく 

鳴り をし ずめ 

気焰を 納め 

おさ 

雪に 圧 えられても 

風に けずられても 

怖れ もせず 

泣き もせず 

千古の 沈黙に 

落ちて しま つ て 

生きて いるの か 

死んで しまった のか 


それさえ わからな いのに 

焼ケ 岳よ 

お前 だけが 生きて いる 

もう 少し 高い ところで 

見て ごらんな さ い 

槍が 見える 

穂 高が 見える 

白馬の 背が 見える 

しゃく じょ う 

笠 ケ岳も 錫 杖 も 

立山 も 乗 鞍 も 

木 曾の 御岳山 も 


加賀の 白山 も 

みんなお 前より は 

兄さん 分であろう のに 

どれ もこれ も 

雪に 圧されて 

頭 を 上げ 得ない のに 

お前 だけ は その 頭上に 

降る 雪 を 寄せつ けないで 

天に 向つ て焰を あげる 

胸に 思い余る 火が あって 

外に 燃 ゆる 恨みが 


い つまで もお 前 を 若く し 

さながら、 乙女の 

みどりの 黒髪に 似た 

その 煙 

その 煙が 美しい …… 

弁 信さん —— 

わたしの 歌 は、 これでお しまいに なった ので はあり 

ません。 

わたし は、 まだまだ これから 山々 の 歌 をつ くりたい 

と 思って いますが、 歌 を 作る の は、 手紙 を 書く のよ 


り も 時間が かかります。 

わたし は、 この 手紙 を 書く のと、 歌 を 作る のとの 興 

味に 龃られ て、 この 二三 日と いう もの は、 炉辺の 皆 

さんの 学問に も、 お 話の 席に も、 顔出し をし ません 

ものです から、 みんな 変に 思って いるか も 知れ ませ 

ん。 

そういうと 何です けれども、 わたし は、 これで も 歌 

を 作る ことに 見込みが あるんで すって。 池 田 先生が、 

お世辞で はない と、 大 へんに ほめて 下す つた もので 

すから、 このごろ は、 筆 をと つて 歌 を 思い、 手紙 を 

書こうと すると、 ほんとうに 夢中に なって われ を 忘 


れて しまいます  

静かな 温泉に いて、 山 を 見たり、 水 を ながめたり、 

そうして、 ひまが あれば 歌 や、 手紙 を 書いて いる わ 

たしの ただいまの 生活 を、 あなた は 羨ましい と 思 

う …… それ は 違います。 

わたし は 苦しい のです、 いわば 苦し まぎれです。 夜 

になる と、 わたし は 夢の 中で —— さいなまれ、 いじ 

もて あそ 

めら れ、 弄 ばれ、 —— ああ、 それ は 言いますまい 

思い出す さえ 浅ましい。 

弁 信さん —— 


今日 も、 わたし、 あの 離れ 岩の 上に 立って、 じっと 

ななしぬ ま 

無名 沼の 水 を 見つめて おりました。 

その 時の わたし は、 いつもと 違って、 無心に、 あの 

水の 色と、 絹糸の ような 藻に、 みとれて いたので は 

ありません。 

わたし はこの 無名 沼 を 歌に よみたい と 思って、 われ 

を 忘れて おりました のです。 

そこで、 わたし は、 短い 歌 を 三つば かり 考えました 

が、 どうも、 まだ 言葉が 足りない ので、 しき リにェ 

夫 を 凝らして おりました ものです が、 沼の 水の 色 も、 

自分の 立って いる 離れ 岩の こと も、 その 離れ 岩の 不 


祥な 思い出の ことなん ぞも、 すっかり その 時に 忘れ 

果て、 ただ 歌にば かり 夢中に なって おりました。 

そうすると、 不意に 後ろから、 わたしの 肩 を 押える 

ものが あるので、 わたし は、 倒れる ばかりに 驚かさ 

れて しまいました。 

『あ …… どなた？』 

たしかに、 わたしの 人相まで 変って いた ことで しょ 

、つ。 

ところが その 人 は 案外に、 

『ま  ま  ま  ま  』 

と 高らかに 笑いました。 


がてん 

その 笑い声で、 わたし は、 はっと 合点が ゆきました 

が、 同時に、 今の 恐怖 は 飛び去る ようになく なって 

つづみ 

しまいました。 その 笑い声が、 晴れた 日に 鼓で も 

鳴らす ような、 さえざえした 陽気な 笑い声で、 この 

辺に、 こんな 陽気な 笑い声 を 持って いる 者 は ほかに 

はありません、 それ は 鎧 小屋の 神主さん で ありまし 

た。 

『まあ、 神主 様でした か？』 

『お雪さん、 考え 過ぎて はいけ ません よ』 

『ビック リ しました わ』 

『は、 は、 は、 わたしの 方で ビック リ しました よ、 


また 一 人心 中が 持ち あがる のじ やない かと 思って I 

I』 

『そんな ことはありません よ』 

『それでも 危ない もの だ、 お雪さん、 もっと こっち 

へお いでなさい』 

『どうして？』 

『お前さんの、 顔の 色 さしが いけません、 もっと 明 

るいと ころへ おいでなさい』 

『ずいぶん 明るい じゃありません か』 

『自分で、 自分の 顔が わかります か？』 

変な こと をい う 神主 様 だと 思い ましたが、 その 時に、 


また ふと わたしの 胸に 浮んだ の は、 では、 自分で こ 

そわから ない が、 このごろの わたしの 顔色 は、 いつ 

もと 違つ ている ので はない かしら。 

もしかして、 わたしに、 林の 中 を しょんぼりと 歩い 

ていた 浅吉 さんの 顔の 色、 あんな 色が 現われて いる 

ので はない かと、 それ を 思い 浮べて、 何ともい えな 

いいやな 心 持に 打 たれました。 

人が 見たら、 わたしの 顔に も、 あんない やな 色が 浮 

いている ので はない か 知ら …… 

その 時に、 神主 様 はまた 高らかに 打 笑い、 

『お前さんの 顔 は、 可愛 ゆい、 邪気の ない 顔でした 


が、 このごろ、 陰気に なって きました。 こんなと こ 

ろに いると、 死にた くなります から、 こっちへ おい 

でなさい』 

といって 神主 様 は、 わたしの 手 を 取って、 ズ ンズン 

と 鎧 小屋の 方へ 引っぱ つ て 行きました。 

弁 信さん —— 

それから、 わたし は あの 神主さん に 伴われて、 燈小 

屋 まで 参り ましたが、 すべてが、 なんという 陽気な 

ことでしょう。 

あの 神主 さまの 顔 は、 かがやく ばかりです。 といつ 


て も、 神様の ように 神々 しく、 近寄り 難い かがやき 

ではなく、 人間が 始終、 何 かに 満足しながら いきて 

いるよう なかが やきであります。 

わたし を 離れ 岩の 上から 引きつれて 行った 手の 温か 

ぎょう 

いこと、 こんな 寒い ところに、 ひとり 行 をして いる 

と は 思われませんでした。 

炉へ火 をたい て、 わたし を 温まらせながら、 わたし 

の 顔 を 見て、 にっこりと 笑った 眼の 細い、 頰の たつ 

みじん 

ぶりと した、 蔭 や、 毒と いう ものの 微塵 も 見えない 

おもだ  、 

あの 面立ち。 活 きた 福の 神様と いうの が、 これ だろ 

うと、 つくづく、 わたし は その 時に 感心 致しました。 


しかし、 この 福の 神様 は、 俵 もた くわえて いないし、 

金銭 も 持って はいない し、 そば 粉 か 何 か を、 毎日 少 

しずつ 食べ ている だけ だそう です。 

この 神主 様 は 毎朝、 お 光 を 仰ぐ ために、 乗鞍ケ 岳の 

頂上の、 朝日 権現 様まで、 人の 知らない うちに 登り、 

人の 知らない うちに 帰つ て 参ります。 

足の 達者な 人で も、 日帰りに はむ つかしい 山路 を、 

この 神主さん は、 ほんの 数える だけの 時間で、 往っ 

ま ね 

たり 来たりして いますの が、 とても 真似が できない 

といって、 山の 案内 者た ち も、 舌 をまい ている ので 

ございます。 


『お嬢さん、 あなた、 陽気に なら なきやい けません。 

陽気になる に は、 お 光 を 受け なきやな りません。 お 

光 を 受けて、 身のう ち を はらい 清め なきやな り ませ 

ん。 人 は 毎日 毎朝、 座敷 を 掃除す る こと だけ は 忘れ 

ません が、 自分の 心 を、 掃除す る こと を 忘れて いる 

からい けません。 自分の 心 を 明るい 方へ、 明るい 方 

へと 向けて、 はらい 清めて さえ 行けば、 人間 は 病と 

いう もの もな く、 迷いと いう もの もな く、 悩みと い 

う もの もない のです。 ですから、 何でも 明るい 方へ 

向いて、 明るい もの を 拝みなさい。 一 つ 間違って 暗 

い 方へ 向いたら、 もういけ ません よ。 暗い ところに 


は カビが 生えます、 魔物が 住 込みます、 そうして、 

いよいよ 暗い 方へ、 暗い 方へ と 引いて 行きます。 暗 

いところ に は、 いよいよ 多くの 魔物の 同類が 住んで 

いて、 暗い ところの 楽しみ を 見せつ ける もの だから 

ついに 人間が 光 を 厭うて、 闇 を 好む ような ことに 

なって しまう と、 もう 取 返しが つきません よ …… 早 

いたと えが、 この間の あの 二人 を ごらんなさい、 あ 

の 年と つた、 いやにい ろけ づ いたお 婆さんと、 それ 

にくつ つききりの 若い 男と を ごらんなさい、 あれが 

いい 証拠です よ。 あれが 明るい ところから、 わざ わ 

ざ 暗い ところへ、 暗い ところへ と択 つて 歩いて、 そ 


の 腐りき つた 楽しみに ふけった もの だから、 つい、 

あんな ことにな つてし まいました。 外の 空気の さえ 

渡って、 日の 光が たまらない ほど 愉快な 小春日和に 

も、 あの 二人 は、 拙者が いないと、 この 小屋の 中へ 

はい リ、 小屋 をし めきって は、 暗い ところで ふざけ 

きってい ました。 だから、 わたし は 山から 帰る 早々 

それ を 見つける と、 戸 を あけ 払って、 二人 を はらい 

出した ものです。 二人 は、 拙者の 振り 廻す 御幣 を ま 

ぶしが つて、 恐れ ちぢんで 逃げ出し たが、 逃げ出し 

て 暫くた つと、 また あの 森 かげへ 隠れて、 くっつき 

合って いました よ。 とても 窆し 難いと いうの は あれ 


ら でしよう、 放って置いても いいかげん すると、 う 

だって、 腐リ きってし まう 奴等です が …… みん ごと、 

えじき 

魔物の 餌食に なって、 二人とも、 沼へ 落ちて 死んで 

しまったが …… いやはや、 罪の むくいと はいえ 気の 

毒な もの さ …… お嬢さん、 あなたなん ぞは年 も 若い 

し、 今が 大切の 時です から、 暗い 方へ 行って はなり 

ません よ、 始終 明るく おいでな さいよ。 そうしない 

きのこ 

と カビが 生えます よ、 毒な 菌が 生えます よ …… 光 

明 は 光明 を 生み、 悪魔 は 悪魔 を 生みます よ。 ほんと 

に、 あなた はこの ごろ 顔色が 悪い、 この間 中の さえ 

ざえ した 無邪気な 色が 消え かかつ て 行く。 気 をお つ 


けなさい …… 』 

神主 様から、 こう 言われた 時、 わたし は 思いきって 

この 神主 様に、 この頃 中の 胸の 悩み を、 すっかり 打 

明けて しまおうかと 思いました。 

弁 信さん —— 

善き につけ、 悪しき につけ、 相談 相手と いう ものの 

ない わたし は、 この 時、 洗い ざら い、 自分の 今まで 

のした ことと、 悩んで いる こと を、 この 神主さん に 

打明けて、 どうしたらいい か 教えて いただこうと 思 

いました が、 神主さん の 顔が、 あんまり かがやかし 


いもので すから、 ツイ 臆して しまって、 それが 言え 

ませんで した。 

話せば、 相当の 同情 も 持って 下さろう し、 解決 もつ 

けて 下さる かも 知れません が、 それにして は、 あん 

まりこの 方 は、 明る 過ぎる と 思いました。 

明る 過ぎる というの はお かしい ようです が、 この 神 

主 様 は、 明るい ところば かり 知って、 暗い ところ を 

知らない のじ やない か 知らと、 わたし は 危ぶみ まし 

た。 

それならば、 なお 結構じゃありません か、 その 明る 

い 光の 前に、 すべての けがれ をブチ まけて、 それ を 


清めて いただき さえ すれば、 この 上 もない 仕 合せで 

はない か …… と 一 通り はお 考えになる かも 知れ ませ 

ん。 

しかしね、 弁 信さん —— 

自分が 一 度 も 病気に なった 覚えの ない ものに は、 病 

人の 本当の 苦しみと いう もの はわ かりません のね。 

ただ 明るい ところば かり 見て いる 人 は、 それ はこの 

上 もな く 結構に は 違いあります まいが、 暗い ところ 

の 本当の 楽しみ …… または 苦しみと い つた ものに、 

本当の 理解が していた だける かしら。 それが、 ふと、 

わたしの 胸に あった ものです から、 ツイ、 わたし は 


この 神主 様の 前に、 一切 を 打明ける こと を 躊躇い 

たしました のです。 

あまりに この 神主 様 は、 すべてが 明るく、 かがやか 

し 過ぎます。 

それが、 弁 信さん —— 

あなたならば …… あなた は 明るい という こと を知リ 

ません から、 あなたに 向って は、 たとえば、 どんな 

自分の 罪で も、 けがれで も、 すっかり 打明けて、 恥 

かしい とも、 悔しい とも 思いません が、 あの 神主 さ 

んの 前で は、 まだ どうしても、 自分 を 開いて 見せよ 

うと いう 気になれませんでした。 


そこで、 口先 を まぎら かすよう に、 わたし は、 神主 

さんの 言葉尻に ついて、 

『けれども 神主 様、 暗い ところが あれば こそ、 明る 

いところ も あるの じゃありません か、 夜が あれば こ 

そ、 昼 も あり、 悪が あれば こそ、 善 も あるの じゃあ 

リ ません か  人 はそう 明るく ばかり 活 きられる も 

のじ やあります まい、 罪と けがれに 生きて いるもの 

にも、 貴い ところが あるの じゃあり ますまい か …… 』 

と 言います と、 神主さん は 相 変らず 二 コ 二 コ として 

こともなげに それ を 打消して、 

『そんな ことがある ものです か、 明るい 心 を 以て 見 


れば、 この 世界に 暗い というと ころはありません よ _ 

善心から 見れば、 悪なん という ものが 存在す る 場所 

はありません。 悪と いうの は、 つまり 人間に 勢い を 

つける ために、 それ を 征伐させる ために、 神様が こ 

しらえ た 道具な のです。 悪と いう もの は、 本来 ある 

ものじゃありません。 な あに、 貴い ものが 罪と けが 

れに 生きられる ものです か、 罪と けがれの 中に も、 

死なない のが 貴い ものです よ』 

『です けれども 神主 様 …… この 世に は、 悪い と 知り 

つつ、 それ を 楽しみた くな り、 怖ろ しいと 思いな が 

ら、 それ を 慕わしく なって 行く ような 心 持 を どうし 


たもので しょう』 

『それ それ、 それが 闇の 物好き だ、 すべての 罪 は 物 

好きから 始まる …… お前さん にや 今、 おはらい をし 

て 上げる』 

といって、 神主 様 は 大きな 御幣 を 取って、 わたしの 

頭上 を はらって 下さいました。 

そうして、 わたし はこの 鎧 小屋 を 出た 時に、 明暗 二 

つの 世界の 中に、 浮いたり 沈んだり する ような 心 持 

でありました。 

その 夜の 夢に、 あの ィャ なおば さんが 現われて、 さ 

げすむ ように、 わたしの 顔 を 見て 笑い、 


『何 をク ョクョ している の、 お雪ち やん …… もしね 

ん ねが 生れたら、 大切に 育てて お上げな さいな、 そ 

れ がィャ なら、 おろして おしまい、 間引いて おしま 

い、 殺して おしまい』 

ああ、 弁 信さん —— - 

この 次に、 わたしが、 あなたに 手紙 を 書く 時、 わた 

しの 心 持が、 どんなに 変る かわか リま すか」 

十四 


駒 井 甚三郎 と、 田 山 白雲と は、 房 州 南端の 海岸 を 歩 

いている。 

むち 

駒 井 は、 軽快な 洋装 をして 手に 鞭 を 持ち、 白雲 は、 

がわく  わき 

鈍重な 形 をして 画 框を腋 にかい 込んで いる。 二人とも 

に 眼 は 海上 遠く 注がれながら、 足 は 絶えず 砂浜の 上 を 

歩いて いる。 

田 山 白雲 は 房 州に 来て、 海 を 見る ことの 驚異に 打た 

れ てから、 しきりに 海 を 描きたがって いるら しい。 

白雲が いう。 

「いや、 水の 色に こうまで 変化が あろうと は 思い ませ 

ん でした」 


「線と 点 だけで、 この 変化が 現わし きれます かね？」 

と 二人が 相 顧 みて 立つ。 

「左様 —— 谿 谷の 水と、 河川の 水と は、 東洋 画の 領分 

かも 知れません が、 海洋の 水 は、 色 を 以て 現わした 方 

が、 という 気分が しないでも ありません」 

「線 を 以て、 色 を 現わし 得る という あなたの 見識が 動 

き 出しました か？」 

「そういう わけではありません …… つまり、 淡水と 

鹹水との 区別 かも 知れません。 淡水 は、 線 を 以て 描く 

に 宜しく、 鹹水 は、 色 を 以て 現わす のが 適当と いう 程 

度の もの か 知ら …… 」 


「 一 概には 言えますまい —— しかし、 東洋 画で、 海 を 

描いて 成功した ものはありませんで すか？」 

「ない ことはないでしょう が、 私 はま だ 不幸に して 

ブッ つかりません」 

「水の 変化が、 多過ぎる からでしょう」 

「そうか も 知れません が、 また 変化が 少な 過ぎる とも 

言えます」 

こみなと 

「あなた は いつぞや、 小湊の 浜辺に 遊んで、 海の 水の 

変化と、 感情と、 生命と を、 私に 教え ましたが、 あな 

たたち の 見る 変化と、 われわれの 見る 変化と は 違い ま 

す」 


駒 井 甚三郎 は、 海水の 一部分 だけに 眼 を 落して こう 

言う と、 白雲 は、 やはり 広く 眼 を 注いだ ままで、 

「どう 違います か？」 

「われわれ は、 まず 海の 水の 色 を 見ます。 それ も 色の 

変化 を、 あなたの ように 感情的に は 見ないで、 数学的 

に 見る のです」 

「色 を 数学的に です か …… それ は、 どういう 見方で 

しょう？」 

「まず、 水の 色の 変化が 幾通り あるかと いう こと を 調 

ベます。 手に すくい 上げて 見れば 透明 無色なる 水 も、 

ところに より、 時に よって、 いろいろに 変化が あるの 


は 誰も 見る 通り、 それ を 学者 は 精密に 調べて、 十一 の 

度数に 分けてい ました」 

「はは あ、 つまり、 この 水の 色の 種類に、 十一の 変化 

が あると いう わけです ね」 

「そうです …… けれども、 海の 水に は、 まだ 学者の 十 

一 に は 当てはまらない 色が あるよう に 思われます、 十 

一 の 標準 もやが て 変る でしよう」 

「そうです か。 そういう こと も、 やはり 学者の 領分で 

なく、 画家が やりたい ことです ね、 円 山応挙 などに や 

らせ ると、 モッと 精密に 色 わけ をす るか も 知れません」 

「いや、 精密な 色 わけ は、 やっぱり 西洋人の 方が 上で 


しょう。 水の 色 を 分類す るの みならず、 水の 温度 を も、 

彼等 は 精密に 研究して いますよ」 

「なるほど …… 水の 温度と いう ものが ありまし たね、 

それ も 数字で 現わさねば なりません。 温度の 高低が、 

色の 深浅と 関係が あります か 知ら？」 

田 山 白雲 も、 知らず 識らず 頭 を 数字 の 方に 引 向けら 

れ ました。 

「温度 を 計る というう ちに も、 時間と 場所 はもと より、 

海面と、 海中と、 海岸と で、 それぞれ 温度が 違います、 

それ を 計る に は、 第一 に、 精 良なる 寒暖計と いう もの 

がなければ なりません、 その 寒暖計 を 適度の 海中に 下 


ろす に は、 また それに 相当した 機械が 必要です」 

「なるほど  」 

「そうでなければ、 海水の ある 程度の 水 を、 いちいち 

汲み上げて、 それ を、 外気の 影響 を 受けない ように、 

持 上げる 器械が 必要です …… 私 はこの ごろ、 その 器械 

を 一 つ 工夫し ました」 

「はは あ。 そうして、 この 水の 温か 味と いう もの は、 

大抵 どのくらい ある ものです か？」 

田 山 白雲 は、 海 を 見て、 その 感情の 奥の ひらめきに 

打 たれて、 水が 新き ている、 と 叫んだ の は 今に はじま つ 

たこと ではない が、 駒 井の ような 冷静な 見方に もまた、 


相当の 興味 を 引かれる と 見えて、 水の 色 を、 十一 に 分 

類した その 根拠と 種類 を、 もう 少し 尋ねても みたし、 

また 水の 温度 を、 いちいち 数字 的に も 知って おきたい 

らしい。 

「海の 水の 温度 は、 大抵 三十 度より 上に のぼる こと は 

なく、 零点の 下 三度より 降る ことはありません よ」 

「その 一度 二度と いうの は、 あなたが お考えに なった 

器械に よって つけたので すか？」 

「いいえ、 物の 寒暖 を 計る に は、 西洋で は、 学者の 間 

に 一定の 器械が あるので す、 つまり、 寒暖計と いう も 

のに も 幾 種類 もあって、 学者の 仲間で は、 そのうちの 


C というの を 用います。 昨年の 十月、 私が それによ つ 

て 調べて みたところ によると、 この辺の、 外洋の 表面 

の 温度 は 二十 四 度 前後、 三百 尺 ほど 下る と、 十七 度 前 

後に な つ てし まいます」 

「下へ 行く ほど、 つめたい のです ね」 

「無論です … … 北海の 方へ 行けば モット 相違が あるで 

しょう、 温められた 河の 水が 注ぎ込む 近海 ほど、 温度 

が 高い のです ね。 今年の 七月 土用の 頃、 水田の 中の 水 

を はかって みたら、 四十 度から 五十 度の 間で ありまし 

た」 

「そうです か I 


田 山 白雲 も、 ここで は、 水が 活 きて 五情 を ほしい ま 

まに する、 という 気焰を 吐き 兼ねて、 駒 井の いうと こ 

ろに 傾聴す るの みであった。 駒 井 は 水の ようにす まし 

こんで、 白雲の 頭へ はい る 程度の 数字 を択 ぶような 態 

度で、 

「われわれ は、 水の 色と、 温度と を、 数字 的に 見る だ 

けで は 足りません、 その 成分 を また、 数字の 上に 分け 

てみ たくなる のです。 つまり、 水の 中に 含んで いる さ 

まざ まの 有機物 を 分析して、 それ を 表に 現わして みる 

こと —— それが また、 進めば 進む ほど 趣味 も あり、 実 

際 上に も 密接な 関係 を 生じて 来る のです」 


「川の 水と、 海の 水と は、 成分が ちがいましょう な？」 

「それ は 無論 違います とも。 川の 水 だけで さえ 種々 雑 

多な 相違が あり、 海の 水 とても 一様に は 言えない。 た 

とえば、 淡水の 氷 は、 二 三寸 も 張れば 人が 乗っても 危 

険 はない が、 海の 氷 は、 二 三寸で は 子供が 乗っても 破 

れる ことがあ リ ます」 

「そうです か 知ら。 われわれ は 単に、 川の 水 は 甘い、 

海の 水 はからい、 という 程度に しか 見て おりませんで 

した」 

「その 海の 水のから さ 加減 も、 ところに よって 非常な 

相違の ある こと、 川の 水の 甘 さに も、 相違の あるのと 


同じ ことです」 

「塩加減に も、 違いが あるので すか？」 

「あります とも …… 普通の 海水 は 大抵、 千分の 三十 四 

五ぐ らいの 塩分 を 溶解して おる のです が、 それでも 物 

を 浮かす 力 はとうて い 河の 水の 比で はない …… これ は 

海ではありません が、 アメリカの ユタと いうと ころに 

ある 湖 は、 千分の 二百 五十 も 塩分 を 含んで いるそう で 

すから、 人間が 落ちても、 どうしても 沈まない、 この 

できし 

湖で は、 泳げない もので も 決して 溺死 を するとい うこ 

とがない、 また 身投げ をしても、 死ねない からお かし 

い」 


「はは あ …… そういう ものです か」 

田 山 白雲 は、 感心して、 沈黙 させられて しまい まし 

た。 

自分の 印象的な、 感激 的な 頭 を 以て、 斯様な 穏 かな 

説明 を 聞かせられ ると、 感心の 度が 深いと 見える。 駒 

じんじょう さはん 

井に あって は 尋常 茶飯の 説明 も、 持たぬ 者より 見れば、 

持つ 者 の 知識の 影が、 大き 過ぎ る ほど 大きく う つるの 

も 免れ 難い 弱点 かと 思われる。 

かくて 二人 はまた、 海 を ながめながら 海岸 を 歩んで 

行く うち、 言い合わせ たように 二人の 眼が、 ハタと 地 

上に 落ちて 足 をと どめました。 


駒 井と、 白雲と が、 急に 踏みと どまった 砂浜の 上に 

は、 ぬか ごに して は 大きく、 さつまいも にして はぶかつ 

こうな 根 塊ら しい ものが、 振りまい たように 散乱して 

おりました。 

田 山 白雲 は、 物珍し そうに、 わざわざ ひざまずいて、 

その子 供の こぶし ほどの 大きさな 根 塊 を、 一 つ 拾い 

取って 打ちな がめ、 

「何だろう？」 

会話の 興味 を 中断して、 白雲 は その 根 塊の 吟味に と 

り 力 力る 

見慣れない 小さな グロテスク、 それ も 一 つや 二つな 


らばと にかく、 砂浜の かなりの 面積の 間に 振り まかれ 

たように、 ほとんど 無数に 散乱して いるもの ですから、 

白雲 も、 特に 注意 を ひかれた ようで、 特に 手に とって 

熟覧して みたけれ ども、 その 何物で あるか は 鑑定に 苦 

しむ。 ただ、 ぬか ごの 形 をして 大きく、 さつまいもに 

似て ぶかっこうな、 一種の 植物の 根 塊で ある こと だけ 

は 疑いない らしい。 

白雲 は 腰 を かがめた ままで、 その 根 塊の 一 つ 二つ を 

拾い、 しさいに 打ち ながめて いると、 駒 井 甚三郎 は、 

立ちながら 白雲の 手元 を のぞき 込み、 

「これ は ジャガ タラい もです よ」 


「え、 ジャガ タラい も …… ？」 

「そうです」 

田 山 白雲 はま だ ジャガ タラい も を 知らな か つ たが、 

駒 井 甚三郎 はよ くそれ を 知っている。 

ただ 駒 井が いぶか しげに その ジャガ タラい も を 眺め 

ていたの は、 ジャガ タラい も そのものが 珍しい ので は 

なく、 この辺で は、 まだ これ を 栽培して いない はずな 

のに、 こう も 多数に 海岸に 散乱して いるの はなに ゆえ 

だろう。 

駒 井に とって は、 それが 合点が ゆかない ので、 同時 

に、 これ は 難破船で もあった ので はない か、 という 疑 


いも 起り、 難破船と すれば、 それ はこの 近海に 近づい 

た 外国 船であろう という ことまで が 念頭に のぼ つ てく 

るので、 かなり 遠くまで 考えながら 立って いるので あ 

りました。 

田 山 白雲 は、 そんな こと は 頓着な しに、 ただ 単純に、 

その 根 塊 を 珍しが つ て、 

「はは あ、 これが 音に 聞く ジャガ タラい もです か？」 

「関東で 清 太い もという のが これです、 ところに よつ 

て 甲 州 いもだの、 朝鮮 いもだの といって、 上 州 あたり 

でも かなり 作って いる はずです が …… 」 

「いや、 拙者 は、 はじめてお 目に かかり ましたよ、 う 


まいです か …… ？」 

田 山 白雲 は、 そのう まそう な 一 つ を ヒネク り 廻す と 

駒 井が 説明して、 

「うまい という もの じ やない が、 滋養に 富んで いて 常 

食に もなります」 

「来の 代りになります か？」 

「外国で は、 米の 代りに、 常食と している ところが あ 

るそう です。 濃厚な 肉食 をして いる 西洋人 は、 副食物 

のようにして、 好んで これ を 用います。 ですから、 或 

いは この ジャガ タラ は、 西洋人が 落した もの かも 知れ 

ません。 もしそう だと すれば、 ヮ ザと 捨てた のか、 そ 


れ とも 船が こわれた のか …… 」 

「腐って はいない よう だから、 ヮ ザと 捨てたん では あ 

りますまい、 この辺の 百姓が 作って、 干して 置いた の 

を、 波に さらわれたの ではない かしら？」 

「そうか も 知れません …… しかし、 まだ この辺の 百姓 

が、 ジャガ タラい も を 作って いるの を 見かけません が 

…：- J 

駒 井 は、 まだ この ジャガ タラい もの 存在に 不審が 解 

け きれないで いると、 白雲 は 画 框を岩 上に さし 置いて、 

懐中から 風呂敷 を 出して 砂上に ひろげ、 

「それほどうまい ものなら、 持って行って 食べて みま 


しょう …… 西洋人に 食える ものが、 われわれに 食えな 

いという はず はない」 

といって、 その 根 塊の 特にう まそう なの を 選んで いち 

いち 拾い上げて、 その 風呂敷に 包み はじめました。 

ばんさん 

田 山 白雲 は、 晩餐の 賞美の 料と しての ジャガ タラい 

も を ブラ 下げて 行く と、 駒 井 甚三郎 は、 白雲の ために、 

代って 画框を 受取って、 海岸 を 帰途に つきました。 

その 時、 駒 井 はこん な こと を 言いました。 

もし、 自分が 海外の いずれへ か 植民 をしょう という 

場合に は、 とりあえず この ジャガ タラい も を 植え つけ 

てみたい。 その 手始めに、 この 地方へ 栽培 を 試みよう 


と 思った が、 ツイに そこまで 手が 廻らなかった のが 残 

念 だ。 船 を 造る ことに 急に して、 農業の こと を 忘れた 

のが 残念である —— 植民 は 農業から 始めなければ なら 

ぬ  というよ うな こと を 言う。 

「いけな いのは、 武力 を 以て、 従来の 土着の 者 を 征伐 

して、 その 耕した 土地 を 奪おうと いう ことです。 それ 

で 一 時 成功しても、 永く 続こう はずが ありません。 や 

はり、 新 天地 を 求めて、 自分から 鍬 を 下ろして、 土地 

を 開かな けり やう そです」 

駒 井 はこの ごろ、 新しく それ を 悟った ものの ように 

つぶやく。 


「その 新 天地と いうの は、 いったい どこに あるんで 

す？」 

白雲が たずねる。 

「至る ところに 新 天地 はあり ますよ、 われわれ はまず、 

この ジャガ タラの 地方へ 行って みたい と 思う」 

「ジ ャガ タラと は、 どっちの 方面です か？」 

「この 海 を 南の 方面へ 行きます —— 大陸に 渡って みよ 

うか、 或いは 孤島に 根拠 を 置いて みょう か、 その 辺の 

こと を 考えて います」 

駒 井 は 絶えず、 その 行くべき 新 天地の 空想 を 頭に 描 

いている。 駒 井の頭で は、 空想で はない が、 白雲に は、 


その 内容 を 実際的に 想像す る 由がない から、 

「とにかく、 新しい 国 を 開いて、 その 王になる の は、 

愉快な ことに は 違いない」 

「それ は 違います よ、 王に なろう なんてい う 心がけが 

違って います、 われわれが 新しい 土地 を 開こうと する 

の は、 自ら も 王に ならず、 人 を も 王に せず、 人間ら し 

い 自由な 生活 をのみ 求めたい からです …… われわれの 

海外 移住 を、 山 田 仁 右衛門の それと 比べる と 違います 

よ、 われわれ は 王に ならん がた めに 外国へ 行く のじ や 

なく、 農に ならん がた めに 行く のです」 

「いいです とも …… それでも 結構です よ。 その 場合に 


は、 拙者 も 筆 を なげうって、 鍬 をと る 位 は 雑作 ありま 

せん」 

「筆 を なげうつ 必要はありません ね、 食物 を 土から 得 

て、 その 次に、 自分の 天分 を 思う さま 発揮して みたい 

じゃありません か」 

「なるほど」 

「あなた は 絵筆 を 持ちながら、 そういう こと をお 考え 

になった ことはありません か、 つまり、 衣食の こと を 

です」 

「衣食の こと …… ？ それ を 考えないで おられる もの 

です か、 これで も、 妻 も 子 も ある 男です からね」 


白雲 は、 まじめに 言う。 

「要するに 衣食の ためです ね …… 主人に つかえれば、 

主人より 衣食 を受 くるむ くいと して、 自分の 自由 を犠 

牲に する こと も あるでしょう、 衣食の ために、 心なら 

ず も、 美術 を 売り物に するとい う 心苦し さもない では 

ありますまい」 

「あります とも、 大 ありで さあ」 

らいらく 

白雲の 磊落に 答えた のが、 しおら しく 聞え る。 

「だから、 どうも、 人間 は 衣食 を 土から 得て いないと、 

本当の 自由が 得られない ようです。 自由の ない ところ 

では、 生きた 仕事 はでき ません からね。 ところで、 そ 


の 土と いう ものが、 今では みんな 大名の ものに なって 

いますから、 それ を 耕して みたところで、 得る ところ 

は 大部分、 大名に 取られて しまい、 残る ところの 極め 

て 僅かな 収入で、 生きて 行かねば ならぬ 百姓 ほど、 哀 

れな ものはないでしょう —— してみ ると、 大名の 所有 

以外に、 耕すべき 土地 を 求めなければ ならない 道理で 

す」 

駒 井 は、 近 ごろよう やく、 深く この 感じ を 持たせら 

れ たと 見えて、 その 言う ことが 親切です。 白雲 は それ 

を も 感心して、 

「なるほど、 その 通りです」 


十五 

二人が 外出の あと、 支那 少年の 金椎 は、 料理 場で 料 

理を こしら えてお りました。 

その 以前 は、 駒 井と ほとんど 二人 暮し でありました 

から、 台所の 仕事 も 二人前で 済みました けれど、 この 

ごろ は 客が ふえました から、 金椎の 仕事 も 多くな つた 

の は 当然です。 

まう ちゅう 

君子 は 庖厨に 遠ざかる、 と 聖人が 言い ましたが、 金 

椎 のこの 頃 は、 庖厨の 中で 聖書 を 読む の 機会が 多くな 


りました。 

それ は金椎 自身が、 料理 は 自分の 職分と 考えて いた 

から、 人の 少ない 時 は 少ない ように、 多い 時 は 多いだ 

けの 努力 をして、 この 方面に は、 誰に も 手数 も 心配 も 

だい ぜん だいぶ 

かけまい との 覚悟 を 以て、 この 城廓の 大 膳の 大 夫で あ 

おおいの かみ 

り、 大炊頭 を 以て 自ら 任じて いるら しいので す。 

ことに、 人が 幾人 ふえよう とも、 先天的に、 話 相手 

という ものの 見出せない 不具な 少年に とって は、 か 

えって この 台所の 城廓が、 安住 所で も あり、 避難所で 

も あり、 事務所で も あり、 読書室で もあって、 甘んじ 

てこ こに 納まって、 職務 以外の 悠々 自適 を 試みて いる 


と いう わけです。 

とはいえ、 その 職務に 対しても 金椎 は、 また 大 いな 

る 研究心 を 持って いる。 研究と いうの は、 自分が 食事 

を つかさどる 以上 は、 なるべく よき 材料 を、 よく 食べ 

させたい という 念願、 いかにし たらば、 よき 材料が 得 

られ、 それ をう まく 人に 食べさせる ことができ るか、 

と いう 工夫であります。 

金椎 はこの 範囲で、 絶えず 料理法の 研究 を 頭に 置い 

ている。 それ はかね てより、 自分に も 料理の 心得が 

あって、 外国 船に 乗 込んで いる 時分に も、 支那 料理に 

ついて、 なかなかの 手腕 を 持って いる ことが 船長 を 喜 


ばせ たり、 乗組員に 調法 がられたり していて、 ある 外 

ほうちょう  さじ 

国人の 如き は、 金椎の 庖丁で なければ 匙 を 取らない、 

と いうの も ありました。 

ここへ 来ても、 駒 井 甚三郎 のために、 金椎が 独特の 

ひと かた 

支那 料理の 腕前 を 見せて、 一方ならず 駒 井 を 驚かせた 

ものです。 

ことに 感心な の は、 こういった 不便 利 だらけの 生活 

におりながら、 比較的と ぼしい 材料に 不平 もい わず、 

その 少ない 材料の 範囲で、 いかにもうまい 手際 を 見せ 

て、 駒 井の 味覚に 満足 を 与える 働きに、 感心し ない わ 

けに は ゆきません。 


その 金椎の 料理 方の 腕前 を、 駒 井が 推賞す ると、 金 

椎 はわる びれ もせずに、 

「料理で は、 支那が 世界一 だそう です ね」 

駒 井 は、 鉛筆 を 取って、 

「ナ 二、 世界 一 、 誰 ガソゥ 言 ッタ」 

金椎は それ を 見ながら、 口で 答える、 

「西洋人が 言いました、 料理で は、 支那が 第一、 日本 

が 第一 一、 ョ— 口 ツバ は 第三で あると 言いました」 

「ソレ ハマ タ、 ドウ ィゥヮ ケデ」 

「西洋人が 申します、 支那の 料理、 口で 味わう によろ 

しい、 日本の 料理、 眼で 見る によろ しい、 西洋の 料理、 


鼻で かぐに よろしい  そこで、 つまり 料理 は 食べる 

もの、 味わって よろしい 支那の 料理が 第一で ございま 

すと 言いました。 しかし、 わたしの 料理 なぞ は 問題に 

ま ね 

なりません、 真似 をす る だけの もので ございます」 

駒 井 甚三郎 はこの 一 言に 趣味 を 感じ、 果して 支那 料 

理 なる ものが、 それほど 価値の ある もの か 知らとの 疑 

い を 起し、 最近、 江戸へ 書物 材料 を 集めに 行った 機会 

に、 料理 書と おぼしい もの を 二 巻ば かり 持ち 来って、 

自分が 感心して 読んだ 後に、 それ を 金椎に 与える と、 

へ きかん 

金椎は 喜んで、 それ を 大きな 紙に 写し 取って 壁 間に 掲 

げ ました。 今 も 金椎の 頭の 上に 見 ゆると ころの ものが 


それです。 

この 壁 間に 掲げられた 料理の 書と いう もの は、 無 点 

しろもの 

の 漢文です から、 誰に も 楽に 読み こなせる という 代物 

ではない。 また 読み こなしに、 わざわざ 入って 来よう 

という ほどの 者 もない ところで すから、 ただ はりつけ 

た 当人 だけが、 朝夕 それ を 読んで は 胸に 納める だけの 

ことにな つてい るが、 ツイ この間、 田 山 白雲が この 部 

ちく い ち 

屋へ はいり 込んで、 はからず この 壁 書 を 逐一 読み破つ 

て、 アツと 感嘆して 舌 を まきました。 

料理 書の 標題に は 「随園 食簞」 と あるが、 白雲 はよ 

ほど、 この 料理 書の 張 出しに は 驚異 を 感じた と 見えて、 


お 手の ものの 絵筆で、 その ある 部分に 朱 を 加えたり、 

評語 を 書き つけたりした のが、 今でも そのままに 残つ 

ている。 その 壁 書の 下で 仕事 をして いた 金椎 は、 暫く 

して、 卓に もたれての いねむりが 熟睡に 落ちた ところ 

であります。 

眠る つもりで ここへ 来たので ない こと は、 金 椎の眼 

の 前に、 読み さしの 書物が 伏せて ある ことで も わかる 

ばんさん 

が、 まだ 晩餐までに は 時間 も あるし、 主人の 外出と い 

うような ことで 幾分 は 気 も ゆるんだ と 見え、 ついう と 

うとと 仮睡に 落ちた ものでありましょう。 本来、 少年 

のこと だから、 眠れば、 仮睡から 熟睡に 落つ るに はた 


あ レカな レ 

金椎が 仮睡から 熟睡に 落ちて いる 間、 この 部屋へ、 

ちんにゅうしゃ 

一 人の 闖入者が 現われました。 

これ は 最初からの 闖入者で はない。 闖入す る 以前に、 

戸 もた たいて みたし、 何だか わからない 言葉 も かけて 

みたので すが、 なにぶんの 手答えがない ために、 こら 

えきれ ずして、 最初 は、 極めて 臆病に 戸 を 押してみ た 

が、 ついに はかなり 大胆な 態度で、 戸 を 押 開き、 家の 

中へ 入って 来ました。 

ちんにゅうしゃ 

それでも、 計画 ある 闖入者 でない 証拠に は、 まだ ォ 

ドォド として、 何 か 案内の 許し を 乞うよう な 言葉が 


あつたので すが、 誰も それに 挨拶 を 与える ものがない 

ので、 思いきって 床の 板に 踏み 上りました。 

これ はまた、 是非 もない といえば 是非 もない ことで、 

つんぼであった 金椎の 耳に は、 ただでさえ、 僅かの 案 

内で は 耳に うつろう はず もない の を、 この 時 は、 前に 

いう 通リ、 仮睡から 熟睡へ 落ちた 酣 わの 時分でした 

から、 最初のお とない も、 あとの 闖入 も、 いっこう 注 

意 を 呼び 起そう はず はなく、 一  歩 一 歩に 居直る 闖入者 

の 大胆なる 態度 を、 如何と もす る ことができません。 

この 闖入者 は、 部屋の 一隅に 眠れる 金椎の ある こと 

を 発見して、 一時 は ギヨ ッ としたよ うでした が、 やが 


て 二 ッと 物す ごい 笑い 方 をして、 い つ そう 足音 を 忍び、 

とにかく、 その 部屋の 中 を しげしげと 見廻しました。 

そうして、 余 物に は 眼 も くれず、 釜 や、 鍋 や、 どん 

ぶり や、 お 鉢 や、 皿 や、 重箱の 類、 あらゆる 食器と い 

う 食器の 蓋 を 取って 見たり、 のぞいて 見たり したが、 

やがて 一 方の 食卓の 前に 腰をおろ すと、 そこらに あり 

と あらゆる 食物 を搔き 集め、 皿に もり 上げ、 さじ を 取つ 

て 食い はじめました。 

とく  あお 

この 際、 この 闖入者の 風貌 を 篤と 見る と、 眼が 碧で、 

ひげの 赤い 異国 人で ありました。 

田 山 白雲よりも いっそう 肥大な 形に、 ボロボ 口に 


なった 古服と ズボン をつ けた、 マドロス 風の 異国 人で 

あります。 

どこの 国の 異国 人 だか、 それ は 一向に わからな いが、 

西洋 種で あり、 マドロス 風で あり、 乞食 じみて いる こ 

と は、 一見、 争うべからざる のみならず、 ガッ ガッ飢 

えきって、 多分、 一飯の 恵みに あずかろ うとして ここ 

へ 来て、 ツイ 出来心で、 食物に カジ リ ついた もので あ 

る こと は その 挙動で も わかる。 要するに、 闖入者で は 

あるが 強盗で はない。 乞食 を 目的と して 来た もの だろ 

うが、 乞食 を 職業と している もので は あるまい。 

流れ 流れて 来た 流浪 人と しても、 陸上から は、 こん 


なのが 流れて 来る はずがない。 太平洋の 上 を 一 人で 流 

れて 来る はず もない。 こういう 姿 を、 この 際 見る の は、 

せんさく 

降って湧い たような もの だが、 何事の 詮索よりも 急な 

の は、 飢えで ある。 彼 は ガブ リガ プリと あらゆる 食物 

を、 手当り 次第に 食って いる。 ただ 食う ので はない、 

むさぼ 

ァガキ 貪り、 ふるいついて 食って いる。 

単に、 この 部屋に ありと あらゆる 食物と いってし ま 

えば それだけの もの だが、 その 材料 は、 金椎 として は、 

かなりに 苦心して 集めた もので、 またす ベて 苦心して 

調味 を 終えた もの も あり、 苦心して たくわえて 置いた 

調味料 も ある。 


ことごと 

それ を、 この 闖入者 は 無残に も、 固形の もの は 悉 

く 食い、 液体の もの は 悉く 飲む だけの 芸当し か 知らな 

いらし い。 それ を 片っぱ しから 取って、 胃の 腑に 送り 

こむ だけの ことし か 知らない らしい。 

今日は、 あれと これ を 調合し、 主客の 味覚 をい ちい 

ち 参考と し、 明日に 持 越さない だけの 配分 を 見つ もり、 

その 秩序 整然たる 晩餐の 準備が、 眠れる 眼の 前で、 無 

残に も 蹂躪され、 顚 覆されて いる。 それ を、 全然 知ら 

ない 金椎 もまた 悲惨で あるが、 飢えの ために、 この 料 

理 王国の あらゆる 秩序 を 蹂躪し、 顚 覆せねば ならぬ 運 

命に 置かれた 闖入者の 身 もまた、 悲惨と いわねば なら 


ぬ。 

その 壁 間に かかぐ ると ころ、 支那 料理法の 憲法なる 

r 随園 食簞」 に は 何と 書いて ある。 試みに 田 山 白雲が 

けんてん 

圏点 を 付して あると ころ だけ を 読んで、 仮名 交り 文に 

改めて みても こうで ある、 

およ  しひん 

「凡 ソ物ニ 先天 アル 事、 人 ニ資禀 アルガ 如シ。 人ノ 

性 下 愚ナル 者ハ、 孔孟 之 ヲ教フ ト雖モ 無益 也。 物 

よろ  えきが  に 

ノ 性 良 シ カラ ズバ、 易 牙 之 ヲ烹 ル ト雖 モ 無味 也 … … 」 

又 曰く、 

しちゅう 

「大抵 一席 ノ 佳味 ハ司厨 ノ功其 六 二 居リ、 買 弁ノ功 

其 四 ニ居ル …… 」 


又 日く、 

「厨 者ノ 作料ハ 婦人 ノ 衣服 首 飾 ナリ。 天 姿 ァリ、 塗 

しか  へいい らんる  せいし  また 

抹 ヲ善ク スト 雖モ、 而モ敝 衣 檻褸ナ ラバ 西 子 モ亦以 

かたち 

テ 容 ヲ為 シ難シ ：：： 」 

又 曰く、 

くん そ  さんてん 

「醬ニ 清 濃ノ分 ァリ、 油 二 葷素ノ 別 ァリ、 酒 ニ酸甜 

ノ異 ァリ、 醋ニ陳 新ノ殊 ァリ、 糸毫モ 錯誤 スべ カラ 

ズ …… 」 

又 曰く、 

「調剤 ノ法ハ 物 ヲ相シ テ而シ テ施ス …… 」 

又 日く、 


ことわざ 

「諺 二日 ク、 女 ヲ相シ テ夫ニ 配 スト。 記 二日 ク、 

たぐ ひ  ほうて う 

人 ハ 必ズ 其 倫ニ擬 スト。 烹調 ノ 法何ゾ 以 テ異ナ ラ 

ちと 

ン、 凡ソ 一物 ヲ烹 成セ バ必ズ 輔佐 ヲ需ム …… 」 

又 曰く、 

「味 太ダ濃 重ナル 者ハ只 宜シク 独用ス べシ、 搭配 

スべ カラ ズ …… 」 

又 曰く、 

「色 ノ艷ナ ルヲ求 メテ糖 ヲ用ュ ルハ可 ナリ、 香ノ高 

キヲ 求メテ 香料 ヲ用ュ ル ハ 不可 ナリ …… 」 

又 日く、 

二 物 ハー 物ノ味 ァリ、 混ズべ カラ ズシテ 而シテ 之 


ヲ同ジ ウス ルハ、 ナホ 聖人、 教 へヲ設 クル 二 才ニョ 

ッ テ育ヲ 楽シミ 一 律ニ拘 ラズ、 所謂 君子 成人 ノ美ナ 

又 日く、 

すべから  おのおの 

「ョク 菜 ヲ治ス ル者ハ 須 ク …… 一 物 ヲシテ 各々 一 

性ヲ 献ジ、 一 椀 ヲシテ 各々 一 味ヲ成 サシム …… 」 

又 日く、 

「古語 二日 ク、 美食 ハ美器 二 如 カズ ト …… 」 

又 曰く、 

「良 厨ハ多 ク刀ヲ 磨シ、 多ク 布ヲ換 へ、 多 ク板ヲ 削 

リ、 多 ク手ヲ 洗ヒ、 然ル 後、 菜 ヲ治ス …… 」 


「随園 食簞」 と 「戒 単」 と は 支那 料理法の 論語で あり、 

憲法であります。 

今や、 その 論語と 憲法の 明 章た る 下で、 蹂躪と 破壊 

とが 行われて いる。 見 給え、 この 闖入者 は 薄と 厚と 

を 知らない、 醬と 油と を わきまえない、 清と 濃との 分 

も、 葷と 素との 別 も 頓着し ない —— およそ 口腹 を 満た 

し 得る もの は、 皆 ひっかき 廻して 口に 送る。 料理 王国 

の 権威 は 地に 委して、 すさまじい 混乱が、 つむじの よ 

うな 勢いで 行われて いる。 

この 闖入者に とって は、 やむ を 得ざる 生の 衝動 かも 

知れない が、 料理 王国の 上から いえば、 許す ベから ざ 


る乱賊 であります。 

革命 は 飢えから 起る こと も あるが、 飢えが 必ず 革命 

を 起す と は 限らない、 飢えが 革命まで 行く に は、 時代 

の 圧迫と いう 不可抗力と、 煽動 屋 という プロ— 力 ー の 

手 を 経る 必要が あるよう に 思う。 

だから、 ここで 行われて いるの は、 実は まだ 革命と 

いうに は，， 甚だ 距離の ある もので、 モッブと いうに も 

足りない。 ほんの 些細の ないしょごとに 過ぎないで 

しょう。 何と なれば、 革命の した 仕事 は 取 返しが つか 

ない が、 モッブの 仕事 は、 あとで 相当に 整理 もで きる 

し、 回復 もで きる はずであります。 殊に、 飢えが 室内 


で 行われ、 また 室内で 回復され ている 間 は、 ほとんど 

絶対的と いってよ いほ ど 安全で、 どう 間違っても、 そ 

の 室内 者の 胃の 腑を充 たす 悩み だけの 時間で あるが、 

これに 反して、 飢えが 室内から 街頭へ 出た 時 は あぶな 

ヽ 0 

レ 

例えば、 ありと あらゆる 飲食物 を、 滅茶苦茶に 搔き 

ことごと 

まぜて みたところで、 それ を 悉 く 食い 尽 してみ たと 

ろうばい 

ころで、 後で 多少 料理番 を 狼狽させる だけの ことで、 

取 返しの つかない 欠陥と いう もの は 残らない はずで あ 

ります。 闖入者が いかに この 場で 蹂躪 を ほしいまま 

にしても、 それ は 結局、 この 金椎の 平和なる 仮睡 を さ 


え 破る ことなくして 終る の だから ッミ はな い。 

果して、 いくばくもなく、 胃の 腑を 充分に 満足 させ 

た 闖入者 は、 げんな りと して、 人の よい 顔 をし、 充ち 

満ちた 腹 を ゆすぶって、 四方の 隅々 まで ジロリ ジロリ 

と 見廻しました。 

ほんとうに 人の よい 顔です。 十九 年ッ— ロンの 牢に 

いた 罪人 は、 こんなお めでたい 顔 をして はいなかった。 

食に 充ち 満ちた 闖入者 は、 炉 にあった 鉄瓶 を 取って、 

その 生ぬるい 湯 を ガブ ガブ と 飲む。 

そこで、 またも 念入りに 金椎の 寝顔 を 見て 二 ッコリ 

と 笑った が、 これ とても、 好々 たる 好人物の 表情で、 


この 時、 「お前、 何 をして いるの、 食べて しまったら、 

サッサ と 膳 をお 洗い ••：： ほんと に ウス ノロ だね」 とお 

かみさんに でも 怒鳴られよう ものなら、 一 も 二 もな く 

「はい、 はい」 と 恐れ入って、 流し元へ お膳 を 洗いに 行 

やどろく 

く 宿六の 顔に こんなの が ある。 

しかし、 金椎 はま だ 眼が さめない。 そこで、 人の よ 

ちんにゅうしゃ 

い 闖入者 はいよ いよ、 いい 気持に なって、 深々 と 椅子 

に 腰をおろして、 ついに 懐中から マドロス パイプ を 取 

リ 出して しまいました。 

パイプに、 きざみ をつ めて、 炉の 中の 火 を かき 起 そ 

うとした 時、 闖入者 は、 ハタと 膝 を 打ちました。 膝 を 


打った 時 は 無論、 パイプ は 食卓の 上に 載せて あつたの 

で、 彼 はこ こで、 食後の 一 ぶく を やる 以前に、 忘れき つ 

ていた 重大な 一 事 を 思い出し たかに 見 ゆる。 

そこで、 パイプ も、 火箸 も、 さし 置いて、 彼 は 立ち 

上り、 よろめいて、 そうして 戸棚のと ころへ 行って、 

その 戸棚 を 慎重に あけて、 そうして、 以前より はいつ 

そう 人の よさそう な 顔 を、 ズッと 戸棚の 中に つき 込み 

あれ か、 これ かと 戸棚の 中 を 物色した ものです。 

繰返して いう 通リ、 これ は 盗み を 目的と して 来たの 

ではない。 眼前 口頭の 飢えが 満たされ さえ すれば、 暗 

いところ を のぞ いて 見る 必要 は 更にな かるべ き はず だ 


が、 かく 戸棚の 隅々 を 調べに かかった の は、 衣食 足つ 

て 礼節 を 知る、 という 段取り かも 知れない。 果して こ 

の 闖入者 は、 その 礼節 を、 戸棚の 隅から 探し出して 来 

た。 

「これこれ」 

どうして、 今まで ここんと ころに 気がつかなかった 

ろう、 という 表情で、 戸棚の 隅から 抱え 出した の は、 

キ ユラ ソ— の 一 瓶で ありました。 闖入者 は、 この キュ 

ラソ— の 一 瓶 を 戸棚の 中から、 かつぎ 出す と、 まるつ 

きり 相好 をく ずして しまって、 至 祝 珍重の 体で ありま 


実は、 もっと 以前に、 この 礼節 を わきまえて おらな 

ければ ならない はず だ が、 飢え が 礼節 を 忘 れ しめる ほ 

どに 深刻で あつたの を、 ここに 至って、 満腹が また 礼 

節 を 思 い 出させた と 見える。 

満腹の 闖入者 は、 今し この キ ユラ ソ— の 一 瓶 を 傾け 

ながら、 上機嫌に なって、 ダンス 気取りの 足 ドリで、 

早く もこの 料理 場 をす ベり 出して しまいました。 

飢え は 室内から 街頭に 出して はならない が、 満腹 は 

どこ へ 出しても さまで 害 をな さない。 ただ キュ ラソ— 

ものずき 

が、 人 をキュ リオス (好奇) に 導く のが、 あぶない と 

いえば あぶない。 


闖入者 は 満腹に 加うるに 陶酔 を 以てして、 この 料理 

場から すべ り 出した が、 そこ は 街道で もなければ、 ヴ ェ 

ル サイ ュへ 行く 道で もない、 次の 室から 次の 室へ と、 

導かる るまでで あります。 

その 次の 室と いうの が、 このごろ 一室 を 建て増した 

食堂 兼 客室で あり、 それ を 廊下に よって 二つに 分れて 

行く と、 その 一方が 駒 井 甚三郎 の 研究室と 寝室、 他の 

一 方に は —— 若干の 客が 逗留して いる。 

ウス ノロな 闖入者 は、 かなり 広い 食堂 兼 客室へ 来る 

と、 その あたりの 光景が 急に 広くな つたのと、 その 室 

が 有する 異国 情調 —— 実は 自国 情調と でもい つた もの 


に 刺戟され たの か、 いよいよ いい 気持に なって、 片手 

にキ ユラ ソ— の 瓶 を かざしながら、 足踏み 面白く ダン 

スを はじめました。 

ちんにゅうしゃ 

この 一室で、 ウス ノロの 闖入者 はかなり 面白く 踊つ 

たが、 いつまで 踊っても、 相手が 出て 来ない のが 不足 

らしく、 もう 一 つ その 室 を 向う にす ベり 出そうと しま 

した。 

この ウス ノロ は、 それでも まだ、 自省 心と、 外聞と 

の、 全部 を 失って いない 証拠に は、 ダンスの 足踏み も、 

そう 甚だしい 音を立てず、 羽目 を はずした 声で 歌い 

出さない ので も わかる が、 本来、 音を立てて 人前で 踊 


れ ない ほどに、 舞踏 も 物に はなって いないの だから、 

声 を 出して 歌う ほどに、 歌ら しい もの を 心得て はいな 

いのだろう。 しかし、 いい 心 持 はいい 心 持であって、 

このい い 心 持 を、 一人 だけで 占有す るに は 忍びない ほ 

どの 心 持に はな つ ている らしい。 

そこで、 彼 はいい かげん この 食堂で 踊りぬ いてから 

次へ …… 廊下 を 渡って 一 方 は 主人の 室 —— 一 方 は 客の 

詰 所の 追分 道に かかり、 そこで、 ちょっと 戸惑い をし 

たようです。 

戸惑い をした 瞬間に は、 ああ、 これ は 少し 深入り を 

し 過ぎた な、 との 自省 も ひらめいた ようで したが、 そ 


こはキ ユラ ソ— の 勢いが、 一層 キ ユリ オシ チ ー の あと 

たち ま 

押し をして、 忽ち 左に 道 を えらび、 とうとう 主人の 研 

究 室と、 寝室の 方へ と、 無二無三に 闖入して しまい ま 

した。 

すま い 

それにしても、 無用心な ことです。 駒 井の この 住居 

いちじる 

に は、 このごろ 著 しく 室が ふえてい る はずな のに I 

I 金椎 ひとり を 眠らせて 置いて、 みんな どこへ 行った 

のだろう。 少なくとも、 田 山 白雲が 来て いる 以上に は、 

清澄の 茂太郎 もい なければ ならぬ、 茂太郎 がいる 以上 

は、 岡 本 兵 部の 娘 もい るか も 知れない —— そのほか、 

それに 準じて 館 山の 方から も、 造船所 方面から も、 相 


当に 人の 出入りが あるべき はず。 それ を 今日に 限って、 

この 異国の、 マドロス 風の、 漂流 人らしい ウス ノロ 氏 

の 闖入に まかせて、 守護 不 入の 研究室まで も 荒させよ 

うとい うの は、 あまりと いえば 無用心に 過ぎる。 

しかし、 実は この 無用心が 当然で、 こんな 種類の 闖 

入 者が あろうと いう こと は、 想像 だ も 及ばない この 地 

の 住居の こと だから、 それ は 無用心 を 咎める 方が 無理 

だろう。 

またし かし、 ここ は、 料理 場と 違って、 駒 井 甚三郎 

の 研究し かけた 事項に は、 断じて 搔き廻 させて はなら 

ない ことがあ るに 相違ない。 ここで 革命 を 行われた 日 


に は、 料理 場の 類 t ではなく、 たしかに 取 返しの つかな 

い ことがあ るに 相違ない。 されば こそ 駒 井 甚三郎 は、 

いかなる 親近 故旧と いえ ども、 この 室へ は 入場 を 謝絶 

して ある はず。 

幸いな ことに、 この 室に は 錠が 卸して ありまし たか 

ら、 闖入者 も 如何と もし 難く、 立ちつ くして 苦笑い を 

試みました。 

研究室の 扉が あかなかった もの だから、 闖入者 はに 

が 笑いして 暫く 立って いたが、 また 泳ぎ 出して、 次な 

る 寝室に 当ってみ ると、 これが 難なく あいたの が 不幸 

でありました。 


研究室の 扉の 頑強なる に 似ず、 ほとんど これ は 手 答 

えなし に、 フワ リと あいた ものです から、 闖入者 は 押 

しこまれる ように、 この 室に 闖入して しまいました。 

闖入して みると、 闖入者が、 

「あつ！」 

と、 キ ユラ ソ ー の 瓶 を 取 落そうと して、 やっと 食いと 

めながら 眼 を まるくして、 室の 一方 を 見つめます。 

寝台の 上に 半分ば かり 毛布 を かけて、 一 人の 若い 女 

が 寝て いました。 

よく 眠る 家 だとで も 思った のでしょう。 前の 少年 は 

仮睡で あるが、 これ はとに かく、 休む つもりで 寝台の 


上に いる —— だが 病人で はない、 こうして、 日中 も 身 

を 横たえて おらねば ならぬ ほど の 病人と は 思えない。 

それほどに はや つれが 見えない。 あたりまえの 若い 娘、 

ことに なかなかの 美人で ある。 それと、 ねまき を 着て 

いる わけで はない の だが、 これ は 本式に 寝台に 横た 

わって いると はいえ、 やはりう たた 寝の 種類に 違いな 

ヽ o 

レ 

そうして みると、 この 国 は、 よくうた た 寝 をす る 国 

である。 毎日 一定の 時間に は、 必ず 一定の 昼寝 をす る 

ちんにゅうしゃ 

ように 定められ ている のか 知らん、 と、 闖入者 は 疑つ 

たので は あるまい。 思いがけない ところに、 思いが け 


ない 異性 を 発見した もの だから、 その 好奇心が、 極度 

に 眩惑され てし まった ものと 見える。 

だが、 好奇心と いう もの は、 もとより 事を好む もの 

であります。 事がなければ、 そのまま 消滅して しまう 

ものです が、 事が ありさえ すれば、 いよいよ 増長して、 

ついに、 罪悪の 域まで 行かなければ とどまらな いもの 

であります。 それ を 引きと どめる のに、 自制心が ある。 

それ を 奨励す る ものに、 アル コ —ルが ある。 

今や、 この ウス ノロ 氏に は、 自制心が 眼 を 閉じて、 

アル コ —ルが 活躍して いる 時 だからた まりません。 

「ェへ へへ …… 」 


たち ま 

と 忽ち 薄 気味の 悪い えみ を 催しながら、 おもむろに 

この 寝台へ 近づいて みました。 

この 際、 美しい 女で なくと も、 単に 異性で ありさえ 

すれば、 好奇心 を 誘惑す るに は 十二分であります が、 

不幸に して、 寝台の 上なる 女 は、 浮世絵の 黄金時代に 

おも か 

見る 面影 を 備えた 美しい 女で ありました。 

ft  i 「- 

多分、 碧い 眼で 見ても、 美しい 女 は 美しく 見える だ 

ろうと 思う。 

ウス ノロ 氏が、 ニヤ リニ ャリと 笑いながら、 いよい 

よ 近く 寝台に 寄って 来る の を、 軽い いびき を 立てて い 

ぬし 

る 当の 主 は、 いっこう さとろうと はしません。 


それに、 この 時 はどうい う もの か、 金椎を 驚かさな 

いように、 あの 室で 食事 をした 以上の 慎重 さ を 以て、 

そろそろ  匸すリ 

徐々 と 近づ いて 行き、 やがて、 寝台の 欄 のと ころへ す 

れ すれになる まで 来ても、 じっと 娘の 顔 を 見た ままで、 

よだれ 

ほとんど 手放しで 涎 を 流す ような 有様で、 島 田に 結つ 

た 髪が かなり 乱れて、 着物の 襟 はよ くキ チンと 合って 

いたが、 鬢の 下へ 折り まげた 二の 腕が、 ほとんど あら 

わにな つて、 しかし、 幸いな ことに、 帯から 下 はズッ 

と 毛布が 守って いるもの ですから、 いわば、 半身の 油 

絵 を 見せられる ような 女の 姿に 見とれて いる。 

そのまま 突立って いた ウス ノロ 氏が、 どうした のか、 


急に 呼吸が ハズん でく ると、 その 眼の 色まで 変り かけ 

てきました。 

あお 

碧い 眼 玉 は、 別に 変り ようが あるまい と 思われる の 

に、 たしかに 眼の 色 も 変り、 顔の 色 も 変り、 ついに は 

ヮ ナヮナ とふる え 出した ものの ように も 見える。 

「茂ち やん、 いたずら しちやい やよ」 

その 時、 女が うわごと のように 言いました。 

「いやよ、 いけない よ、 茂ち やん」 

女 は 再び 言って、 まだ 眠りから さめないで、 手で 顔 

の 上 を 払いながら、 

「いや だってば、 茂ち やん」 


ウス ノロ 氏 は 指 を 出して、 娘の 頰を 二三 度突ッ つい 

てみ たもの だから、 

「茂ち やん、 いや だってば よ」 

女 は 四た びめ に、 手で 自分の 頰先を 払って、 よう や 

く 眼 を あいて 見て 驚きました。 

「あ！」 

それ は 茂ち やんで はない、 全く 茂 ちゃんと は 似 もつ 

かない —— 似ない といっても、 想像 以上の、 髪の毛の 

とが 

モジャ モジャ な、 眼の 碧い、 鼻の 尖った、 ひげの 赤い、 

服の 破れた 大の 男が、 今し も 自分 を 上から 圧迫す るよ 

うに のぞき 込んで、 棒の ような 指で、 自分の 頰 をつつ 


い ている の を 見る と， 

「いけない！」 

娘 は パッと はね 起きる と、 大の 男が 口早に 何 か 言い 

ました。 

何 か 言った けれども、 それ は 娘に はわから ない。 恐 

怖 心で わからな いので はなく、 言った 言葉 そのものの 

音が わからない。 

「お前 は 誰 だい、 あっちへ 行って おいで、 誰に ことわつ 

てこ こへ 来たの、 あっちへ 行って おいで —— 」 

娘 は 叱りながら、 扉の 方 を さして、 立 退き を 命ずる 

ほどの 勇気が ある。 


そこで 大の 男が また チイ チイ、 パ ァパァ いう。 けれ 

ども、 何の こと だか それが 聞き取れない。 また 聞き 

ちんにゅう 

取って やる 必要 もない。 他の 寝室へ 闖入して、 異性 

た わむ  ろうぜき 

に 戯れん とする は、 狼藉 中の 狼藉で ある。 容赦と、 弁 

解と を、 聞き入るべき 余地 ある もので はない。 

「あっちへ おいでなさい といったら、 おいでなさい I 

I 人 を 呼びます よ、 誰か 来て 下さい！」 

娘 はついに かなり 大きな 声を立て ましたが、 ここ ま 

で 闖入者 を 許す ほどの 家 だから、 この 声が 有効になる 

はず はあります まい。 

金椎 がいる にしても、 あれ は、 よし 眼が さめて いた 


とて、 声で は 驚かされる もので はない。 

娘に とって は、 かなり 危急な 場合で は あるが、 万事、 

人間の する こと はそう 手っ取り早く ゆく もので はない。 

猫で すらが、 鼠 をと つた 時 は、 一通り その 功名 を 誇つ 

てから 後に 食いに かかる。 仮り にこの ウス ノロ 氏が、 

思い設けぬ 御馳走に ありついた としたと ころで、 食の 

後に は 酒、 酒の 後に は 若い 女と、 こう 順序が あまり ト 

ン トン 拍子に 運び 過ぎて みると、 なんだか 自分ながら、 

果報の ほどに 恐ろしく もなる だろう。 

みじん 

まして、 これ は 最初から、 兇暴な 野心 を 微塵 も 持つ 

て 来たので はない。 かりそめの 漂浪 者であって みれば、 


その 咄嗟の 間に、 兇暴 性 を 充分 働かせる だけの 器量が 

あると も 思えない。 

要するに ウス ノロ 氏 は、 ウス ノロ 氏 だけの ことし か 

しでかし 得ない ものだろう から、 ， J ういう 場合に 処す 

るに は、 また 処 する だけの 道が あつたろうと 思われる _ 

落着いて その 道 を 講ずる 余裕 を 失って、 狼狽して こと 

を 乱す と、 かえって 相手の 兇暴 性 を そそり、 敵に 乗ぜ 

ら るるの 結果 を 生む かも 知れない。 

恐怖が、 この 娘 を 狼狽 させた が、 狼狽から、 いよい 

よ 恐怖が わいて 来た。 

「行って おしまい、 誰か 来て 下さい —— 」 


二度 大声 を あげる と、 娘 は 腰から 下に かけて いた 毛 

布 をと つて、 そのまま 力 を 極めて 大の 男に 投げつ けた 

ものです から、 大の 男が また 大 あわてに あわてて、 そ 

の 毛布 を 取 除こうと して、 かえって 深く かぶり、 一時 

は 非常に 狼狽した が、 やがて それ を 取 払う と、 娘が、 

「誰か 来て 下さい —— 」 

たま 

四た び 叫び を 立てた ものです から、 犬の 男が 堪らな 

くな つて、 その 口 をお さえました。 口 をお さえる に は 

まず 右の 腕 をのば して、 軽々 と 自分の 胸のと ころまで 

引きつけ て、 そこで 口 をお さえる と、 娘が、 両足 をジ 

タ バタと させても がきました。 


こうな つた 時に、 ウス ノロ 氏に、 はじめて 本能 的の 

兇暴 性が グン ダンと 芽 をのば したよう に、 

「あれ 誰か 来て —— 」 

その 声 を、 今度 は 鬚 面で おさえて しまいました。 

大の男 は そこで、 娘の 顔に 向って、 メチ ヤメ チヤに 

せっぷん 

接吻 を 浴せ かけよう とする。 娘 はそう はさせ まいと 争 

い 且つ 叫ぶ。 

十六 

ちんにゅうしゃ 

しかし、 人生 は、 そう 無限に 闖入者に のみ 兇暴 性 を 


たくまし うさせる の 舞台で はな い。 

無用心で は あるが、 無人島で はない この 住居へ、 い 

つまで 人間ら しい 人間の 影 を 見せない という こと は あ 

るべき 道理で はない。 

駒井甚 一 一 一 郎が 画框を かかえ、 田 山 白雲が ジ ャガ タラ 

いも を 携えて、 悠々 閑々 と 門 内へ 立 戻って 来たの が、 

その 時刻で ありました。 

白雲 は 料理 場へ ジャガ タラい も を ほうり 込んで、 駒 

井の 手から 框を 受取って、 廊下の 追分のと ころまで 来 

た 時分に、 駒 井の 寝室が この 騒ぎです。 

「誰か 来て 下さい —— 」 


それと 混乱して、 一 種 聞き慣れない 野獣 性 を 帯びた 

声。 

二人 は、 ハツと 色めいて、 宙を 飛ぶ が 如くに 例の 寝 

室まで 来て 見る と、 この 有様です から、 無二無三に、 

「この 野郎！」 

腕自慢の 田 山 白雲 は、 後ろから 大の男 を 引きずり 出 

して、 やにわに 拳 を あげて 二 つ 三 つ 食らわせ ましたが、 

それに も 足りないで、 倒れて いるの をのし かかって、 

続け ざまに こぶしの 雨 を 降らせた ものです。 

と 同時に、 大の 男が 泣き叫んで 哀れみ を 乞う の 体。 

りょうかい 

それ も 言葉が わかれば、 多少の 諒解 も、 同情 も、 出た 


かも 知れない が、 何 をい うに も チイ チイ パァ で、 ただ 

締 りなく 泣き叫ぶ の を、 田 山 白雲が、 この 毛唐！ ふ 

ざけ やが つて、 という 気になって、 少しの 容赦 もな く、 

いよいよ 強く 続け 打ちに 打ちました。 

よし、 言葉が わからず とも、 憎い やつであろう とも、 

体格が 貧弱で、 打つ に 打ち 甲斐の ないよう なやつ でも 

あれば、 白雲 も いいかげん にして、 打つ の を やめた か 

も 知れない が、 何 をい うに も 体格 は 自分よ リ 遥かに 大 

きいから、 打つ にも 打ち 甲斐が あると 思って、 容赦な 

く 打った ものでしょう。 

駒 井 甚三郎 さえ も、 もう そのく らいで 許して やれ、 


と 言いた くなる ほど 打ちのめして いるう ちに、 どうし 

たもの か、 今まで 哀訴 嘆願の 声だった ウス ノロの 声が、 

にわかに 変じて、 怒号 叫喚の 声と 変り ました。 

それと 同時に、 必死の 力 を 極めて はね 起きよう とす 

ぼ つ ぜん 

るから、 田 山 白雲が また 勃然と 怒り を 発し、 おさえつ 

けて ブン なぐる。 

それ を ウス ノロが 必死になって はね 起きる と、 かな 

じ：：：' き 

リの 地力 を 持って いると 見えて、 とうとう はね 起きて 

しまい、 はね 起きる と共に、 力 を 極めて 田 山 白雲 を 突 

き 飛ばして 逃げ出しました。 

いったん 突き飛ばされた 白雲 は、 こいつ、 生意気に 


味 を やる  と 歯が み をしながら ウス ノロ の あと を 追 

いかける。 

見て いた 駒 井 は、 これ は 白雲が 少し やり 過ぎる。 あ 

いつも、 あの ままで は 打ち殺され ると 思った から、 必 

死の 力 を 揮って 逃げ出した のだろう、 へたな こと をし 

て 怪我で もさせて はつ まらない —— と 心配 はした けれ 

ども、 仲裁の すきが ありません もので したから、 ぜひ 

なく、  二人の 先途 を 見と どけよう として、 その あと を 

追いました。 

ふうさ い 

本来、 田 山 白雲 は、 その 風采 を 見て、 誰でも 画家 だ 

と 信ずる もの はない ように、 筋骨が 尋常なら ぬ 上に、 


武術 もなかな かやり、 ことに 喧嘩に かけて は、 相手 を 

嫌わぬ しれ 者で ありまし たから、 こういう 場合に、 じつ 

として おられる わけがない。 

ことに、 いったん 取 押えた やつに はね 起きられて、 

突き飛ばされて、 逃げられた というの が、 しゃくに さ 

わった ものら しい。 

そこで、 廊下 を 追いつめて 来たと ころが、 例の 食堂 

で、 ここへ 来る と、 いつのまにか、 料理 場へ 通う 戸が 

締 切られて あった もの だから、 大の 男が 逃げ場 を 失い 

ました。 

逃げ場が なくなった ものです から、 絶体絶命で 大の 


男 は、 その 戸 じ まりの 前に 立って、 何とも 名状し 難い 

妙な 身構え をし ました。 

そこへ 田 山 白雲が 追い かけて 来て、 その 身構え を 見 

て、 あきれ 返りました。 

きゅうそ  ことわざ 

これ は 窮鼠 猫 を かむ という 東洋の 古い 諺 そっくり 

で、 狼 1 の あまりと はいえ、 あの 身構えの ザ マ は 何 だ 

と、 白雲 は 冷笑しながら 近づいて 行って、 その 首筋 を 

取って 引落そう とする 途端 を、 どう 間違った のか、 そ 

の 名状し 難い 妙な 身構えから、 両 わきに かい 込んだ 

拳が、 電 火の 如く 飛び だして、 白雲の 首から あごへ か 

けて、 したたかに なぐりつけた ものです から、 不意 を 


食った 白雲が タ ジタジ となると ころ を、 すかさず 第一 一 

撃。 

さ すが の 白雲が それに 堪ら ず、 地響き を 立てて 床の 

上へ、 打ち倒されて しまいました。 

起き 上った 時の 白雲 は、 烈火の 如く 怒りました。 

だが、 最初にば かにした あの 変な 身構えの 怖るべき 

こと を、 この 時 は 気がついた ようです。 変な 身構えが 

怖ろ しいので はない、 あの 変な 身ぶ リ から 飛び だす 拳 

の 力が、 怖ろ しいの だと さとりました。 

だから、 こいつ、 何 か 術 を 心得て いやがる なと 感づ 

いたの も、 その 時で、 そう 無茶に は 近寄れない、 強引 


にやれ ない と、 気がつきながら 起き 上って 見る と、 ま 

だ 逃げる こと も、 廻り 込む ゆと リ もない 犬の 男 は、 同 

からだ 

じょうな 変な 身構え  それ を 言って みると、 身体の 

半分 を 屈して、 眼 を 皿の ようにし、 両方の 拳 を わきの 

下へ 持って来て、 そのこぶ し をし かと 握った ところ は、 

たとえば、 柳 生 流の 柔術で いえば、 乳の 上、 乳の 下の 

構えと いうのに 似て、 組む ためで はなく、 突く ため か、 

打った めか、 或いは 払うた めの 構え だと 見て取り まし 

た。 

けとう 

毛唐の 社会に は、 こんな 手が あるの か 知ら。 しかし、 

油断して、 タカ をく くって いたと は 言いながら、 あの 


こぶしの 一 撃で よろめかされ、 二 撃で 完全に 打ち倒さ 

れて しまったの だから、 白雲が、 歯が み をす るの も 無 

理 はない。 

今で 考える と、 この 大の 男が 取って いる 身構え は、 

拳闘 をす る 時の 身構えであって、 この 男 は 相当に 拳闘 

を 心得て いて、 自分の 危急の あまり、 その 手で 白雲 を 

打ち倒し たもの だから、 決して 無茶 を やった わけで も 

なく、 力ず くで 振り 飛ばした わけで もない。 先方 はつ 

まリ、 習い 覚えた 正当の 格に よって 応戦して 来たの を、 

こちらが 無茶に、 不用意に、 近づいた から 不覚 を 取つ 

たものに 違いない。 


前に もい う 通り、 田 山 白雲 は 画家に 似合わず 屈強な 

体格で あり、 兼ねて 武術の たしな みが あり、 なかなか 

の膂 力が あって、 酒 を 飲んで 興た けな わなる 時 は、 

じんぎぐ み  しらつ かぐみ 

神祇 組で も、 白 柄 組で も、 向う に 廻して 暄嘩を 辞せぬ 

勇気が あり、 また 喧嘩に かけて は、 ほとんど 無敵 —— 

というより は、 その 蛮勇 を 怖れて、 相手に なり 手が な 

いという ほどに 売 込んで いるから、 自分 も その 方面に 

かけて は、 十分の 自信が ある。 

絵筆 をに ぎる 人が 暄曄を 商売に する の は、 どうも 釣 

合わない ことのよ うです が、 本来、 田 山 白雲 は、 絵師 

たるべく 絵師と なった ので はない。 慷慨の 気 節 も あり、 


縦横の 奇才 もないで はない が、 何 をい うに も 小 藩の、 

小禄の 家に 生れた もの だから、 その 生活の 足し前と し 

て 絵画 を 習い 出した ので、 もとより 好きな 道で も ある 

が …… この 点 は、 三 州の 渡辺畢 山に も 似て いる。 

そこで 白雲 は、 喧嘩が 本業 だか、 絵が 本業 だか、 わ 

からない ことがある。 どこへ 行っても 画家と は 見られ 

ないで、 武者修行と 見られる ことの 方が 多い。 

ぼつ ビん 

ここにお いて 白雲 は 勃然として 怒り、 この 毛唐 味な 

まね を やる、 そんなら ば ひとつ、 天真 神 楊 流の 奥の手 

を 出して …… と 本気に な つ て かかりました。 


第一に、 あの 拳 を 避けて 取ッ つかまえ、 思いき り投 

げ 飛ばして、 締め か、 逆 かで、 目に 物 を 見せて くれよ 

うとい う 策戦 を 立てました。 

この 計 策、 見事に 当って、 大の男 を ズデン ドウと 投 

げ 出した の は、 めざましい ばかりです。 

投げる と共に 飛び込んで 行った 白雲 は、 無残に 大の 

男の 首 を しめてし まいました。 

「サ ァ、 どう だ！」 

返答の な いのも 道理。 大の男 は 一た まりもな く、 完 

全に 落されて いました。 

入口に 立って 見て いた 駒 井 甚三郎 は、 田 山 白雲の 武 


勇の 程に 驚いて しまい、 投げたら ば、 抑え 込み か、 逆 

かで、 相当に 苦しめて 許して やる の だと 思って いたと 

ころが、 グン ダンしめ てし まった もの だから、 これ は 

過ぎる —— いくらなんでも やり 過ぎる わい と、 またし 

て も 白雲の 暴力に 怖れ をな した 様子で、 

「大丈夫で すか？」 

と 念 を 押します と、 

「大丈夫です、 ほうって 置けば、 生き返り ますよ」 

白雲 は、 一 息 入れる。 

それと 同時に、 気に かかる ことがあって、 食堂と、 

料理 場の 間の戸、 つまり 犬の 男が 進退 きわまった 戸口 


を あけて 見る と、 かわいそうに、 そこで 金椎が 泣き出 

しそうな 顔色 をして、 料理 場の 中 を、 右往左往に 狼狽 

しています。 

そうでしょう、 自分が 一 睡の 間に、 自分の 王国 は、 

ばんさん 

すっかり 荒されて、 丹精して 晩餐に 供えよう とした 材 

料 は、 すべて 食いつ くされて いるの だから。 そうして 

これから 迫った 時間の 間に、 その 復興 をし なければ な 

らぬ。 

その 復興 はでき ると しても、 誰が いつの まに 来て、 

こんな 手 きびしく 乱暴 を 働いて 行った の だか、 皆目 わ 

力^-な V 


いたずら をす ると すれば、 これ は 清澄の 茂太郎 にき 

まってい るが、 これ は 茂太郎 のいた ずらと して は、 規 

模が 大き 過ぎて いる。 

ことほ どに、 自分の 持 場 を 荒されて、 全然 それに 気 

がっかなかった という こと は、 損害の 問題で はなく、 

自分の 職務の、 責任の 問題 だとい う 顔 をして、 それで 

も 差 当りの 急 は、 悔いて いるより は 働かなければ なら 

ぬ、 とりあえず 差 迫った 晩餐の 復興 を、 根本的に やり 

直す ことに 全力 を 注がなければ ならぬ という 気持で、 

悲痛と、 憂愁の 色 をた たえながら、 料理 場の 中 をし き 

りに 奔走して いるので す。 金椎の 耳に は、 ただ今、 こ 


の 隣室で 行われた 大 活劇 も はいらなかった ものと 見え 

る。 

そこへ、 田 山 白雲が 顔 を 出した ものです から、 金椎 

は 申し わけの ないような 顔 をす る。 

ただいま、 泥棒が はいって この 通りで ございま すと、 

訴えれば 訴えられ るの を この 少年 は、 無言で ただ、 申 

しわけの ない 顔 だけ をして、 了 心に 働いて いる。 

「金椎 君、 何 か やられた かい、 こいつに …… ？」 

白雲 はこう 言って みたけれ ど、 金椎の 耳に は、 それ 

が 用 をな さない と 気がついて、 例の 料理法の 憲法の 下 

へ、 有 合せの 筆 を 取って、 


「洋夷 侵入、 白雲 万里」 

と 書きました。 洋夷 侵入 はわ かってい るが、 白雲 万里 

が 何の 意味 だか わからない。 

きた 

駒 井 甚三郎 も、 この 時、 室内に 入り 来って、 被害の 

実況 をよ く 調査す る。 

結局、 ただ 食い荒し、 飲み 荒した だけで、 ほかに は 

なんらの 盗難 もない という こと。 

ただ、 秘蔵し っぱなしで、 誰も 手 をつ けなかった キュ 

ラソ— が、 一 瓶 なくなって いるが、 これ とても 闖入者 

が 私した ので はない —— 私した の はわ か つ ている が、 

それ を 持ち出して どうの こうのと いうので はなく、 た 


だ 飲んで しまって、 いい 心 持に なった の だとい うこと 

がわ かリ、 つまり、 あいつ は、 ただ 食に 迫って この 家 

へ 闖入し、 飢えが 満たされてから、 あちらへ 戸惑い を 

して 行った ものに 過ぎまい、 という 想像が 話題に なつ 

てみ ると、 白雲 も、 あまり 手 きびしく とっちめ たのが 

むしろ かわいそう にもな りました。 

けとう 

しかし、 毛唐 は 毛唐に 違いない。 あんな 奴が、 どう 

して 一 人 だけ こんなと ころへ 流れ込んだ のだろう とい 

う 疑問 は、 誰の 胸に も 浮ぶ。 

その 時、 隣室で、 う ー ん とうな り 出した の は、 問題 

の 男が 息を吹き返した ものでしょう。 


十七 

晩餐の 食堂の 開かれよう とする 前、 駒 井 甚三郎 と、 

田 山 白雲と、 例の マドロス 氏と が 卓 を 囲んで 会話 を は 

じめ ました。 

ところが、 まどろ こしい ことに は、 駒 井の 英語 は、 

耳 も、 口 も、 目 ほどに は ゆかない ものです から、 マド 

ロス 氏との 会話に、 非常に 骨が折れ るのに、 また マド 

ロス 氏の 言葉が、 英語が 土台に はなって いるが、 なま 

りが 非常に 多い と 来て いるから、 断線したり、 わから 


ない なりで しまったり、 要領 を 得た ような 得ない よう 

な、 すこぶる 珍妙な 会話で ぁリ ましたが、 しかし、 こ 

の 骨の 折れる 珍妙な 会話が、 駒 井と、 白雲と を、 興に 

導く こと は 非常な ものでした。 

とにかく、 そのし どろ もどろ な 会話 を 綜合して みる 

と、 この マドロス 氏 は、 オランダで 生れて 英国で 育ち、 

マドロス として、 ほとんど 沿海の 諸国 を 渡り歩い てい 

るう ちに、 その 言語が 英語 を 主として、 それら 諸国の 

異分子が、 ゴッ チヤに なって いるう ち、 支那の 上海 あ 

たりに いた こと も かなり 長かった とやら で、 支那 語 も 

ちょ、，， ちょ ハ 入ります。 


駒 井の 方 は、 不自由と は 言いながら、 ともかく、 正 

確な 文法から 出て いるの だが、 マドロスの 方 はべ ラン 

メ  — です。 

どうして こんなと ころへ 流れつ いたか、 という 疑問 

に 答えた ところ を、 つづり 合わせて みると、 なんでも 

日本の 北海へ 密獵に 来て、 その 帰りが けに、 この 近海 

へ 碇泊して いるう ち、 勝負事で、 仲間に いじめられる 

かどう かして、 船 を 逃げ出し、 その 逃げ出す 時に 万一 

の 用意と して、 ポテト を 一 袋 持って 海へ 飛び込んで 泳 

いでみ たが、 ポテトが 邪魔に な つ て 思うよう に 泳げな 

い、 そこで ぜひな く ポテト を 打 捨てて 泳いだら、 まも 


なく 海岸へ 泳ぎつ いた。 こんな ことなら、 ポテト を捨 

てるではなかった —— 今更 ポテトが 惜しくて たまらな 

い。 あの ポテト さえ あれば、 当座の 飢え をし のぐ こと 

がで きたの だ。 当座の 飢え をし のいで さえ いれば、 こ 

ちんにゅう 

うして 人様の 家へ 闖入して、 首 を しめられ、 地獄の 境 

まで 見せても らうよう な 羽目に も 落ちな か つたろう に、 

返す返す も、 ポテトに 恨みが あるよう な こと を 言い ま 

した。 

その 愚痴が おかしい といって、 聞きながら 駒 井甚三 

郎が 笑い出す と、 田 山 白雲 は 何の こと だか わからない 

が、 マドロス 氏が しきりに 手 まね をしながら、 ポテト、 


ポテトと いう 語 を 繰 返す ものです から、 白雲が 横の 方 

から 口を出して、 

「ポテトと いうの は、 何です か？」 

「それ は 例の、 ジャガ タラい もの こと だよ」 

「はは あ、 あの ジャガ タラ か …… 」 

白雲が なるほどと うなずく ところ を、 駒 井が 翻訳し 

て、 この 男が 仲間から いじめられて 船 を 逃げ出す 時に、 

ジャガ タラい も を 一 袋 持って 海へ 飛び込ん だが、 ジャ 

ガ タラい もが 荷に な つ て 思うよう に 泳げない、 そこで 

やむなく ジャガ タラい も を 打 捨てて 泳いだら、 捨てて 

間もなく 岸であった、 こんな ことなら ジャガ タラい も 


を 捨て るんで はなかった、 今更 ジャガ タラい もが 惜し 

い、 あの ジャガ タラい もさえ あれば、 飢えに 迫って、 

こんな 憂目 を 見なくても 済んだ に …… と 今 この 男が 

ジャガ タラい もに 向って、 かずかずの 恨み を 述べて い 

ると ころ だ …… 駒 井が 白雲に 話して 聞かせる と、 白雲 

が、 はじめて 大口 あいて カラカラと 笑いました。 

「はは あ、 いもに 恨みが 数々 ござる という わけ か」 

まもなく、 その ジャガ タラい もが、 金椎の 骨折りで 

巧みに ゆで あげられ、 ホヤ ホヤと 煙 を 立てて 食卓の 上 

に 運ばれた ところから、 マドロス 氏 は 妙な 顔 をして、 

その ジャガ タラい も を 一 心に ながめ やる。 


田 山 白雲 は、 腹 を かかえて 笑い、 

「さあ、 君、 遠慮なく やり 給え、 思わぬ ところで、 わ 

が 子に めぐり 会って うれしかろう」 

白雲が まず、 その 最も 大きな ジャガ タラい も を 取つ 

て、 皮 をむ き、 塩 をつ けて、 食い はじめました。 

そこで 三人 は、 ジャガ タラい も を 食いながら、 その 

不自由な、 間違い だらけの 会話 を、 熱心に 続ける。 

田 山 白雲の 武勇の ことになると、 駒 井 は 全く 舌 を ま 

き、 マドロス 氏 は 恐れ入って、 自分で 自分の 咽喉 をし 

める まね をして 苦笑い をす る。 

その 時に 白雲が、 かなり まじめに なって、 しかも 慨 


然とした 調子で、 次の 如く 言いました。 

「時に とって 腕力 も 必要です よ、 腐れ 儒者 は、 腕力 は 

すなわち 暴力と 言いたがる けれど、 人間が ことごとく 

聖人で ない 限り、 腕力で なければ 度し難い ことがある 

のです」 

「美術家た る あなたから、 腕力の 讃美 を 聞こうと は 意 

外です、 いわん や、 その実 力 を 示されようと は …… 」 

「拙者 はこれ が 持 前です よ。 もっとも、 近頃 は 少しお 

となし くな りました。 しかし、 理由な き 腕力 を 用うる 

という こと は 断じて 致しません から、 御 安心 下さい。 

理由 ある 場合と、 事の 急なる 場合に は、 筆の 先 や、 舌 


の 力で は、 緩慢で 堪え きれません からな」 

「しかし、 腕力 は 結局、 また 腕力 を 生む ことにな リは 

しない か？」 

「正義に はかない ません よ。 正義 を 遂行す るた めの 腕 

力で、 本当の 腕力 は、 正義の 存 する ことのほかに は、 

ふる 

そう 強く 揮える ものじゃありません。 陰険 卑劣な ォッ 

かんせい 

チョコ チヨ ィ、 つまり、 蔭へ まわって は、 人 を 陥穽し 

ようとす るよう な 奴、 表へ 出て は、 つかみどころ のな 

いような 奴 を、 制裁す るの は、 腕力に 限ります。 大地 

の 上へ、 ゥンと 一 つ 投げつ けて やる か、 腕の 一本 も 打 

折って やる と、 少し は 眼が さめます。 早い話が、 われ 


われ 社会の 偽物 ども を 退治す るなん ぞに は、 これが い 

ちばん 近道です よ」 

「偽物 退治と は？」 

「つまり、 絵の 偽作 をす る 奴なん です、 名家の 絵 を 偽 

作して、 盛んに 売 込んで 儲ける 奴が あるんで すな。 泥 

棒よりも モット たちのよ くない 奴なん です が、 こいつ 

が、 われわれ 社会の 裏面に 蠅 のように 寄生して、 始末 

にいかない ことがある。 な あに、 神品 は 模造す ベから 

ざる もの だから、 見る 人が 見れば、 問題に はならない 

が、 世間 はめ くら 千 人 だから、 その 偽物に 欺かれる も 

のが 意外に 多いです。 そういう 蠅 のよう な 偽物 ども を、 


いちいち 取ッ つかまえて、 町奉行へ 訴え出る なん ぞは 

わずら 

煩わしくて たまらな いから、 大家 連 は、 知って 相手に 

しない ことがあ ると、 そいつら がいい 気になって 増長 

する もの だから、 画界の 風儀 を 非常に 乱す。 そこで 拙 

者 は、 三 四 人の 腕き きを 集め、 自分が 先発で、 いちい 

にせもの 

ちその 偽物 ども をブン なぐ つ て 廻った ことが ありまし 

た」 

「それ は、 なかなか 痛快です が、 暴力 沙汰で、 あべ こ 

ベ に 告訴 を 受ける ような ことはありませんでした か」 

「ありません とも。 暴力じゃありません、 正当防衛で 

す もの。 盗み をす る 奴 をつ かまえて 聞かな けり や、 打 


ち 殺した つて 苦し かありません よ、 いわん ゃブン なぐ 

るく らい は 何でもない ことです。 五六 人ブン なぐった 

き  め 

ら、 それで 少し は 利き目が ありました。 なかには 腕 を 

折られて、 ヒ ィヒィ 泣いた 奴 も ありまし たよ。 ああい 

う 蠅共を 退治す るに は、 腕力に 限る です」 

美術界の 神聖の ために、 その 風儀の 維持の ために、 

偽作 者に、 腕力 制裁 を 加える ことの 正義なる 所以 を、 

白雲 は 力説し ました。 

そうして、 自分が この 偽作 者 どもの ブラックリスト 

を こしらえて 置いて、 片っぱ しから ゃッ つけた 経験談 

を 語り 出で て、 そうして 今時の 腐れ 儒者 や、 青二才が、 


腕力すな わち 暴力と けなして、 自分の 卑怯な 立場 を擁 

護しょう とする 風潮 を、 あざけりました。 

十八 

ここで 三人の 会話に 花が 咲いて いる 時、 海に 面した 

他の 一 方の 座敷で、 美婦 と、 妖童 とが、 しめ やかに 問 

答 をす る。 

岡 本 兵 部の 娘 は、 畳の 上に 置かれた 椅子に 腰 を かけ 

て、 すらりと した 足 を 投げ出しながら 糸 巻に 糸 をまい 

ている と、 それと 相 向った ところに 清澄の 茂太郎 は、 


ちょこ なんと 坐って、 両手に 糸の 束 を かけ、 膝の 上に 

は、 片時 も 放さぬ 般若の 面が ある。 

兵 部の 娘に 糸 を まかせながら、 清澄の 茂太郎 は、 

よし ま つ 

可愛い 由 松 だれと 寝た 

だれと 寝た 

お父さんと 寝たなら 

よしよ し 

小 音で うたう と、 岡 本 兵 部の 娘 は、 それに 合わせる 

ように、 

寝た と いな 

寝た といな 


裾に 清 十郎と 

寝た といな 

そう 言いながら、 手 を 休めず 糸 を ま い て いると ころ 

を 見れば、 少しも 変った ところ はない。 言葉の 調子 

あね さま 

だって その 通り、 茂太郎 に対して 親切な 姉 様ぶ りと 

いったよ うな 気位が、 少しも 乱れて はおりません。 

これ はどうした のだろう。 駒 井の 手 もとへ 置いても 

らうよう になって、 その 精神が すっかり 落ちついて、 

こう も、 たしな みのよ いお 嬢 様の 昔に 返った のか。 そ 

れ とも、 逢いたがって いた 清澄の 茂 太郎が 来たので、 

その 喜びから 乱れた 心が 一時に 納まった のか。 とに か 


く、 岡 本 兵 部の 娘の 今の 有様 は、 精神に も、 肉体に も、 

なんらの 異状 を 認める ことができず、 このまま この 家 

庭の 一員と して、 誰が 見ても 調子よ く 納まって いるの 

は、 以前 を 知っている 者の 眼から 見れば、 不思議と い 

うば かりです。 

不思議な の は、 それば かりで はない。 以前 を 知った 

ものに とって は、 幾多の 痛々 しい もの を 知ってい るで 

しょう。 知って、 言わず して 過ぐ る 人の 眼に は、 複雑 

な 嘲笑の 色 を 含んで はいるが、 当人 は、 淋しく 取 澄ま 

して それ を やり過ごす。 それが 痛々 しいと も 見られる 

し、 食えない とも 見られる。 どちらで も 取りよう です。 


糸 を 巻かせながら 茂太郎 は、 何 か 物 足らない ような 

ふぜい 

虱晴 で、 

「殿様 殿様と いう けれど、 どうして あの人 は、 殿様な 

ん だろう？」 

「どうして 殿様 だって、 あの方 は 殿様なん だもの」 

「だって 殿様と いう もの は、 槍 を 立てて、 お供 をた く 

さん 連れて、 乗物に 乗って、 前触れ をして、 お通りに 

な るん じ やない か。 うちの 殿様 は、 お供 もなければ、 

槍 もない し、 乗物 もない」 

「ホホ ホホ」 

それ を 聞いて、 岡 本 兵 部の 娘 は 笑い、 


「それ はお 前、 昔の ことよ。 うちの 殿様 も、 以前 は そ 

の 通りなん でしよう、 お 大名で こそなかった けれども、 

立派な お 殿様よ」 

「今 は？」 

「今 は 浪人して いら つ しゃる から …… 」 

「どうして 浪人した の？」 

「どうして だか、 知らない わ」 

そこで 糸 巻の 糸が こん がらかった の を、 兵 部の 娘が 

軽く さばく。 

「お嬢さん、 お前、 今日 も 殿様のお 部屋へ 行きました 

ね」 


「ええ」 

「何 をして いたの？」 

やす 

「寝んで いたのよ」 

「 一 人で …… ？」 

「無論の こと さ」 

r 吒られ るだろう？」 

「だって、 あそこ は 静かで いい もの …… 」 

「騒がしい とこ はい や？」 

「ええ」 

こきん 

「では、 どうして 胡 琴 を ひいたり、 あたしに 歌 をうた 

わせたり する の？」 


「その 時 は、 その 時で ね」 

「ふだん は、 静かな ところがい いの？」 

「ええ …… だから 殿様の いない 時にば かり、 あのお 部 

屋へ 行って 寝る の」 

「そう」 

茂太郎 はま だ 心 もとない 顔 をしながら、 その 問答の 

一 くさり は ともかく、 それで 一 段落に なると、 また、 

可愛い 由 松 だれと 寝た 

だれと 寝た 

お父さんと 寝たなら 

よしよ し 


一 つ こと を 歌い 出す と、、 二度、 三度、 口 をつ いて 出 

るの が この 少年の 癖であります。 

その 歌 は、 例によって でたらめ では あるが、 それ は 

いつ、 何の 時、 どこかで 一度 は 鼓膜に 触れた ことの あ 

る ものが、 順序不同に 口 をつ いて 出る の だから、 あな 

がち 創作と もい えますまい。 そこでち ようど、 巻かせ 

た 糸の 一 たばが 終りに なりました。 

「どうも 御苦労 さま」 

「お嬢さん、 殿様が 浪人 をす るの は、 何 か 悪い こと を 

したんだ ろ、 つ 9-」 

「いや だ、 悪い ことなん かする 殿様じゃありません よ」 


「だッ て 悪い こと をし なければ、 浪人す る はずがない 

じ やない か？」 

「そうとば かり は、 言われな くって よ」 

「それでも、 立派に 殿様で いられる 人が、 浪人 をす る 

の は、 つまり 何 か 悪い こと をして、 免職に なつたん じ や 

ない？」 

「そんな ことがある ものです か」 

兵 部の 娘 は、 無意識に 駒 井の 弁護 をして きたが、 思 

うように 茂 太郎の 耳に は 響かない と 見えて、 

「いい 人 だってお 前 ：•：• いい 人 だって、 悪い こと をす 

る こと も ありま さあね」 


茂太郎 から 先手を打 たれて、 兵 部の 娘 は、 ちょっと 

一 一 の 句が 継げ なくなりました。 

なるほど、 そうい われて みれば、 そこに 疑いの 余地 

がないで はない。 ドコ といって 非 点の 打ちよう のない 

殿様が、 その 位地 を 去らねば ならぬ までの 事情 を、 聞 

いても みなかった し、 考えても みなかった が、 茂太郎 

から、 かりそめに 疑われて、 はじめて 疑いの 心が 起り 

ました。 

だが、 この 疑い も、 自分の 弱味 を 疑われで もした か 

のように、 何 か、 弁護の 口実 を 発見し ようと あせった 

揚句、 


「それでも お前 …… 天神 様 を ごらん」 

「え？」 

「天神 様 を ごらんなさいな、 菅原道 真 公 を。 天神 様 は 

つくし 

あの 通りの いいお 方でしょう、 それで さえ 筑 紫へ 流さ 

し へ いこう  ざんげん 

れ たじゃありません か、 時 平 公の 讒言で …… 」 

「  」 

「讒言に 逢つ ちゃ、 誰 だって、 どんな エラ ィ人 だって、 

たまりません よ」 

彼女 は、 ようやく 菅原道 真にお いて、 その 最も 有力 

な 弁護者 を 見出だし たかの ように、 一 も、 二 も、 讒言 

と いう ことに 持って行って しまいたがる。 


「そうか も 知れない」 

なっとく 

茂太郎 が、 それで やや 納得の 色が あるのに 力 を 得て、 

「うちの 殿様 も、 つまり、 讒言に 逢って、 今の ように 

浪人して いらっしゃる のよ、 だから、 わたし、 ほんと 

うにお 気の毒 だと 思う わ」 

「それでお 嬢さん、 お前 は、 ここのう ちの 何な の… 

…？」 

「わたし？」 

「殿様のと ころへ、 お 嫁に 来たん じ やないで しょう？」 

「ィャ な 茂ち やん」 

めかけ 

「それじゃお 妾さん …… ？」 


「茂ち やん」 

「なに？」 

「お前、 どうして そんな こと を 聞きた がるの？ お前 

らしく もない」 

「だって、 お前 は、 ここのう ちへ、 何し に 来て いるん 

だか わからな いんだ もの。 もと、 殿様のお 家と 親類な 

の？」 

「そんな こと は、 どうで もい いから、 茂ち やん、 お 歌 

いなさい な」 

こきん 

といって、 兵 部の 娘 は 糸卷を 置いて、 胡 琴 を 取上げ ま 

した。 


歌えと いわれた が、 歌わない 茂太郎 は、 

「お嬢さん、 弁 信さん のこと を、 悪く いうの をお よし」 

と 急に 思い出し ていう。 

「どうして？」 

「どうして だ つ て、 弁 信さん は 悪く いう 人 じ やない、 

あの人 を 悪く いう 方が 間違って いる」 

「わたし は、 そんな 人、 いっこう 知らない」 

さんさが 

兵 部の 娘 は、 三下り の 調子で、 胡 琴 を 鳴らして みま 

した。 

「お雪ち やん もい い 子 だ」 

「お雪 ちゃんて、 どこの 子？」 


「上野 原のお 寺の 娘よ」 

「茂ち やん、 お前 は、 その 娘さんに も 可愛がられ たろ 

う？」 

「可愛がられ たさ」 

「わたしと、 どっちが いい？」 

「どっち も だいすき …… けれども、 お雪 ちゃんの 方が、 

お嬢さんより 親切ね」 

「親切、 どんなに 親切？」 

「どんなに 親切った つて、 それ は 口に は 言えない けれ 

ど、 お雪 ちゃんて 人 は、 ほんとうに 親切な 人よ、 わた 

しがいないでも、 わたしの こと を 心配して いて くれる 


のよ」 

「お雪 ちゃんより、 わたしの 方が こわい？」 

「こわかない けれど —— 」 

茂太郎 は、 この 時、 立ち上って、 般若の 面 を かぶり 

ました。 

「茂ち やん、 もう 少しお 話しよ」 

その 時 は、 もう 茂 太 郎の姿 は、 この 座敷の 中には 見 

えず …… といっても、 七兵衛 のように、 忍術 まがいの 

はやわざ 

早業で、 消えて なくなつ たわけで はなく、 窓から 身 を 

おどらして、 室外へ 飛び出して しまった のです。 

すの さきば な じんとう  さん こつ 

ほどなく 洲崎 鼻の 尽頭、 東より 西に 走り 来れる 山 骨 


が、 海に 没して 巌 角の 突 兀 たると ころ、 枝ぶ り 面白く、 

海へ 向っての した 松の 大木の 枝の 上に、 例の 般若の 面 

を かぶって 腰う ちかけ、 足 を 海上に ブラ 下げた 清澄の 

茂 太郎。 

かた  まぢか 

北の方、 目 近に 大武の 岬 をな がめ、 前面、 三 浦 三 崎 

うちうみ  そとうみ 

と 対し、 内 湾と、 外 湾との 暮れ ゆく 姿 を 等分に ながめ 

ながら、 有らん限りの 声 を 出して 歌いました。 

+0 んぎく 

万 木お ふくが 通 るげ で 

五 百 雪駄の 音が する 

チ ー カロン ドン、 ツァン 

まさ さ 

正木 千 石 


那古九 石 

那 古の 山から 鬼が 出て 

鰹 の 刺身で 飲みたがる 

チ ー カロン ドン、 ツァン 

このところより、 遠見の 番所 はさまで 遠い ところで 

はない。 

あの 座敷に いた 岡 本 兵 部の 娘の 耳に は、 明らかに こ 

の 歌の 音が 聞き取れる。 歌の 音が 聞え るば かりで はな 

い、 ちょっと 身をかがめさえ すれば、 いま 出て 行った 

窓のと ころから、 明らかに この 竜燈の 松と、 その 枝の 

上 に 身 を 置 いて、 海洋の 上に 高く 足をブ ラ 下げながら、 


対岸 三 浦 三 崎の あたり を 眼 通りに ながめて、 あらん 限 

リの声 をし ぼって うたう その 人の 姿 を、 まるで 手に 取 

るよう に、 ながめる ことができる のであります。 

弁 信さん 

お前 は 知らない 

あたしが 

どこに いるか 

お前に は 

わからないだろう 

海 は 広く 

山 は 遠い 


向う に ぼんやりと 

山と 山の 上に 

かすんで 見える の は 

富士 の 山 

甲 州の 上野 原で も 

あの 塔の 上で は 

富 土の 山が 

見えた のに 

弁 信さん 

お前の 姿が 見えない 

清澄の 茂太郎 は、 こういって 歌いました。 いや、 こ 


たんじゅん めいりょう 

れは 歌で はない、 単純 明亮に 山に 向って 呼びかけた 

言葉に 過ぎない けれど、 茂 太郎が 叫ぶ と、 韵文 のよう 

に 聞え る。 

清澄の 茂 太郎は 今、 般若の 面 を 小脇に かいこんで、 

砂浜の 間 を、 まっしぐらに 走り出しました。 

その 時分、 ちょうど、 西の 空 は 盛んに 焼けて 赤くな 

リ、 ところに よって は 海の 水 さえが、 紅 を 流した よう 

になり ました。 夕焼けの ために 空が 赤くな リ、 従って 

海が 赤くなる の は、 あえて 珍しい ことで はな いが、 きょ 

うに 限って、 その 赤い 色が 違うよう です。 


老 漁師 は、 こんなに 変った 色 を 好みません。 その 色 

ざしに よって、 なんとか 明日の 天候 を 見定める もので 

ひよ リ 

すが、 この 夕べ は、 十 里の 砂浜に 日和 を 見ようと する 

一 つの 漁師の 影 さえ 見えません。 

ところどころに、 竜 安 石 を 置いた ような 岩が 点 出し 

へ いさび ようばく 

ている だけで、 平 沙渺漠 人煙 を 絶す るよう な 中 を、 清 

澄の 茂太郎 は、 西に 向って まっしぐらに 走り出し まし 

た。 

たち ま 

真直ぐ に 行けば 忽ち 海に 没入す る 道 も、 まがれば 

無限で ある。 茂太郎 は、 その 無限の 海岸線 を 走ろうと 

いうので すから、 留め 手の ない 限り、 その 興の 尽き、 


足の 疲れ 果 つる 時 を 待つ より ほかに、 留める すべ はな 
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けれども、 まっしぐらに 走る こと 数 町に して、 彼 は 

踏みと どまり、 やはり 真紅に 焼けた 海の あなたの 空に 

向って、 歌 をうた う 声が 聞え ます。 

だが、 その 歌 は、 音節が 聞え る だけで、 歌詞 は 聞え 

ない。 聞 えても わかるまい。 

暫く 砂浜の 上に 立って、 例の 如く、 あらん 限りの 声 

を 揚げて 歌 をうた つていた が、 真紅な 西の 空に、 旗の 

ように 白い 一 点の 雲 をみ とめる と、 急に 歌 を やめて、 

それ を 見つめる。 


白い 一 点の 雲が 動く —— 動いて こちらへ 近づいて 来 

る。 

一片の 雲 だけが、 夕陽の 空 を、 こっちへ 向いて 飛ん 

で 来る という 現象 は 珍しい こと だ。 ことに その 色が、 

いかにも 白い。 時として は、 銀の ような 色 を 翻して 見 

せる こと も ある。 

雲が 自身で 下りて 来る  まことに 珍し いこと だ。 

彼 は 大海の 夕暮に 立って、 下界に 降り 来る 一 片の 白雲 

を、 飽くまで 仰ぎ ながめて いる。 

なんの こと だ —— 雲で はない、 鳥 だ。 素敵 もない 大 

きな 鳥が、 充分に 翼 をのし き つ て、 夕焼けの 背景 を も つ 


て、 悠々 として 舞い 下って 来る のだった。 

あほうどり 

信天翁 か —— とびか、 鷹 か、 みさ ごか、 かもめ か、 

なんだか 知らないが、 ばかに 大きな、 真白な 鳥 だ。 

ちんう つ 

そのうし ろ を、 黒鉛の ような 夕暮の 色が 沈鬱に し、 

金色の 射る 矢の 光が 荘厳に する。 

なんだ、 鳥 か —— 小児が 再び 走り出し たの は、 その 

時から はじまります。 雲が 心あって おりて 来るなら、 

それに 乗りたい、 だが、 鳥で は 用がない とで も 思った 

のだろう。 

鳥の 方で もまた、 お 気に 召さないならば …… と 挨拶 

して、 翼の 方向 を かえる。 


清澄の 茂太郎 は、 またも、 まっしぐらに 砂浜の 無限 

の 道 を 走る。 

遠見の 番所 も 見えな くな つ た。 

駒 井の 住所 も、 造船所の 旗 も、 模糊と して わからな 
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空の 紅 の 色 は 漸く あせて ゆく と、 黒の 夕暮の 色が 

それ を 包んで ゆく。 ただ 一本、 すばらしく 長い 金色の 

まつご 

光が、 大山の 上 あたりまで、 末期の 微光 を 放って いる 

のが 残る ばかり。 

そこで 清澄の 茂太郎 は、 また 踏みと どまって、 あら 

ん 限りの 声で 歌い 出した。 


音節が 聞え る だけで、 歌詞の わからな いのは 例の 通 

リ  

ひとしきり、 歌 をうた うと、 またも、 西の 空の 残光 

に 向って、 まっしぐらに 走り出す。 行く こと を 知って 

帰る こと を 知らない らしい この 少年に あって は、 行く 

ことの 危険に 盲目で、 帰る ことの 安全が 忘却され る。 

それとも 悪魔 はよ く 児童 を とらえたがる —— 鼠取り 

の 姿 を 仮り て、 笛の 音で ハメ リンの 町の 子 を 誘い、 そ 

ことごと 

れを 悉 くヴ エゼルの 河の 中に 落して 溺れ 死なした こ 

とも ある。 天の 一方に 悪魔が あって、 無限に 茂 太郎を 

誘引す るの かも 知れない。 


果して、 その 日、 晩餐の 席に、 駒 井の 家に は、 新た 

に 外来の 漂泊の 愛嬌 者の 来客 を 一 人 迎えた けれど —— 

同時に、 いつもいて 食卓 を 賑わす 一個の 同人 を 失い ま 

した。 

迎えた の は、 申す まで もな く マドロス 氏、 失うた の 

は、 清澄の 茂 太郎。 

その 席で、 駒 井 は、 幾度 か 茂 太郎の 身の上 を 心配し 

たけれ ど、 岡 本 兵 部の 娘 は、 一向 それ を 苦にしない。 

「あの 子 は、 帰ります よ」 

この 娘 は、 深山と、 幽谷と、 海浜と、 人な きと ころ 


を 好む 茂 太郎を 知っている。 

山に 行けば、 悪 獣と も 親しみ、 海に 入れば、 文字 通 

ぎょかい 

りに 魚介 を 友と して 怖れない こと を 知っている。 茂 太 

いんび  けんそう 

郎の 不安 は、 繁昌と、 人気と、 淫靡と、 喧噪の 室内に 

置く ことで、 山海と 曠野に 放し 置く ことの、 絶対に 安 

全な の を 知っている。 

されば こそ、 さいぜん も、 まっしぐらに 砂浜 を 走る 

茂 太郎を 後ろから、 最初のう ち は 呼んで みたけれ ども、 

ほどなく あきらめて、 そのな すが ままに 任せて しまつ 

た。 

その 晩餐の 席に は、 料理 方の 金椎 も、 平等に 食卓の 


一 方 をし め、 お 給仕 役 は 岡 本 兵 部の 娘が 代りました。 

といつ て も、 兵 部の 娘 もまた、 平等に 食卓の 一 部 を 持つ 

ている の だが、 好意 を 以て 金 椎の労 を ねぎらう ために 

給仕 をつ とめる ものら しい。 

これによ つて 見る と、 いつも は、 清澄の 茂太郎 もま 

た、 お 給仕 役 をつ とめる のだろう。 見たところ、 田 山 

白雲 も、 主人役の 駒 井 甚三郎 まで も、 ほとんど ここで 

は、 主客の 隔てがない らしい。 新来の ウス ノロ 氏 は、 

相 変らず この 席の 人気者で ありました。 

しき 

兵 部の 娘に 向って、 頻りに 面目なが つて、 ひた あや 

まりに あやまる 形 は、 また かなり 一 座の 者 を 喜ばせた 


ようです。 

当の 兵 部の 娘 さえ、 笑って 問題に しない くらいだ か 

ら、 むしろ 一 種の 喜劇 的 人物の 点 彩 を 加えた ような も 

ので、 この 一座の 藹々 たる 家庭ぶ りの 中に 包まれて し 

ま つ たような ものです。 

この 新来 客の 姓名 は、 当人 はト— マスと かゼ ー ムス 

とか 名乗った ようで したが、 田 山 白雲 は 決然と して、 

ウス ノロが いい、 ウス ノロが いい、 ウス ノロ 君と 呼べ 

ばてつ とり 早くって いいで はない か —— と 提案した が、 

それ は 少なくとも 人格に 関する、 むしろ マドロス 君と 

呼ぼう ではない か、 と 駒 井の 修正案が 通過す る。 


かくて このまま マドロス 君 は、 駒 井一 家の 家庭の 人 

として 包容され るら しいが、 駒 井 甚三郎 の 心で は、 こ 

れ はこれ で、 また 利用の 道が ある、 当分 は 造船 ェを手 

伝わせ —— と 心に 多少の 期待 を 置いて いるら しい。 

こうして 席上 はかな リ 陽気でした けれど、 ひとり、 

耳の 聞えない 金椎 だけが 心配そう に、 手帳と 鉛筆と を 

持って、 岡 本 兵 部の 娘の 前へ 出て 来て、 

「茂ち やん は、 どうしました？」 

と 言いながら、 手帳と 鉛筆 を さしつけ ると、 兵 部の 娘 

は、 直ちに 鉛筆 を 取って 認めました、 

「海岸 ヲ西ノ 方へ 向 ィテ行 ッテシ マイ マ シタ、 ソ ノウ 


チ帰ル デシ ヨウ」 

まゆね 

それ を 見る と、 金 椎の眉 根が 不安の 色に 曇リ、 思わ 

ず 窓の 外から 海の 方 を 見ます と、 真の闇ながら、 空模 

様が 尋常で ない。 

十九 

宇津木 兵馬 は、 あす は 中 房の 温泉に 向けて 出立し よ 

うと、 心 をき めて 寝に つきました。 

今頃、 中 房へ 行く といえば、 誰も 相手に しない。 案 

内 者です らも 一 一 の 足 を 踏んで 引 留める くらいだ から、 


これ はむしろ、 誰に も 告げないで、 単騎 独行に 限る と 

思いました。 

仏 頂 寺ら の 豪傑 連 は どこ を 歩いて いるか、 ほとんど 

寄りつ かない。 そこで この 連中と は 同行の ような もの 

だが、 おのおの 自由 行動 を 取って いるの だから、 断 わ 

る 必要 はない ような ものの、 一応 は 置 手紙 をして おこ 

う —— そ れと、 防寒の 用意 だけ は 多少して 行かねば な 

らぬ。 場合によって は 食糧 も  そこで 兵馬 は、 明日 

出立の こと を 考えて、 今や 眠りに 落ちよう とする 時、 

廊下 を バタ バタと 龃 けて 来て、 兵馬の 部屋の 障子に 手 

を かけた ものです から、 ハテ、 仏 頂 寺が 帰った のか 知 


ら、 それにして は 変な 足音 だ。 

ハツと、 眼が さめた。 

では 女中だろう  それにしても 女中なら ば、 いく 

ら なんでも、 もう 少し しとやかで なければ ならぬ。 寝 

ついてい るお 客の 座敷へ 来る に は、 一応の 挨拶 も ある 

べき もの を、 バタ バタと 龃 けて 来て 障子へ 手 を かける 

と、 早く も それ を 引 開けて、 なんにも いわずに 勢いよ 

ちんにゅう 

く 闖入した ものです から、 兵馬 もこれ は 変 だと 思い 

ました。 

こういう 場合に おいての 兵馬 は、 金椎と 違う。 

兵馬 は、 不具で ない 耳 を 持って いると 共に、 敵の 動 


静 に対して は 極めて 敏感なる 武術の 修養 を 持って いる。 

何者の 闖入者が、 いかなる 場合に 来ても、 よし 熟睡 

中に 来ても、 うろたえない だけの 心得 は ある。 だから、 

おのれ を 守る 意味に おいて は、 金椎 あたりと は 全然 比 

較 にならない のです。 

ハツと 眠り を さまして、 半眼で もって、 早く も その 

闖入者の 動静 を 見て取って しま いました。 

ところが、 この 闖入者 もまた、 金椎の 場合に おける 

ものと は 全く 挙動 も、 性質 も、 違って いる。 

あの 時の ように、 一応、 外からの ぞいて 見たり、 お 

とのうて みたり して、 おもむろに 闖入に 取り かかる と 


いうので はなく、 バタ バタと 蚯 けて 来て、 いきなり 障 

子 を あけて、 一 言 もな しに ズ カズ 力と 人の 座敷へ 入り 

込む の だから、 かなり 大胆な ものです。 

けれども、 この 大胆 者 は、 兵馬 を 怖れし めないで、 

あぜん 

驚かせる に は 驚かせた が、 むしろ 啞 然として、 あきれ 

返る ように、 驚かせた のです。 

この 闖入者 は、 赤い ひげの マドロス 氏と は 違って、 

艷 にな まめいた 女で ありました。 

おとこ まげ 

それ は 特にめ ざまし いもので、 男鬅に ゆって、 はな 

ちりめん じゅばん  てこまい すがた 

やかな 縮緬の 襦袢 をつ けた 手 古舞 姿の 芸者で ありまし 

たから、 兵馬と いえ ども、 呆気に 取られな いわけに は 


ゆきません。 

はは あ、 今夜 はお 祭で、 手 古舞が 出て 大騒ぎで あつ 

た。 だが、 手 古舞が ここへ 舞い込んで 来る の は、 どう 

した ことの 間違いだ。 

兵馬 は 寝た ままで 半眼 を 開いて、 非常な 驚異で、 手 

古舞の 挙動 を 注視して いると 知る や、 知らず や、 手 古 

舞の 無遠慮 はいよ いよ 甚だしい もので、 いきなり、 火 

鉢のと ころへ 来て べったりと 坐って しまい、 右の 手で 

火鉢の 上の 鉄瓶 を 取る と、 左の 手で 湯 呑 を ひっくり返 

し、 もうさめ てし まった 鉄瓶の 湯 を、 その 湯 呑の 中に 

つぐと、 仰向けに グ ッと頤 けて しまいました。 


あき 

遠慮のない 奴 もあった もの だな、 兵馬 は 呆れながら、 

なお 油断な くその 挙動 を 注視して いると、 お湯 を 飲む 

こと 飲む こと、 立てつ づけに、 何 杯 も、 何 杯 も、 あお 

たち ま  から 

りつけ て、 忽ち 鉄瓶 を 空に してし まいました。 鉄瓶 

が 空に なった と 見る と、 それ を 下へ 置いて、 ゲッ とい 

う 息をついて、 トロンと した 眼で 室内 を ながめて、 ぐつ 

からだ 

たリ身 体 を 落ち つけて いると ころ。 

はは あ、 酔って いるな、 酔って、 戸惑い をした な。 

本来なら ば 兵馬 は、 そこで 穏 かに 警告 を 与えて 立 退 

きを 命ずべき はずで あつたが、 放って置いても、 やが 

て 当人が 気がついた 時 は、 いわれる まで もな く、 ほう 


ほうの 体で 立 退く だろうと、 タカ をく くった ものら し 

く、 だまって 女の なすが ままに 任せて いると、 

「房ち やん、 いいかげんに してお 起きな さいよ、 花ち や 

んの お帰りよ、 お起きな さいな」 

と 言いました。 

それでも 返事がない もの だから、 女 は、 

ひと もの 

「狸 をき めても 知らないよ、 ほんと に 独り者 はいい 気 

な もの さ」 

まず、 自分が どこへ 来て いるの か、 お気がつかれぬ 

らしい。 

「ほんと に 疲れた、 わたし、 こんなに 疲れた こと はな 


いわ、 こんなにお 酒 を 飲ませられ ちゃった の …… 房 

ごしょう 

ちゃん、 後生 だから、 起きて 介抱して おくれな」 

それでも、 まだ 返答がない。 

「なんて 不実な 人でしょう、 いったい、 独り者 なんて、 

みんな 不実に 出来 てるのよ、 起きない と 承知 しないよ」 

この 分で は 起しに 来る かも 知れない と、 兵馬 はヒャ 

リ としたが、 これ は 女の 虚勢で、 口 さきだけ のお どし 

に 過ぎな いもの だから 安心す る。 

その 時、 女が しきりに 畳の 上 を 撫で 廻して いるの は、 

きせる 

多分、 煙草が のみた くな つて、 煙管 を さがして いる も 

のらし い。 ところが、 なかなか 手に さわらな いもの だ 


から、 じれった がり、 

「ああ、 つまらない、 せっかく 帰って来ても、 お帰り 

なさい と 言って くれる 人 はなし、 お湯 は 冷めき つてし 

まって るし、 煙草まで 隠して しまわな くっても いい 

じ やない の」 

何 かにつ けて 突つ かかりたがる。 これ は、 したた か 

に 酔つ ばらって いる 証拠で ある。 兵馬 は 厄介者が 舞い 

込んだ なと 思いました。 

しかし、 警告 を 与えて 立 退き を 命ずる より、 当人の 

気の つくまで 待った 方が 世話がない と、 身動き もしな 

ちんにゅうしゃ  キン ツイ 

いで 寝て いると、 この 闖入者 は、 金椎を おびやかした 


者よりも 遥かに 気が 強く、 トロンと した 眼 を 兵馬の 寝 

ている 方へ 据えて、 

「お起きよ、 房ち やん —— 今日のお 祭に、 面白い 弥次 

馬が 出た ことよ、 妙な おじいさんが 飛び出して 来て ね、 

すっかり 世話を焼い ちまった の、 ずいぶん 皮肉な おじ 

いさんよ、 それでも、 なかなか 言う ことが 通って いる 

から、 油断が ならない のさ。 それともう 一 つ 面白い こ 

と はね …… お聞きな さいよ、 起きて お聞きなさい てば。 

若い くせに、 何 だってそう 早寝ば つかりした がるの、 

寝られな いような 苦労 もして ごらんな、 若い うち はさ 

—— その代り、 寝られな いような うれしい 思い もさせ 


て 上げる からさ。 一年に 一度のお 祭 じ やない の、 夜 ど 

おし 起きて 騒いだ つて、 罰 は 当るまい じ やない か。 狸 

をき めた つて わかつ てること よ、 くすぐって 上げる よ 

それでも 起きな けり や、 ツネって 上げる ことよ、 それ 

がィャ なら、 素直に お起き」 

今にも 飛びつ いて 来る かと 思う と、 や は リロ 先 だけ 

の 虚勢で、 頭 を ぐったりと 火鉢の 前に 下げて しまい、 

やがて それが 横向きに なると、 火鉢の ふちへ ひじ を 置 

ほお づ え 

いて、 頰杖 をつ いて、 息づ かいが 極めて 静かな ものに 

なりました。 

急に おとなしく なった もの だから、 兵馬 も、 いっそ 


う 張 合いが 抜けて、 まあ 邪魔に もなら ない の だから、 

そのままに という 気になって、 自分 は、 寝返り を 打つ 

て 寝入ろう としたが、 そうは 急に 眠れない。 

そのうち、 急に おとなしく なった かの 女が、 いよい 

よお となし くな つた ものです から、 もしゃと 思う うち 

に、 ス ヤス ャと 眠りに 落ちた 息づ かいです から、 

「おや、 おれより 先に 寝つ いたの か」 

兵馬 は 驚いて、 枕 を そば だてて 見る と、 女 は 畳の 上 

に 腕 を 枕に して、 いい 心 持で 横にな つてい る。 こう 

なって は 仕方がない、 ゆり 起して 帰す より ほかに 手段 

がない と、 帯 引きし めて 兵馬 は 起き 出して 来ました。 


前後 も 知らず 寝込んで しま つ ている 女 を 兵馬が 見る 

と、 さまで 醜い と は 思いませんでした。 本来、 女の 酔つ 

ばらい ほど 醜い もの はない のに、 これ は 醜い というよ 

り はかえ つて、 絢爛に して、 目 を 奪う という 体たら く 

です。 

ちりめん 

友 禅と いうの か、 縮緬と いうの か 知らないが、 これ 

は、 眼の さめる ほどの 極彩色の いしょう をつ けて、 

むぞうさ  じゅばん 

無雑 作 に片 はだぬぎの 派手な 襦袢の、 これ 見よ がしな 

の も、 そんなに キザ とも 思われず、 つやつやした 髪 を、 

男 まげに 雄渾に 結い上げ たと ころも いや 味に はならず、 

なんだか 豪俠な 気が 胸に 迫る ように も 思われます。 


それに、 こって りと 濃い 化粧 をした 女の 顔 も、 吉原 

あたりで 見る 鉄火の ような ところ もあって、 年 も 二十 

を 幾つか 越した ぐらいの ところ、 芸者と して は、 今 を 

盛りの 芸者ぶ りで、 立派に 江戸 芸者で 通る ほどの 女で 

ありまし たから、 兵馬 も 一時 は あわてました。 

やがて、 そばへ よって、 女の 肩のと ころに 手 を かけ 

て、 

「もし、 起き 給え！」 

と 軽く ゆすり ましたが、 女 は 少しも こたえが ありませ 

ん。 

さんざんに 疲れた 上に、 充分に 酔って いる。 酔って、 


場所の 見さ かいの ない ほどに なって いるの だから、 手 

ごた えの な いのも 無理 は あるまい。 

「起きなさい！」 

そこで、 兵馬 は、 二度目に は、 以前より 手づ よく ゆ 

すつ てみ ました。 

まゆ 

でも、 ちょっと 女が 眉の あたり を 動かして、 口 を ゆ 

がめ ただけ で、 さっぱり 手 ごた えがありません。 この 

上 は、 手荒く たたき 起す か、 そうでなければ、 さい ぜ 

ん この 女が 威嚇した ように、 急所 を突ッ つく か、 痛い 

ところ を ツネる かしない ことに は、 お感じが あるまい _ 

兵馬 は、 この 女から、 起きろ 起きろ と 威嚇され たこ 


と を、 今度 は 自分の 方から 試みて、 どうで も、 この 女 

の 目 を さまさせ ねばならぬ 立場に 変った こと を、 笑止 

がらずに はおられません。 

しかし、 ツネったり、 ひっかいた りする こと は、 兵 

馬の 得意と すると ころではありません。 やむなく、 正 

攻法 によって、 以前より 強い 刺戟 を 与えて、 驚かす よ 

り ほか はなく、 

「さあ、 起き 給え！」 

これで も かと、 兵馬 は 思いきって 力を入れて 女 を ゆ 

すると、 さすがに、 女 も 夢 を 驚かされました。 

その 機会 をす かさず 二三 度 突く と、 女 はよう やく 頭 


を 起して、 酔眼 を 見開いて、 どこと もっかず うちな が 

めて いるから、 

「ここ は 君の 来るべき ところではない、 起きて 帰りな 

さい」 

兵馬 は、 そこで 手 を ゆるめて、 忠告 を 加えた が、 酔 

眼と、 ねぼけまなこで 見返した 女の 心に は、 まだなん 

にも ハツ キリした 観念が うつらない らしい。 そうして 

ものうげ に、 

「いいのよ、 いいのよ」 

といって、 またも、 ひじ 枕で 横にな ろうとす るから、 

兵馬 は あわてて、 


「いけない、 眠って しまって はいけ ない！」 

「う ッ ちゃつ といて おくれ、 かまわな いから —— 」 

こちらで 言うべき こと を、 あちらで 言って、 女 はま 

た 寝込んで しまおう とする から、 兵馬 は 荒々 しく、 

「しっかりし 給え！」 

荒々 しく、 じゃけんに 女 を 動かして、 寝つ かせない 

もの だから、 女 もた まら なくなり、 じれった そうに、 

「意地が 悪い ねえ、 こんなに 眠 いんだから、 寝させた つ 

ていい じ やない の？」 

それ を も 頓着な しに、 兵馬 は、 

「起きろ、 起きろ！」 


ちっとも、 惰眠の 隙 を 与えない もの だから、 女 は、 

むつく りと 起き 上りました。 

ああ、 気がつい たか、 世話を焼かせる 女 だ —— と、 

やっと 少し 安心して いると、 起き 上った 女 は、 酔眼 も 

うろうと して 座敷の 中 を ながめて いたが、 

「ああ 眠い …… 」 

と 言って、 脱兎の ように 兵馬の 寝床へ もぐり 込み、 夜 

具 を かぶ つ てし まいました。 

ああ、 これで は、 また 虎 を 山へ 追い込んだ ような も 

の だ。 

ああ、 手が つけられない！ 兵馬 も、 うたた 感心し 


て、 闖入者と いう ものの 扱いに くいこと を、 今更し み 

じみと 身に 覚えた のでしょう。 

この 闖入者 は、 食に 飢えた ので はない、 眠りに 飢え 

ている の だ。 色欲より は 食欲、 食欲より は 睡眠 欲が、 

人間に 堪え難い と 聞いた。 

自分の 寝床へ もぐり 込まれて しまって、 兵馬 は、 啞 

然として 舌 をまい たけれ ども、 こうな つてみ ると、 か 

えって おかしく も あり、 同情心 も 出て 来る ので、 この 

上に いっそう 荒々 しく、 夜具 を 引きめ くって、 女 をつ 

まみ 出そう、 という 気に はなれません。 

かえって、 まあ、 寝る だけ 寝させて おいて やれ、 と 


いう 気になりました。 

やす 

兵馬に は、 人に 同情し 易い 癖が ある、 癖と いうより 

も、 これ は徳 といって しかるべ きもの かも 知れない。 

自分の 足場の かたまらな いうちに、 他に 対しての 同情 

は 禁物 —— とそれ は 兵馬 も 充分に 心得て おりました。 

充分に 心得ながら、 ツイ 吉 原へ 足が 向く ようになつ 

たの は、 そもそも この 同情が いけなかった の だと、 の 

ぼせきつ ている うちに も、 よく その 理解 はついて おり 

ました。 

今 だって、 そうです。 

酔つ ぱら いは 嫌いで ある。 男の 酔つ ばらいで さえ、 


醜態と 思って いる 兵馬が、 女の 酔つ ぱら いという もの 

を、 この 世に おける 最も 醜い ものの 一 つに 数えたい の 

は、 あながち 潔癖とば かり も 言えますまい。 

だが、 こうして、 ころがり 込んで みると、 それ を ひつ 

めんば 

とらえて 面罵 を こころみたり、 たたき 出したり する よ 

うな 気になれない ことが、 自分の 弱味 だと 思わないで 

もない。 人に 言わせれば、 相手が 相手 だから、 それで 

のろい の だと 笑う かも 知れない。 

さて、 女の 酔つ ばらい を 醜態の 極と して、 日ごろ、 

はいせき 

排斥 はして いながら、 こうして 見る と、 やはり 一種の 

同 11 が、 兵馬の 胸に は 起る の を 禁ずる ことができ ませ 


ん。 

どのみ ち、 こういった 社会の 女 だから 是非が ある ま 

い。 自分が 嫌いでも、 客の すすめで 飲ませられる こと 

も あるだろう。 

す さ 

また なかには、 酒で も 飲んで 心 を 荒まして おかな け 

れば、 たまらない 女 も あるだろう。 

どのみ ち、 好んで こういう 社会に 入りたがる 女ば か 

リ ある もので はない から、 ここに 来る までに は、 それ 

ぞれ 相当の 身の上 を 以て 来たの だろう から、 それ をい 

ちいち、 きびしい 世間の 体面 や 礼儀で 責める の は、 責 

める ものが 酷で ある。 


むしろ、 こうして、 前後 も わからない ほどに 酔つ ぱ 

ら つて、 人の 座敷へ ころがり 込み、 人の 寝床へ もぐり 

込んで 寝て しまうよ うなと ころに、 たまらない 可愛ら 

しさが あるで はない か —— 世間の 娘 や、 令嬢た ちに、 

こんな 振舞 をし ろと いっても できまい。 それ を 平気で 

やり 通す ようにな つ ている ところに、 無限の ふびん さ 

が あるで はない か。 

奥深い ところに いる  奥深い ところでなくても、 

普通の いわゆる 良家の 女性に は、 どんなにしても、 そ 

うなれ 近づく わけに は ゆかない が、 この種 類の 女に 

ほんろう 

限って、 いかなる 男子 を も 近づけて、 その 翻弄 を さえ 


許す ので ある I その 解放と、 放縦に よって、 救われ 

なかった 男性が 幾人 ある？ 

兵馬 は、 この種 類の 女 を 憎い と は 思わない。 それ は 

清純なる 男子の、 近づくべからざる 種類の ものである 

と は 教えられて いながら、 今まで も、 さの み 憎むべき 

ゆえん を 見出せなかった。 

だから、 ここで も、 その 睡眠 を 奪う 気に はなれず、 

よしよ し、 このまま 寝る だけ 寝かして おけ、 寝る だけ 

寝た あと は、 さめる までの こと だ。 こよい 一夜 は、 自 

くど く 

分の 寝床 を 犠牲に したと ころで、 功徳に はならず とも、 

罰 は 当る ま い。 


兵馬 もこの ごろ は、 世間 を 見て いるから、 それと な 

く 粋 を 通す というよ うな、 ュ トリが 出来た のか も 知れ 

ません。 

そこで 女 は 寝る ままに 任せて、 自分 は 荷物 を 枕に、 

合 fi! を 引き まとうて、 火鉢の そばへ 横にな リ ました。 

二十 

夜が 明ける と、 兵馬 は 早立ちの つもり。 

女 は そのまま にして 置いて、 出立して しまおうと、 

まだ 暗い うちに 浴室まで 出かけました。 


ところが、 その 浴室に は、 もう 朝湯の 客が 幾人 かあつ 

て、 口々 に 話 をして いる。 

それ を 兵馬が 聞く と、 意外でした。 

うわさ  かけおち 

その 浴客ら の 噂 は、 昨晚、 芸者の 龃 落とい うこと で 

持 切りです。 

はてな、 と 兵馬が 気味 悪く 思いました。 

聞いて いると、 松太郎 という 江戸 生れの 芸者が、 昨 

晚、 急に 姿 を 隠して しまった という こと。 

宵のう ち は 手 古舞に 出て、 夜中 過ぎまで お客様と 飲 

ん でいた の を 見た という こと だから、 逃げた のなら、 

それから 後の こと だと いう。 


そこで 兵馬が 思い当る ことあって、 なお、 その 噂に 

耳 を 傾けて いると、 その 芸者の 身の上 やら、 想像 やら _ 

その 言う ところに よると、 松 太郎は 江戸の 生れで、 

この 地へ つれて 来られた の は 二三 年 前であった とのこ 

と。 

旦那が あって、 自由になら なかった という こと。 

それで、 少し 自暴の 気味が あって、 お 客 を 眼中に 置 

かないよ うな 振舞が 度々 あつたが、 旦那と いうの は、 

それの 御機嫌 をと るよう にして いたと いう こと。 

こっちへ 来る までに は、 相当の 事情が あつたの だろ 

うが、 来た 以上 は、 当人 も 往生し なければ ならない と 


知って、 わがままで はあった が、 お 客扱い は 悪く はな 

いから、 熱くな つて いるものが、 一 一人 や 三人で はな かつ 

たという こと。 

それでも まだ、 旦那の ほかに、 男狂い をした という 

評判 は 聞かない。 

だから、 今度の も 男と 逃げた ので は あるまい、 土地 

がィャ にな つ て、 江戸が 恋しくな つたの だろうと いう 

想 象。 

いや、 旦那と いうの が、 しっこくて、 わからず 屋で、 

その上に 焼き 手と きている ので、 それで 松太郎 がいや 

気がさした のだろう と いう。 


そうで はない、 それほどの わからずやで もない、 か 

なり 鷹揚な ところ もあって、 松 太 郎も何 か 恩義 を 感じ 

かぎょう 

ていたと 見え —— 松太郎 自身 も、 近いうちに この 稼業 

を やめて、 本当のお かみさんになる の だ、 とふれ てい 

たこと も あるの だから、 まんざら では あるまい。 嫌つ 

て 逃げた わけで も あるまい。 しかし、 ああい つた 女 は 

当てになる もの じ やない。 とうの 昔に、 男が 来て、 し 

めし 合わせて おいて、 ゆうべの ドサ クサ まぎれに、 首 

尾よ く 手 を 取って 逃げた のだろう —— その 男の 顔が 見 

て やりたい、 土地の 者 じゃあるまい、 江戸の 色男 だろ 

う  と、 指 を くわえる 者 も ある。 


そこへ 三助が はいって 来て、 旦那なる ものの 噂に 

なると、 兵馬 をして 全く 失笑せ しめる。 

ゆうべ、 女に 逃げられ たと 気がついた 旦那なる もの 

ちまなこ 

の、 血眼に なって、 あわて 出した 挙動と いう ものが、 

三助の 口によ つて、 本気の 沙汰に 聞え たり、 冷 かしに 

されたり、 さんざんな ものと なる。 

はは あ、 眠る という こと は 大した 魔力 だ。 白 隠 和尚 

は 船の 中で 眠って、 九死一生の 難船 を 知らなかった と 

いうが、 自分 は 眠って しまったから、 昨晚 あれから そ 

の 旦那なる ものの、 うろたえ 加減、 血迷い 加減、 また 

上 を 下へ と、 その 逃亡 芸者 を 探し まわった 人た ちの 


狂奔と いう もの を、 全く 知らなかった。 

聞く ところに よると、 その 旦那なる もの は、 半狂乱 

の 体で、 自分が 先に 立ち、 人 を 八方に 走らせて、 くだ 

ゆくえ 

んの 芸者の 行方 を 探索 させた の だそう な。 お 義理で、 

ここのう ちの 雇人た ち も、 朝まで 寝られなかった との 

こと。 

しかし、 その 結果 は 絶望で、 可愛 ゆい 芸者の 行方 は、 

どうしても わからない。 

たま 

手のう ちの 珠を とられた 旦那と いう ものの 失望 落胆 

は、 ついに 嫉妬 邪推に 変って、 誰ぞ 手引 をして、 逃が 

した 奴が あるに 違いない、 そうでなければ、 これほど 


手際よ く 行く はずがない  見て いろ、 と 自暴 酒 を 飲 

んで、 焦れて いると いう こと。 

兵馬 は 浴衣 を 手に 通しながら、 苦笑い を 禁ずる こと 

がで きません。 

兵馬 は 異様な 心 持で、 浴室から 自分の 座敷へ 帰ろう 

とする その 廊下の 途中で、 また 一 つの 座敷から 起る 

そ-つ おん 

矂 音に、 驚かされて しまいました。 

その 座敷の 中で、 俄かに 唄 をうたい 出した ものが あ 

るので す。 多分 それ は 寝床の 中に いて、 宿酔の まだ さ 

でほうだい 

め やらない 御苦労な しの 出放題 だと 思われ ますが、 


ャレ 出た、 鬼 熊 

ソレ 出た、 鬼 熊 

そっち を突ッ つけ 

こっち を突ッ つけ 

そ つちで いけなき や 

こっち を突ッ つけ 

^ J つちで いけなき や 

そっち を突ッ つけ 

ャレ 出た、 鬼 熊 

ソレ 出た、 鬼 熊 

^1X1/  \  、  1& 匕匕ハ 

^1 レ 、 ノ  L  f ム m ハ 


ドッ n ィ、 キタ n リャ 

図抜けた 声で 唄い 出した ものが ありまし たから、 通 

りかかった 兵馬が、 その 声に 驚かされ たのです。 しか 

し、 兵馬 は、 ただ 驚かされた だけで はなく、 その 早朝 

から ばかばかしい 図抜けた 声に、 何 か 聞 覚えが あるよ 

うに 思われる の も、 いっそう 兵馬 を 驚かした ことに 力 

があった かも 知れません。 

さりと て、 わざわざ 障子 を あけて、 その 図抜けた 唄 

の 主の 首実検 をし なければ ならない ほどに 聞き慣れた 

声で もありませんで したから、 これに も 一種 異様のお 

かし さ を こらえて、 そのまま おのが 座敷の 方へ と 足 を 


進ませて しまいました。 

兵馬が 驚き、 また 何とな しに 記憶 を 呼び 起され、 つ 

いに 一 種 異様のお かし さ を 感ぜ しめられ たの も 道理、 

この 声の 主 こそ は、 すなわち 有名なる 道 庵 先生で あり 

ましたの です。 

ですから、 もう 少し 何とか すれば、 兵馬 も、 先生に 

顔を合わせる ことができて、 お 互いに 知らない 間柄で 

もない から、 これ はこれ はと、 額に 手 をお いて、 それ 

からお 互いに、 多少 実になる 話が あつたか も 知れ ませ 

ん。 

もとより、 道 庵 先生 も、 そのこと は 知る に 由な く、 


今や 蒲団の 中に 仰向けに な つ て、 起き もやらず 大声で、 

ただいまの、 「ャレ 出た、 鬼 熊」 をゃリ 出した ので あり 

ま ^9 

ここに 道 庵 先生が 呼ぶ 「鬼 熊」 というの は、 大正 昭 

和の 頃、 千葉県な にがし 村に 出没した 悪漢 を さした の 

でない こと は 無論、 また 道 庵 先生 自身の 頭が、 タガと 

いう ものが ゆるみき つて、 底 知れずに ダラけ きってし 

まった もの だから、 ついこん な こと を 口走る ように 

なった という わけで もな く、 別に その 時代に も、 鬼 熊 

という 名物が 確かに 存在して いたのであります。 


それ を噓 だと 思う もの は、 当代の 鬼 熊が 活躍した、 

その 同じ 千葉県の 成 田の 不動 堂へ 行って ごらんな さる 

とわ かります。 かしこに は 立派に、 その 時代の 鬼 熊の 

額が かけて ある。 

その 時代の 鬼 熊 は、 現代の 鬼 熊の ように 兇暴で はな 

かった が、 力量 はたし かに、 現代の 鬼 熊 以上で ありま 

した。 

これ は、 今日で も 実見した 人が あるか も 知れない。 

たる ころ 

神 田 鎌 倉 河岸の 豊島屋 の 「樽 転」 から 出た 鬼 熊 は、 

きょく も 

何代目と つづいて、 酒樽 をて まりの 如く 取って、 曲 持 

きょくさ 

ち、 曲 差し を 試む る。 


「新し 橋」 の 附近に は、 「何 貫 何百 目 何 代 鬼 熊 指」 とほつ 

しょ う ゆだる 

た大 石が ころがつ ていた はず。 醬油樽 一 つず つ を 左右 

の 手に さげ、 四 斗 樽 を 一 つず つ 左右の 足に はいて、 こ 

の 鬼 熊が、 柳 原の 土手 を 歩いた ことがある —— 見る ほ 

どの 人が、 その 樽 を 空だろう と 疑って 調べて みると、 

ほうじょ う 

空 どころではない、 豊醸 の 新味が 充実し きってい る。 

力 持の 見世物に 出ても、 鬼 熊が 大関で ありました。 

道 庵 先生が、 ャレ 出た 鬼 熊、 ソレ 出た 鬼 熊、 そっち 

を突ッ つけ、 こっち を突ッ つけ、 また 出た 鬼 熊 —— と 

の 蒲団の 中から 首 を 出して 騒いで いるの は、 その 鬼 熊 


が、 こちらへ 興行に 来たの かも 知れない。 それ を 聞 流 

しにして、 おのれが 部屋に 戻った 宇津木 兵馬。 

例の 女 はま だよ く 寝て いる。 眼 を さまさせ ないよう 

に、 充分 寝る だけ 寝させて おくよう に、 兵馬 はなる ベ 

く 音を立てないで、 出立の 身 仕度に かかりました。 

たち ま 

しかし、 兵馬の この 心づ かい も 忽ち 無駄に なって 

しまい、 女 ははから ず 目 を さましました。 

目 を さました 当座 は 何でもなかった が、 枕 ざ わりが 

変 だと、 それから 気がついた のでしょう、 急に 飛び 起 

きて、 

「あら！」 


その 驚き 加減と いう ものはありません。 

これ は 気の毒な こと をした、 と 兵馬 をして ヒャリ と 

させた ほどです。 

「まあ、 わたし、 どうしましょう？」 

きゃはん 

飛び起きて、 そこに 脚絆 をつ けて いると ころの 兵馬 

を 見る。 

「まあ、 どうして、 わたし、 こんなと ころへ 来て しま つ 

たのでしょう？」 

「ヽ ヽ ヽ ヽ  I 

-ノ  ノノノ  」 

あお 

と 兵馬が 笑う。 女 は 笑う どころではない、 唇まで 蒼く 

な つ ている。 


「御免下さい まし、 ほんとうに 済みません」 

「いや、 いいです よ、 ごゆつ くリ お休みなさい まし」 

「存じません ものです から …… 」 

女 は 飛び起きて、 なりふり を 直しに かかる と、 兵馬 

は、 

「みんな、 大 へん 心配した そうです よ」 

「ああ、 わたしと した ことが …… つい 酔った ものです 

から、 あなた 様に も、 どんな 失礼 をした かわか リ ませ 

ん」 

「不意に ここへ 君が 来た もの だから、 多分、 部屋 違い 

だろうと 思って、 帰る ように 忠告した の だが、 君が き 


力な レ」 

「ああ、 悪う ございました」 

「君が きかないで いるう ちに、 ここへ、 この 畳の 上へ 

寝込んで しまう から、 見兼ねて、 拙者が 起しに 来る と、 

早く も 拙者の 寝床 を 奪って、 君が 寝て しまった」 

「済みません、 済みません」 

「その 時、 無理に でも 起せば 起す のだった が、 それ ほ 

ど 眠い もの をと 気の毒に 存じ、 そのまま にして、 君 を 

そこへ 寝かして おいて、 拙者 はこ こへ ゴロ 寝 をして し 

まった よ」 

「ま、 何とい う 失礼な ことでしょう、 これと いうの も 


お 酒の せいです、 もう、 わたし、 これからお 酒 を やめ 

ます、 一 滴 もいた だきません から、 どうぞ 御 勘弁 下さ 

いまし」 

「酒 は、 やめた 方が いいな …… 」 

「のちほど、 またお 礼に 出ます から …… 」 

と、 なりふり を 直した 女 は、 蒼くな つて 恐れ入ったり 

恥 入ったり、 ほとんど 前後 も 忘れて、 龃け 出そうと す 

るから、 

「まあ、 お待ちなさい」 

きゃはん 

兵馬 は 脚絆 を 結びながら、 呼び留める。 

「ほんと に、 あなた 嗪 なれば こそ、 こんなに 御 親叨に 


して 下さいました、 ほかのお 方で したら、 わたし は ど 

んな 目に 逢って いたか わかりません」 

「いや、 それが かえって 仇と なる ようで は、 お 互いに 

困る から、 気をつけて 帰り 給え、 君の 旦那と いうの が 

非常に 腹 を 立って いるそう だ」 

「そうか も 知れません」 

「ただいま、 浴槽で 聞いた の だが、 昨晚は 君の 姿が 見 

えないた めに、 総出で 探し、 どうしても わからな いか 

ら、 君 は龃落 をして しま つ たものと きめてい るら しい」 

「え  ？」 

「だから、 そのつ もりで お帰りなさい、 事が むずかし 


ければ、 拙者が 行って、 証人に 立って 上げる から …… 」 

「そうか も 知れません。 そうだと すれば、 わたし は、 

ヒドぃ 目に 逢わなければ ならない かも 知れません。 あ 

あ、 どうしたらいいでしょう。 でも、 帰らな けり やな 

らな いわ」 

「もし、 事が 面倒に なったら、 お知らせなさい」 

驚き あわてて 出て 行く 芸者の 後ろ姿 を 見て、 兵馬 は 

しょうし 

笑止の 至りに 堪えません。 

そこで 兵馬 は、 早立ち をすべき はずの を、 わざと ゆつ 

くり 構え 込んで、 朝飯 を 食べました。 

何 か 苦情が 起った 際に は、 あの 女の ために、 証人に 


立 つ ベ き 義務が あると 思った からです。 

しかし、 幸い、 別に 問題 は 起らない と 見えて、 出て 

行った きり、 音 も 沙汰 もありません から、 話と いう も 

うわさ 

の は、 すべて 大仰な もの だ、 噂に よると、 あの 旦那な 

る もの は、 生かす の、 殺す のと、 騒ぎ 兼ね まじき 話で 

あつたが、 なんの、 ことなく 納まった ところで 見る と 

すべて、 女に のぼせる 男と いう ほどの もの は、 のろい 

者で、 女が 眼前へ 現われて、 泣いたり、 あやまったり 

たち ま 

しょうものなら、 忽ち 軟化して しまう。 その 旦那な 

る もの も、 忽ち ぐんな りと 納まった のだろう。 それな 

らば 結句 仕 合せで あると 思いました。 


兵馬 は、 その あられ もな き艷罪 をお それて いたの は、 

以前 紀 州の 竜神で も、 そんな ことから、 痛く もない 腹 

を さぐられた 経験が あるので、 いささか 取 越 し 苦労が 

過ぎた ものの ように 感じながら、 食事 を 済まして しま 

いました。 そうして、 無事に 浅 間の 宿 を 立ち 出で、 松 

本の 市中に 入る と 間もなく、 兵馬 は、 仏 頂寺弥 助と、 

丸 山 勇 仙と が、 勢いよ く 談笑しながら やって来 るの を 

遠くから 認めて、 場合が 悪い と 思いました。 

ここで 見つかつ て はまず いと 思った ものです から、 

知らない 顔で、 やり過ごして しまおうと、 自分 は 道の 

右側 を 小さくな つて 通る と、 幸いに、 仏 頂 寺 も、 丸 山 


も、 談笑の 方に 気を取られて、 兵馬 ある ことに 気がつ 

かず、 難なく やり過ごして しまいました。 

やれ、 安心と 兵馬 は、 やり過ごして 暫くして から 見 

さ じ 

送る と、 仏 頂 寺 は 兎、 丸 山 は 雉子 を 携えて いました。 

あの 連中、 ど こぞ 押し かけ 客に 行って、 みやげ 物 を 

もらって、 早朝から 御機嫌よ く 帰る ところ を 見る と、 

その 到着 先 は 浅 間の 宿に きまって いる。 いいこと をし 

た。 出立が、 もう 少し 遅れよう ものなら ば、 あの 連中 

にっか まって 迷惑 をす るの だった に、 まあよ かった と 

思い ましたが、 同時に、 昨晚 帰って くれない でなおよ 

かった とも 思います。 


昨晚、 もし 仏 頂 寺、 丸 山ら がい あわせた ところへ、 

あの 女が 飛び込んで 来たならば、 事 は 無事に 納まらな 

きた 

いと 思い 来る と、 兵馬 は 怖れて、 かえって あの 女の た 

めに、 幸運 を賀 する ような 気持になります。 

全く、 その 通り。 かりに 二人が いたと ころへ、 あの 

ちんにゅうしゃ 

闖入者が あつたと したら、 そうして、 あの 女が、 あの 

わがまま を 働いた としたら どうだろう。 

もし また 兵馬が いないで、 仏 頂 寺と、 丸 山 だけが い 

る 座敷へ、 あの 女が 飛び込んで しまったら どうだろう。 

それ は 想像す るまで もない。 自分の 寝床 を 明けて 女 

に 与え、 自分 は 畳の 上に 寝て 一 夜 を 明かす というよう 


な 寛容な 光景が 見られる もの か、 見られな いもの か。 

ねぎ 

鴨が 葱 を 背負って 飛び込んで 来たよう な もので、 二 

人の ために、 うまうまと 食われて しまう の は、 眼に 見 

えてい る。 

あれで 済んだ の は、 自分の ために も、 ことに 女の た 

めに は ドレ ほど 幸運で あつたか 知れない と、 兵馬 は、 

二人の 後ろ 影 を 見送りながら、 気まぐれな、 酔つ ぱら 

い 芸者の ために、 心 ひそかに 祝福し ました。 

行き 行きて、 町のと ある 辻まで 来た 時分、 そこに 一 

つの 立札が あるの を 認め、 兵馬が 近寄って、 それ を眺 

める と、 


「信 濃 国 温泉 案内」 

とあって、 松 本 を 中心としての、 各地の 温泉 場までの 

里程、 道筋が、 絵図まで 添えて、 かかげて ある。 

時に とっての 好き 道 しるべと、 兵馬 は 余の 方面 はさ 

てお き、 自分の 目的地 方面 をた どると、 はしなくも そ 

こに 一 つの 迷いが 起り ました。 

わが 行 手に あたって、 同じく 西の方の 大山 脈の ふと 

ころに、 少なくとも 二つの 主なる 温泉が ある。 

右なる は、 現在 目的と する 中 房の 温泉。 

左なる は 「白骨」 と 書いて ある。 

兵馬 は それ を、 ひとたび はシラ ホネと 読み、 再び は 


ハ ッコッ と 読みました。 

二十 一 

案の 如く 仏 頂 寺、 丸 山の 二人 は、 宇津木 兵馬が 立 去つ 

てし まった あとの、 同じ 座敷へ 帰って来ました。 

そこで、 机の 上に あった 兵馬の 置 手紙 を 見て、 はァ 

とうなず いたきり で、 深く は 念頭に とめず、 やがて、 

き じ 

御 持参の 雉子で 酒 を 飲み はじめた ようです。 

この 連中 は、 人生の 離合集散 も、 哀別 離苦 も、 さの 

み 問題に はして いない。 きょうあつて、 あす はなき 命 


と、 覚悟 はき まっている、 そうして、 あす は 鴉が かッ 

かじる ベえ、 ともい わない。 感傷が ましい 言葉が、 あ 

えて 彼等の 口の端に 上る という こと を 知らない ほど、 

無感覚に 出来て いるら しい。 

ところが、 ここに 一 つの 悪い こと は、 兵馬の 取 越し 

よう や  き 

苦労が、 この 時分に な つて 漸 く 利き目 を 見せた ことで、 

利き目の 見えた 時分 は、 相手が 悪くな つてい ました。 

仏 頂 寺と、 丸 山と が、 こうして 仲 むつまじく、 一  つ 

鍋 を突ッ つき 合って いると ころへ、 暄曄を 売りに 来た 

奴が あるの だからた まらない。 

「まっぴら、 御免な せえ まし」 


というす ご 味 を 利かせた つもりな のが、 目白押しに 

なって、 不意に 押し かけて 来ました。 

「ナ、 ナンダ？」 

と 鍋の 中へ 箸 を 半分 入れながら、 仏 頂寺弥 助が 睨み 返 

すと、 

ごじょう だん 

「旦那 方、 御 冗談 も いいかげんに なすって いただきて 

えもんで ございます」 

そいつら がズ カズ 力と はいって 来て、 膝ッ 小僧 をズ 

ラリ と、 仏 頂 寺、 丸 山の 前へ 並べた ものです から、 な 

ん じょうた まるべ き、 

「何が、 どうした！」 


「御 冗談 も いいかげんに なすって いただきて えもんで 

ございます」 

「何が、 何 だと！」 

「へへ へへ、 ごじょう だん も いいかげんに なすって い 

ただき てえ もんで。 そんな こわい 目 をした つて、 驚く 

兄さんと は 兄さんが 違います よ、 旦那 方！」 

「何が、 何 だ！」 

仏 頂 寺が、 こぶし を 膝に おいて 向き 直る。 丸 山 勇 仙 

も 肉 を パクつ きながら、 途方もない 奴等が 舞い込んだ 

もの だと 思いました。 だが、 いっこう 両人と もに、 事 

の 仔細が わからない。 


ろうば い 

こいつ、 あの 芝居の 場の 狼狽 を 根に持つ 奴が、 なら 

ず 者 を 廻した のだろう …… と 一 時 はそう も 思いました 

い き 

が、 それと は、 少し どうも 呼吸が 違うよう だ。 

そこで、 仏 頂 寺 ほどの 豪傑 も、 まず 手が 出ないで、 

けむ 

何が 何 だと、 煙に まかれた ような 有様で いると、 

「お トボ けなす つち やい けね え、 人の 大切の 玉 を、 さ 

ん ざん おもちゃに してお いてから に …… 」 

と 並べた 膝ッ 小僧 を、 一斉に 前へ 進める ものです から、 

仏 頂寺弥 助が、 

「誰が、 玉 をお もちやに したと いうの だ。 いったい、 

ちんにゅう 

貴様た ち、 断わり もな く 他人の 室へ 闖入して、 その物 


のい い ザ マ は 何 だ」 

と 言いながら、 箸 をお いて 火箸 を 取る と、 鍋の 下に 力 

ン カンお こって いる 堅炭の 火 を 一つ ハサんで、 いきな 

り、 それ を 一番 前へ 乗り出し ていた 膝ッ 小僧へ、 ジリ 

リ と押ッ つけた もの だから、 

「あつ、 つ、 つつ •：•：  ！」 

その 奴さんが、 ハネ 上って 熱が りました。 で、 その 

騒ぎの 納まらな いうちに、 仏 頂 寺 は、 

「こいつ も、 少し 出過ぎて る！」 

といって、 もう 一人 並んで いた 奴さんの、 今度 は膝ッ 

小僧で はなく、 額の お凸へ その 火 を押ッ つけた もの だ 


から、 同じく、 

「あ、 つ、 つ、 つ、 つ ：：： 」 

といって、 飛び 上りました。 

「この 野郎、 もう 我慢が できねえ」 

余の 奴さん 連が、 仏 頂 寺 を なぐりに かかる の を、 仏 

頂 寺 は 左の 手で 膝元へ 取って 押え、 その 腕 をし つかり 

膝の 下へ 敷き、 片手で は 例の 堅炭の 火 を 取って、 その 

奴さんの 小 びんの 上へ おくと、 毛と、 皮と が、 ジリジ 

リと 焦げて くる。 

「あ、 つ、 つ、 つ、 つ •：•：  ！」 

これ は 動きが 取れない から、 焼 穴が 出来る でしよう。 


そこで、 宿の 亭主が 飛んで 出る の 幕と なりました。 

何 は トモ あれ、 取 押えられ ている 者の ためにお わび 

をして、 執りな し をして、 助けてお いてから のこと。 

亭主が ロを尽 して わびる ので、 仏 頂 寺 は、 焼 穴 をつ 

くる だけ は 見合せ て、 火箸 を 灰の 中に 突 込み、 

「亭主、 よく 聞きなさい、 われわれ 二人 は 昨晚、 城下 

の あると ころへ よばれて 御馳走に なり、 今朝 戻って、 

この 座敷で 一 一人 水入らずに 酒 を 飲んで いると ころへ、 

こいつら が、 いきなり 闖入して 来て、 われわれの 前へ、 

その 薄ぎ たない 膝ッ 小僧 を 並べる の だ ：：： い つたい、 

こいつら は 何者で、 何し に 来たの だか 一向 わからん。 


また、 こいつら の 言う ことが、 ガヤ ガヤ 騷々 しいば か 

りで、 何 を 言って いるの か 一向 わからん ：：： ただ、 無 

暗に この 薄汚ない 膝ッ 小僧 を、 せっかく われわれ がう 

まく 酒 を 飲んで いる 眼の 前へ 突き出す から、 いささか 

折檻して やった の だ。 お前の 顔に 免じて、 このく らい 

で 許して やるまい でもない が、 いったい、 何の 恨みで、 

われわれに 喧嘩 を 売りに 来たの だか、 亭主、 そこでお 

前から よく 問いた だして みてくれ。 そうして、 本人が 

なるほど 悪い と 気が つ いたら、 あやまる がよ かろう」 

仏 頂 寺から こう 言われる まで もな く、 仲裁に 出る 時 

に、 もう 亭主 は それ を 気がついて いたので、 この 奴等 


が、 たのまれて おどしに 来た 当人 は、 もうす でに 立つ 

て しまったの だ。 

ここへ、 あの 芸者が ころがり 込んで、 一夜 を 明かし 

て、 泣き出し そうな 顔で 立 去った こと を、 亭主 は、 知つ 

て 知らない 顔 をして いたの だ。 

昨夜、 あれほど 探した のに 出て 来ないで、 今朝に なつ 

て 早く 飛び出し たの は、 どういう わけ だか、 これ は亭 

主 は 知らないが、 とにかく、 この 座敷へ 昨晩 泊った こ 

と は 確かで ある。 

さあ、 この 後日に 間違いがなければ いいが と、 ヒャ 

ヒャ している うちに、 この 座敷の 主人、 すなわち 兵馬 


は 無事に 出立して しまったから、 まあよ かった、 どう 

間違っても、 当人 さえ 出て 行けば、 相手の ない 暄嘩は 

できない の だから、 まあ 何とか 納まる だろうと、 ホッ 

と 息をついて いると ころへ、 仏 頂 寺ら が 帰った もの だ 

から、 また 新たな 心配が 起らないでも ありません。 

かみゆい 

それに 心 を 残して 髪 結に 行って いる 間に、 この 騒ぎ 

が 持 上って、 人が 迎えに 来た もの だから 急いで 龃 けつ 

けて 見る と、 果して、 こんな ことにな つてし まってい 

る。 

まあ、 まあ、 といって、 その 膝ッ 小僧 連 を つれ 出し 

て、 委細 を 言って 聞かせ、 お前た ちが 喧嘩 を 売りに 来 


た 当の 相手 は、 モット 若い 人で、 それ はもう 立 去って 

しまい、 今い るの は、 昨日 はよ そへ 泊り、 今朝 あの 座 

敷へ 戻った ばかりの 別の 人で ある。 お前た ち、 何とい 

うそ そっかし いこと だ。 暄嘩を 売る 前に 一度、 わたし 

に 相談 を かけたら いい じ やない か。 飛んでも ない 相手 

に 暄曄を 売り かけた もの だ —— とい つ てた しなめ ると、 

膝ッ 小僧 連 も 一同 ハニ かんで しまい、 では 出直して 来 

ると いって、 そこそこに 立 去る。 

その あとで、 亭主 は 改めて 仏 頂 寺ら の 前へ 出て、 そ 

の 勘違いの 失礼の 段々 を、 こと を わけて 話して おわび 

をす ると、 仏 頂 寺、 丸 山 は、 興 多く その物 語 を 聞いて 


いたが、 

「おやおや、 それ は 意外に 色気の ある 話 だ、 まさか 兵 

馬が、 芸者 を これへ 引 張り込んで、 ー晚 泊めた とも 思 

われない が、 芸者が また、 何と 思って 兵馬のと ころへ 

戸惑い をして 来たの か、 それ も わからない …… そうだ、 

亭主、 その 芸者 を ひとつ、 これへ よんでくれ」 

と 仏 頂 寺が 言い出し たので、 亭主が ハツと しました。 

これ はよ けいな こと をし や ベリ 過ぎた。 呼びに 行つ 

たって 来る はず はない。 来ない、 といった ところで こ 

の 連中、 そうかと 引 込む 人柄で はない。 

言わで もの こと を 口走って しまったと、 亭主が 後難 


の 種 を、 自分で まいた ように 怖れ 出した の も 無理 は あ 

リ ません。 

しかし、 この 亭主の 心配 も 取 越し 苦労で、 仏 頂 寺、 

丸 山の 両人 は、 酒 を 飲んで いるう ちに、 いつしか 芸者 

のこと は 忘れて、 酒興に 乗じて、 何と 相談が まとまつ 

たか、 やがて、 あわただしく ここ を 出立と いう ことに 

なりました。 

二人の 相談に よると、 急に 長 野 方面に 立つ ことに 

なったら しい。 

この 連中、 思い立つ こと も 早い が、 出立 も 早い。 早 

かんじょう 

くも、 旅装 をと とのえ、 勘定 を 払って 宿 を 出て しまい 


ました。 

だから、 宿の 主人 はホッ として、 第二の 後難 を 免れ 

たように 思います。 

ゆくえ 

これら 二人の 行方 は、 問題と する に 足りない。 問題 

としたって、 方寸の 通りに 行動す る もので はない。 

長 野へ 行く といって 木 曾へ 行く か、 上田へ 廻る か、 

知れた もので はない。 

だが、 こうして、 宇津木 兵馬 も 去り、 仏 頂 寺、 丸 山 

も 去った 後の 宿に、 椿事が 一 つ 持ち あがりました。 さ 

て は、 まだ 滞在中の 道 庵 先生が、 何 か 時勢に 感じて 風 

雲 を まき 起す ような こと を やり 出した か。 


そうで もない。 

昨晩の あの 芸者が、 井戸へ 身 を 投げて しまった とい 

うこと。 

聞いて みると、 事情 はこうい うわけ。 あの 女の 旦那 

なる ものが 嫉妬の 結果、 あの 女 を 縛って 戸棚の 中へ 入 

れて 置いて、 その 前で さんざん いびった とのこと。 

そうして おいて、 寝込んで しまったす きを ねらって 

多分、 手首 を 縛った 緦を、 口で 食い 解いた ものと 見え 

るが、 首尾よく 戸棚から 逃げ出して しまった。 

眼が さめて 後、 旦那 殿 は、 戸棚 を あけて 見る といな 

、 

レ 


ちまなこ 

そこで、 また 血眼になる。 

本来、 憎くて せっかんし たわけで もなんでも ない。 

むしろ、 可愛 さ 余って せつ かんした の だから、 こうな つ 

てみ ると、 自分が あやまりたい くらいな もの だ。 そこ 

で、 昨晩の 騒ぎが 再び プリ 返される と 間もなく、 飛報 

があって、 女の 死体が 井戸に 浮いて いる …… 

たち ま 

忽ち 井戸の 周囲が 人だかり、 押すな 押すな で、 井戸 

側からの ぞいて 見る と、 さまで 深くない 水面に ありと 

てこまい 

見える の は、 まごうべく もない 昨晩の 手 古舞の 姿。 

ああ、 嫉妬が ついに 人 を 殺した、 焼餅もう つかり は 

焼けない と 騒ぐ。 旦那 殿 は、 意地 も、 我慢 も 忘れて、 


自分が 溺れで もした ように、 大声 を あげて 救い を 求め 

る。 

水に 心得た ものが あって、 忽ち 井戸へ 下りて 行った 

が、 つかまえて 見る と 意外に も、 それ は 着物ば かりで 

中身がなかった。 

ただし、 その 着物ば かリ は、 まごう かたなき 昨晩の 

あの 芸者の 着て いた 手 古舞の 衣。 

では、 中身が 更に 水底 深く 沈んで いるに 違いない。 

水練の 達者 は、 水面 は 浅い が、 水深 はかなり 深い 水 

底へ くぐって 行った が、 やや 暫くあって、 浮び 出た 時 

に は 藁 を も摑ん ではい なかった。 


つづいて、 もう 一人の 水練が、 飛び込んで みたが こ 

れも 同様。 

くま 

水深 一 丈 も あると ころ を、 沈みき つて 隈なく 探し は 

えもの 

した けれど、 なんらの 獲物がない。 

そこで、 また 問題が 迷宮に 入る。 

いしょう だけが あって、 中身がない とすれば、 その 

中身 は どこ へ 行った。 

ああ、 また 一 ぱい 食った！ 

太閤 秀吉 が、 蜂須賀 塾に いた 時分と やらの 故智 を 学 

んで、 着物 だけ を 投げ込んで、 人目 をく らまして おい 

て、 中身 は 逃げた の だ。 


どうしても、 しめし 合わせて 知恵 をつ けた 奴が ある _ 

そうして、 この場合、 いったん、 帳消しに なって 宿 

の 主人 を 安心 させた 宇津木 兵馬と、 仏 頂 寺、 丸 山の 両 

名が、 またしても 疑惑の 中心に 置かれる。 

立 つ て 無事 だと 思 つたの が、 立った ことが かえって 

疑惑になる。 さて は、 あの 連中、 しめし 合わせて 女 を 

つれて 逃げた な。 

そこで この 疑惑が、 三人 を 追い かける の も、 是非の 

ない 次第です。 

二十 二 


兵馬 は、 札の 辻の 温泉 案内の 前に 立ちつ くして、 安 

おど 

からぬ 胸 を 躍らせて おりました。 

そうして いると ころへ、 松 本の 町の 方から、 

ゆうゆうかんかん  しちょう 

悠々 閑々 として、 白木の 長 持 を かついだ 二人の 仕 丁が 

やって来ました。 

兵馬が 見る と、 その 長 持に は 注 連が 張って、 上に は 

札が 立てて ある。 その 札に 記された 文字 は、 

「八面 大王」 

妙な 文字 だと 思った が、 はは あ、 これ はこの 附近の 

神社から、 昨今の 松 本の 塩 祭りへ 出張 をされ た 神様の 


一 体 か 知らん、 とも 考えられる。 

兵馬 は、 その 長 持の あとに ついて 歩き 出した が、 こ 

の 長 持の 悠々 閑々 ぶり は 徹底した もので、 到底 行 を 共 

こうむ 

にす るに 堪えない から、 ある 程度で お 先へ 御免 を 蒙 

る T  j とに する。 

ありあけ みち 

そうして 兵馬が、 長 持 を 追いぬ けて、 有 明 道 を 急ぐ 

ことしば し。 

ほとんど 一 町と も ゆかぬ 時に、 戛々 と 大地 を 鳴らす 

馬蹄の 響きが、 後ろから 起り ました。 

そこで、 兵馬 もこれ がた めに 道 を 譲らねば なり ませ 

ん。 道 を 譲って 何気なく その 馬 を 仰ぐ と、 これ もまた 


驚異の 一 つで ない こと はない。 

上古の、 四 道 将軍 時代の 絵に 見る ような 鎧 をつ け 

ひげお とこ  ともえ 

た髯 男が 一人、 巴の 紋の ついた つづら を 横 背負いに 

して、 馬 を あおって まっしぐらに こちら をめ がけて 走 

ら せて 来る のです。 

えびす 

おかしい！ 夷が 今時、 何の 用あって、 この 街道 を 

騒がす の だ。 しかし、 それ は、 やっぱり 以前の 長 持と 

同じように、 ある 神社の 祭礼の 儀式の くずれだろう I 

I と 見て いるう ちに、 馬 も、 人 も、 隠れて しまい まし 

た。 

だが、 あの 古風な、 四 道 将軍 時代 を 思わせる ような 


鎧 はいいが、 調和 しないの は、 あの つづら だ。 あれが 

あまりに 現代的で、 調和 を 破る ことおび ただしい。 祭 

礼の 帰りに、 質 を 受け 出して 来たので は あるまい。 同 

じこと なら、 もう 少し 工夫が ありそうな もの だ。 もう 

少し 故実ら しい もの を 背負わせたら よかろう …… と、 

よけいな ことながら、 そんな ことまで、 兵馬の 頭の 中 

をし ばらく 往来して いる 時に、 

「はい、 御免なさいよ」 

気がつかな いでいた、 今の 先、 その 緩慢ぶ りに ひと 

り 腹 を 立って 追いぬ いて 来た、 あの 悠々 閑々 たる 長 持 

が、 はや 兵馬の 眼の 前へ 来て、 道 を 譲らん こと を 求め 


ている ではない か。 

このまま 立って いると、 やはり この 長 持に さえ 道 を 

譲らねば ならぬ。 馬 も 千里、 牛 も 千里 だと 思いました。 

そこで、 兵馬 は 思案して、 今度 はしば らく その 悠々 

閑々 たる 長 持 氏と 行 を 共に し、 少しく 物 を 尋ねて みた 

いという 気になる。 

「この 長 持の 中 は、 何です か」 

つ るぎ 

「これ はね、 八面 大王の 剣で ございま すよ」 

「刀です か」 

「剣です よ」 

「はは あ …… そうして、 いま、 馬で 盛んに 飛ばして 行つ 


た、 あれ は 何です か」 

「あれ は 八面 大王です よ」 

「はは あ …… 」 

兵馬 は、 それが わかった ような、 わからな いような 

心 持で、 

「八面 大王と いうの は、 いったい、 何の 神様です か」 

「左様 …… 」 

しちょう 

悠々 閑々 たる 仕 丁 は、 そこで 兵馬の ために、 八面 大 

王の 性質 を 物語り はじめました。 こういう 場合に は、 

その 悠々 閑々 の 方が、 話す にも、 聞く にも、 都合が よ 

ヽ o 
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八面 大王の いわれ はこうです —— 

かんむ てんのう  みよ  ぎせ つき 

桓武 天皇の 御代、 巍石 鬼と いう 鬼が 有 明 山に 登って、 

なかぶ さやま 

その 山腹なる 中 房 山に 温泉の 湧く の を 発見し、 こ こぞ 

く つ さよ ラ 

究竟 のす みかと、 多くの 手下 を 集めて、 自ら 八面 大王 

ひぎよ うじ ざ い 

と 称し、 飛行 自在の 魔力 を 以て 遠近 を 横行し、 財 を 奪 

い、 女 を 掠め、 人 を 悩ました。 

さか のうえ のた むら まろ 

坂 上田 村 麿が 勅命 を 蒙って、 百方 苦戦の 末、 観音の 

やまき じ  そ や 

夢のお 告げで、 山 雉の 羽の 征矢 を 得て、 遂に 八面 大王 

を 亡ぼした。 

その 時の なごりで、 有 明 神社の 祭礼のう ちに、 八面 

大王の 仮装が ある。 


大王に ふんす る 鬼が、 附近の 女 を 奪って 帰る と、 そ 

れを、 田 村 麿に いでたつ ものが、 奪い返して 大王の 首 

こぼく 

を 斬る、 という 幼稚 古朴な 仮装 劇が、 ある 時代に、 若 

いものの 手で 行われた ことがある という。 

つまり は その 古式 を 復興して、 いま、 馬上で 走せ て 

よろいむ しゃ 

行った 鎧 武者が、 つまり 八面 大王な の だ、 あれが 中 房 

へ 行く と、 田 村 麿の 手で つかまります —— という。 

最初の 時代に は、 なんでも あの 八面 大王が、 そこら 

にい あわす 女なら ば、 女房で も、 娘で も、 かまわず 引つ 

しょう 

さらって、 生の ままで、 荒 縛で 引つ かついで 行った も 

の だが、 今 は 相当 遠慮して、 女 は あの つづらの 中へ 入 


れて 参ります  という。 

では、 あの つづらの 中には、 かりに 掠奪され た 女が 

しょ ラし 

いるの か II その 女 こそい い 迷惑 だ、 と 兵馬が 笑止が 

りました。 

二十 三 

こうして 仏 頂 寺、 丸 山ら は、 煙の 如く 長 野へ 向けて 

立って しまい、 宇津木 兵馬 は、 アルプス 方面の 懐ろ へ 

向って 参入 せんとす る 場合に、 ひとり 道 庵 先生と 米 友 

のみが、 同じと ころに とどまって いるべき 理由 も 必要 


も、 ある はずはありません。 

果して 道 庵 先生 は、 起きて 朝飯が 済む と共に、 床屋 

を 呼びに やりました。 

床屋が 来る と、 先生 は 従容と して 鏡の 座に 向い、 何 

か 心 深く 決する と， ，- ろが ありと 見え、 

「ェ ヘン」 

せき ばら 

と よそゆきの 咳払い をし ました。 

床屋 は 先生の 心のう ちに、 それほど 深く 決心した と 

ころが あると 悟る 由 もありません から、 やはり、 従前 

通りの 惣髪を 整理して、 念入りに 撫でつ けて、 別製の 

油で もっけ さえ すれば 仕事が 済む の だと、 無雑 作に 考 


えて、 先生の 頭へ 櫛 を 当てよう とすると、 

「待って くれ —— 少し 註文が あるです からね」 

と 右の 手 を 上げて、 合図 をし ました。 

ぜひな く 床屋が、 櫛 を ひかえて、 先生の 註文 を 待つ 

ている と、 

「ところで、 床屋 様、 わし は 今日から 百姓に なりてえ 

ん だよ …… 武者修行 はやめ だ、 やめ だ」 

と 言いました から、 床屋 はよ くの み 込めないで いると 

道 庵が、 

いばらぎ や 

「うまく 百姓に こしらえて くんな！ 茨木 屋の やった 

佐倉宗 五郎と いう あんべえ 式に、 ひとつ やってくん 


な！」 

「お 百姓さん のように、 髪 を 結い 直せと おっしゃ るん 

でございます か、 旦那 様」 

「そうだよ、 すっかり 百姓 面に、 造作 を こしらえ 直し 

て もらいて えんだ よ」 

そこで 床屋 は 変な 顔 をして しまいました。 

見たところ、 相当に 品格 も ある 老人で、 少々 時代 は 

あるが、 塚 原 卜 伝の 生れが ゎリ といった ような 人品に 

出来て いるから、 相当の 敬意 を 以て 接して みると、 口 

の 利き 方が ゾン ザィ であったり、 いやに 御 丁寧で あつ 

たりして、 結局、 この 惣髪 を、 普通の 百姓に 見る よう 


まげ 

な鬍に 直して しまえ、 と 註文であります。 

床屋が 当惑して いるに 頓着な く、 道 庵 は、 鏡に 向つ 

て 気焰を 吐き、 

「百姓に 限る よ、 百姓 ほど 強い 者 はねえ …… いざと い 

えば、 誰が 食物 を 作る。 食物 を 作らな けり や、 人間が 

添き て いられね え。 その 生命の 元 を 作る の は 誰 だ —— 

と 来る。 この 理窟に や 誰 だって かなわね え、 武者修行 

あめ 

なん ざ あ 甘え もんだ、 おれ は 今日から 百姓になる！」 

さて は 先生、 先日の 芝居で、 信 州 川 中島の 百姓た ち 

たち ま 

が、 大いに 農民の ために 気 を 吐いた の を 見て、 忽ち 心 

酔し、 早く も 武者修行 を 廃業す る 気になつ たものと 見 


えま， t9 

つま リ 先生の 考えで は、 武芸で 人 をお どすな ど はも 

う 古い、 食糧 問題の 鍵 をす つかり 自分の 手に 握って 置 

いて かからなければ、 本当の 強味 は 出て 来ない —— と 

いうよう なと ころに 頭が 向いて、 自然、 一 切の 造作 を 

こしらえ 直す 気にな つ たものと 見えます。 

床屋 は、 やむなく、 註文 を 受けた 通りに 造作に とり 

まるび た い 

かかる。 惣髪 は惜気 もな くそ リ 落して 丸 額に し、 び 

や ぼ 

んの ところ はグッ とつめ て 野暮な ものにし、 まげのと 

ころも、 なるべく 細身に こしらえ 上げて、 やがての こ 

とに、 百姓 道菴が 出来 上って しまいます。 


道 庵 つくづくと、 その 百姓 面 を 鏡に 照らし合わせな 

、、ゝ r\ ゝ 

力、 ら 

しゃう しょ いは 

「尚 書に 曰く、 農 は 国の本、 本 固ければ 国 安し と あり 

ゆ ゑん 

て、 和漢と も、 農 を 重んずる 所以な り。 農事の 軽から 

らいき  らいし 

ざる 例 は 礼 記に、 正月、 天子 自ら 耒耜を 載せ 給 ひて 諸 

せき でん  たがや 

侯 を 従へ、 籍 田に 至って、 帝 耕し 給 ふこと 三た び、 三 

公 は 五た び、 諸侯 は 九た びす、 終って 宮中に 帰り 酒 を 

賜 ふ、 と あり、 天子 諸侯 も 農夫の 耕作 を 勤む る 故に 飢 

を 知り 給 ひ、 さりと て、 官 ある 人、 農 を 業と すべきに 

はじめ  いさ さ 

あら ざれば、 年の 首、 農に 先だって、 聊か その 辛苦 

の 業 を 手に ふれ 給 ふ、 実に 勿体なく も 有が たき 事なら 


ず や …… 」 

とうとう  きちが 

滔々 として やり 出した ものです から、 これ は 気 狂い 

ではない かと、 床屋が 顔の 色 を 変えました。 

かくて その 日、 この 宿 を 立ち 出で た 道 庵 先生の 姿 を 

見て あれば、 わざと 笠 をぬ いで 素顔 を 見せた ところ、 

たてじま  かっぱ  いんばぬ ま 

竪縞の 通し 合羽の 着こなし、 どう 見ても、 印旛 沼の 渡 

し 場に かかる 佐倉宗 吾と いった 気取り 方が、 知ってい 

る 者から 見れば、 ふざけき つた もので、 知らない 者 は 

あたりまえのお 百姓と 見て 怪しまぬ ほどに、 変化の 妙 

を 極めてお りました。 

さて、 その あとから、 少し 間 をお いて 続いた 宇治山 


田の 米 友。 これ は、 前 来 通りと 別に 異状はありません。 

行き 行きて、 この 二人が、 例の 芝居小屋の 前まで 来 

ると、 数日 まえの 景気 はなく、 立 看板に 筆太く、 

「大衆 演劇、 近日 開場」 

と 書いて ありました。 

それ を 見る と、 道 庵 先生が 足 をと どめて、 しばらく 

打ちな がめ、 

「はは あ、 大衆 演劇」 

と 首 を 傾げました。 

大衆と はいった い 何だろう  道 庵 は、 しきりに そ 

れを 考えながら、 足 を 運び出しました。 そこで ひとり 


一 J と  

大衆と いうの は 「坊さん 仲間」 という ことで、 よく 

それ、 太平 記な どに 一 山の 大衆と あるが、 大衆が 芝居 

を やる というの は 解せ ねえ、 坊さんが 出て 芝居 を やる 

というの はわから ねえ、 いかに 物好きな 坊さん だって、 

芝居小屋 を 借りて、 坊主頭 を 振り立てて 踊ろうと いう 

ほどの 豪傑 はなかろう。 第一、 それで は 寺 法が 許す ま 

きょ うげんき ぎよ 

い。 狂言 綺語 といって、 文字の あやで さえ もよ しと は 

しない 仏 弟子が、 進んで 芝居 を やり 出そうと は 思われ 

ぬ。 してみ ると、 これ はつ まり、 坊さん 役の たんと 出 

る 芝居だろう。 たとえて みれば 道 成 寺と いったよ うに、 


そろ 

坊主が 頭 を 揃えて 飛び出す 芝居 かも 知れない。 そこで 

大衆 演劇と 名 をつ けたんだろう。 そうに 違いない。 そ 

きせん 

うでなければ 「かつ ぼれ」 かな …… 喜 撰で も 踊る のか 

知ら。 

この 大衆の 文字が、 少なからず 道 庵 先生 をな やませ 

ました。 

いちず 

そうだ —— おれ は 大衆と いう 文字 を、 一途に 坊さん 

の 方へば かり 引きつけ ていたの がよくない。 外典のう 

ちに、 つまり 漢籍のう ちに も、 この 大衆と いう 文字 は 

ない こと はなかろう。 まてよ、 いま、 天性 備えつ けの 

ひゃくみ だんす 

百味 簞笥を 調べ てお 目に かける から —— 


道 庵 先生 は、 自分の 頭の 中の 百味 簞笥を ひっくり返 

して、 しきりに 調べに かかった が、 結局、 ドコ かで そ 

の 大衆と いう 文字 を 見た ことがある ように 思いました。 

尚 書で はなし、 礼 記で はなし、 四書 五経のう ちに は、 

大衆と いう 文字 はねえ …… してみ ると、 諸子 百 家、 老 

荘、 楊 墨、 孟子、 その 辺に も 大衆と いう 文字 は 覚えが 

ねえが …… でも、 どこかで 見た よう だ。 左 伝 か、 荀子 


実によ けいな 心配 をした もので、 お 手前 物の 百味 簞 

笥の 引出し をい ちいち あけて、 薬 を 調べる ような 心 持 

くしんさんたん 

で、 僅か 大衆の 一 句の ために、 道 庵 先生が 苦心 惨儋を 


はじめました。 

宇治山 田の 来 友に おいて は、 一向、 そんな こと は 苦 

にして いない。 

つら だまし い 

彼 は 精悍な 面魂 をして、 多田嘉 助が 睨み 曲げた と 

いう 松 本 城の 天守閣 を 横に 睨み、 

「何が 何でえ、 ばかにして やがら」 

という 表情で、 松 本 平の 山河 を あとに して 歩みました _ 

したが、 しばらくあって、 何に 興 を 催した か、 宇治 

山 田の 来 友が、 松 本の 町はずれで、 ふと 大きな 声 を 出 

して、 

十七 姫 御が 旅に 立 つ 


それ を 殿御が 聞きつ けて 

とまれと まれと 袖 を ひく 

それでと まらぬ ものなら ば 

馬 を 追い出せ 弥太郎 殿 

明日 は 吉日、 日 もよ いで 

うぶすな ま い 

産 土 参り をし ましょう か 

宇治山 田の 米 友が 唄 をうたい 出した ので、 驚かされ 

たの は 道 庵 先生です。 

「友 様、 お前 も、 唄 をうた うの かい」 

大衆の 空想 も、 なにもす つかり 忘れて、 道 庵が 驚嘆 

しました。 


二十 四 

中 房の 温泉に つ いた 宇津木 兵馬 は、 とりあえず 宿に 

ついて、 様子 を 見た けれど、 これ ぞと心 当りの 者 もな 

ヽ 0 

レ 

すべ 

一 軒の 温泉宿が 中 房の 総てであります。 

すじよ う 

どれ を 見ても、 みんな 素姓の 知れた もの、 ただ 一組、 

龃落 者ら しいの が あると いう 話 だから、 それとなく 

探って みると 何の こと、 田舎の 新婚の 夫婦が 他愛 もな 

く、 じゃれて いる だけの もの。 


とにかく、 その 夜 を 明かして 翌日。 兵馬 は 炉辺に い 

て、 焚火に あたりながら、 入れ かわ リ立 ちかわる 人、 

といっても、 そう 多くの 数で はない が、 それ を とらえ 

て 自分が 主人顔に 話 をして みる。 この 夏 中から かけて 

入浴に 来た 客の それぞれ について、 探り を 入れて みる。 

ついでに この 温泉 や、 附近の 人情 風俗 を 聞いて みる。 

内湯 も ある、 外湯 も ある、 蒸 湯 も ある。 リ ヨウ マチ 

ろうしょう  き 

や、 胃腸の 病気 や、 労 症 や、 脳病に 利き、 婦人の 病 や、 

花柳病の 類に も 効が あると いう ことで、 婦人 客が 意 

外の 遠くから 来て、 長く 逗留す る こと も あると いう。 

次に この 宿の 設備 を 見る と、 棟が いくつ もに わかれ 


て、 室の 数 は 五十 以上 も ありそう。 

その なかには、 人の ありそう でな いのもあろう。 な 

かりそう で 隠れ 療治 を 試みて いる 者が あるか も 知れな 

い。 ことに これから 奥の 野天に ある 蒸 湯の 設備 は、 熱 

す どこ 

泉の わき 出す その上に、 簾 床 を こしらえて よもぎ を 敷 

きつめ、 その 間 を 通しての ぼる 湯気で 温まる ところが 

あると いう。 そこへ も 一応 行って 見なければ ならぬ。 

程経て、 兵馬 は その 炉辺 を 立ち、 数多い 棟々 のい く 

つもの 部屋 を 調べ に 出かけました。 

ほとんど 全部が 空いて いる 時分で したから、 何の 挨 

拶も なしに 兵馬 は 障子 を あけて は、 部屋 部 垦 を 見、 ま 


た 何の 挨拶 もな しに 出て、 五十 余りと 覚 しき 部屋の 大 

部 を 検分して みました けれど、 どれ も、 これ はと 怪し 

むべき もの は 一 つもない。 

ただ ふさがつ ている のが 三つあって、 その 一 つ は 長 

野 あたりの 夫婦 者と、 もう 一 つ は 松 本 辺の 御 隠居ら し 

いのと で、 なんら 怪しむべき もの はない。 ただ、 その 

うちの 一 つに、 人が いるの だか、 いないの だか わから 

ない 暗澹たる ものが ありました。 

兵馬が、 のぞいて 見る と、 蒲団 部屋に なって いる。 

蒲団が 山の 如く 積まれた 中に、 どうも 気のせい か、 

人が いるよう に 思われて ならぬ。 女中で もい るの かし 


らと 最初 は 思い ましたが、 女中 部屋 は 帳場から 遠から 

ぬと ころに あるし、 第一、 こんな かけ 離れた ところへ 

女 を 置く はず はない。 では、 夜番の 者で もい るの か 知 

ら。 それもう け 取れない。 

兵馬 は、 ただ その 部屋 だけに 多少の 心 を 残しました 

けれど、 一 面に 蒲団が 積み込ん であるの だから、 それ 

を 押しく ずして まで 侵入す る 気に はなれませんでした。 

とく 

いずれまた 篤と …… そこで また 炉辺へ 帰って 無駄話 

をして いると、 ふと 気がつい たの は  もっと 以前に 

気がつき そうな もので あつたのに —— 今にな つ て 気が 

ついた の は、 あがりはなに、 隅の 方へ 押しつけられて、 


つづらが 一 つ 置きば なしに されて ある ことです。 あま 

り 無造作に 置き 捨てられて あるから、 それで かえって 

兵馬の 気がつかなかった とも 思われます。 

つづらと いえば、 どんな 山の 中に でも 備えて ある 日 

用器 具の 一 つ だが、 兵馬が 特に 見覚えの あるよう に感 

ともえ 

じたの は、 その つづらに 巴の 紋が ついている ことで、 

よろいむ しゃ 

そうして、 きのうの 途中、 四 道 将軍の ような 鎧 武者が 

しょって、 馬に 乗って まっしぐらに 走らせた それが、 

この つづら に似てい る、 いや、 それに 相違ない の だと 

兵馬 は 信じました。 

ところで、 あれ は 例の 八面 大王に 扮 したの が、 古例 


によって、 女 を 奪って あれに 入れて、 この 山へ 来たの 

だ、 そうして 田 村 麿 将軍の 手で その 女 を 取 返された の 

だ、 という ことにな つてい る —— では ひとつ、 その 納 

まりを 聞いて みょうで はない か。 

それ を 聞いて みると、 誰も とんと 返事ので きる 人 は 

ない。 

第一、 そんなお 祭の 古例 を さえ 知った 者 はない。 こ 

の つづらに してから が、 誰が 持って来て、 誰が 置きつ 

ぱ なしにし ておいた の だか、 それすら 満足な 返事 を 与 

える ものがない。 

この 上、 尋ねる すべ もな し、 また 必ずしも 探求す る 


必要 もない ので、 兵馬 は 引返す うちに 夜に なりました。 

どてら を 重ねて 夜の 寒さ を 防ぎ、 人 定まった 後と い 

うけれ ど、 昼のう ちから ほとんど人の 定ま つ たような 

こぢ ようちん 

ところ を、 兵馬 は 小 提灯 をと もして、 ひと リ 廊下 を 歩 

いて、 例の 広い 部屋 部屋の 外 を 通って みました。 

しかし、 かりそめの 目的 は、 例の 蒱団 部屋に あるの 

で、 あの 蒲団の 砦 のうしろ に は、 優に 二人 三人の 人 を 

かくし 住まわす に は 余りが ある、 とこう 睨んだ の を 見 

過ごす わけに は ゆきません。 

ほどなく、 その 部屋の 前に 立って 様子 をう かがう と、 

これ は 意外 千万 —— たしかに この 蒲団の 砦のう しろ あ 


たりで 火影が する。 薄明りながら 火 をと もして、 その 

中に 隠れて いる 人が あるら しい。 

さしった りと、 兵馬 は 胸 をお どらせ ました。 その ま 

ま、 蒲団 を 押しく ずして 乱入しょう かとさえ 思い まし 

たが、 それでも 前後 を 思案す るの 区別 だけ は 残して、 

さて、 中 をつ きとめる に は、 どういう 手段 を 取ったら 

よい か。 無茶に 乱入 すれば 敵の 備えがない ともい えぬ。 

おとの 

尋常に 訪 うて は、 いよいよ 敵に 警戒 を 与える ばかり。 

雨戸 越しに でも はいる 手段 はない かと、 調べて みたが、 

これ もお ぼっかない。 

ぜひな く、 兵馬 は、 この 蒲団の 砦に 向って 正面攻撃 


を 行う ほか はない と 思い、 小 提灯 をた のみに、 充分の 

用意 を もって、 一方から、 その 蒲団 を 崩しに かか リま 

した。 

兵馬が、 二三 枚の 蒱団を 崩した 時分に、 中で はフッ 

とその 火影が 消えて しまいました。 ふき 消した ものに 

違いない。 

こちらの 侵入 を 気取って、 非常に 狼狽して いるよう 

に 思われる。 狼狽した からと て、 逃げ場 は あるまい、 

はいるに 不便な ところ は、 出づ るに も 不便な はず。 兵 

馬 は、 前以て これ を 見届けて おきました。 

そうして、 一 方の 手で、 ふとんの とりで を 崩し 崩し 


て 行く 間に、 洞 然として、 遮る ものの なきと ころに 達 

しました。 

「だ あれ！」 

暗い 中で、 狼狽し きった 声 は 女で ありました。 兵馬 

は それに 答えないで、 自分の 手に ある 小 提灯 をつ きつ 

まくらびょうぶ 

けて 見る と、 女が 一 人、 枕屏風 の 蔭に ふとんから 起き 

かかって いる。 そのほかに は 誰もい ないようです。 

「だ あれ！」 

と 女 は おどおどしながら とがめた けれど、 存外、 度胸 

が あるの か、 この 不意の 侵入者に 対しても、 世の常の 

女が 騒ぐ ほど、 騒いで はいない らしい のが 不思議です。 


「あなた 一 人です か」 

と 兵馬が 言います と、 

「ええ、 一人よ。 なんだ つて、 断わりな しに はいって 

来たの？」 

やはり 女 は 悪びれずに、 かえ つて こちら を とがめる 

だけの 余裕 さえ あるの を、 兵馬 は 案外の 思い をして い 

ると、 

「あら、 あなた は、 あの 浅 間の あの お客様 じ やなく つ 

て、 まあ、 この間 は 失礼 致しました」 

「おお、 お前 は、 あの人 か」 

ちんにゅうしゃ 

その 時の 闖入者 は、 ここで は 地 を かえて しまい ま 


した。 

闖入して 来たの は 宇津木 兵馬で あるが、 その 闖入に 

驚かされた 人 は、 身なり こそ 変って いるが、 あの 手 古 

舞の 酔つ ばらい 芸妓に 違いない。 

めぐりあうべき 人に めぐりあわないで、 めぐりあう 

必要が な い 人が つ いて 廻る 結果と なる。 

あぜん 

兵馬 は啞 然として 言 うべき 言 葉 を 失いました。 


底本： 「大 菩薩 峠 9」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996  (平成 8) 年 4 月な 日 第 ー 刷 発行 

「犬 菩薩 峠^」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996  (平成 8) 年 4 月 M 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「大 菩薩 峠 六」 筑摩 書房 

1976  (昭和^) 年 6 月^日 初版 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 原 田頌子 

2  00  4年1月9曰作戎 


青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


